
    
      
        
      
    

  



















































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あ、澪みおさま聞きました？　スニーカー文庫さんが26周年らしいですよ！」

「そうらしいわね……って、何よ万ま理り亜あ、その顔？」

「えー、だって『そうらしいわね』とか、随ずい分ぶんと冷めたもの言いじゃないですか。私達がスニーカー文庫さんに、どれだけお世話になっているか解わかってます？」

「そ、それはもちろん解ってるけど……」

「本当ですか？　だったらそんな口先だけじゃなくて、ちゃんと行動で示して下さい。感謝の気持ちがあるなら、むしろ何かせずにはいられないのが普ふ通つうでしょう」

「行動って……何をすれば良いいの？」

「記念のお祝いですからね。そりゃ、おめでたい事じゃないですか？」

「えっと……おめでとうって二十六回言うとか？」

「……あのですね澪さま。劇中ではまだ一年経たってませんけど、外の世界ではシリーズが始まってもう二年以上過ぎてるんですよ？　なのに、未いまだにこの作品とご自分のキャラを理解できてないんですか？　あまり空気が読めないと、読者さんに嫌きらわれますよ」

「な、何よ……じゃあ、どうしろって言うのよ？」

「決まってます……イッて下さい。今ここで二十六回。刃バ更サラさん呼んできますので」

「なっ……馬ば鹿かなこと言ってんじゃないわよ！　百回殺すわよっ！」

「あーもうホント解ってませんね、こういう時は『二十六回殺すわよ』が正解なのに」

「っ……ああそう、なら本当にそうしてあげても良いけど」

「…………なーんて。スニーカー文庫さんは０周年ですよ？」

「…………………………」

「だ、駄だ目めですって澪さま……流血沙ざ汰たとか、お祝いの場ですよ？」

「…………助けて、って二十六回言えたら許してあげる」

「っ、助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて助けて、助けぺっ」

「…………スニーカー文庫さん、26周年おめでとうございます」

「うわああぁそれが殺し文句って、酷ひどすぎま────────……………………………」
















新たな誓ちかいを結びたい。主従の誓せい約やくではなく。

永遠に変わる事のない──俺達の愛の誓いを。
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「…────ん……と、これで合ってるのか？」

　壁かべに掛かけられている大きな鏡の前で悪あく戦せん苦く闘とうしている者がいる。

　それは慣れない白のタキシードに身を包んだ青年。

　東とう城じよう刃バ更サラだ。

　…──刃更がいるのは新しん郎ろう用のブライズルームである。

　室内にいるのは刃更一人だけ。

　そして気にしているのは、首に巻いているスカーフ状のアスコット・タイで、

「普ふ段だんは学ランだから、ネクタイでさえあんまり自信がないってのに……」

　タイリングの位置は正しいと思うのだが、どうにも形がしっくりこない。

　というか、イマイチ正解が解わからないというのが本音だ。

　調べておいた巻き方を試ためしているのだが、どことなく見本と違ちがっている気がする。

　刃更が襟えり元もとに手をやりながら悪わる足あ掻がきをしていると、

「…────手伝ってやろうか、バサっち」

　ふと声がした。

　…──扉とびらが開いた音はしていない。かといって、あらかじめ室内にいた訳でもない。

　この新郎用の部屋にいたのは刃更一人だけ。

　何より──刃更の後ろに気配が生まれたのは、声がした直後である。

　だが刃更は焦あせる事なく、

「ああ……悪いけど頼たのんでいいか？」

　渡わたりに船とばかりに背後を振ふり返った。

　すると刃更の視線の先──入り口の扉横の壁に、背を凭もたれ掛けさせて佇たたずむ青年がいる。

　滝たき川がわ八や尋ひろだ。

　その姿は魔ま族ぞくのものではなく、人間に化けている時のもの。

　そして服も学ランであり、

「なあに気にすんな。こっちこそ悪いな」

　滝川はそう言うと、ゆっくりと刃更の方へと歩み寄りながら言った。

「…────招待もされてないのに押しかけちまってよ」

　そう──これから始まる結けつ婚こん式に、刃更は滝川を招待していなかった。

　滝川との関係が悪化した訳ではない。

　この結婚式は新郎新婦だけで行なう個人的なもので、全く人を呼んでいないのだ。

　…──現在、刃更達は勇者の一族と魔族の両方と同盟を結ぼうとしている。

　しかし、そのためにはクリアしなければいけないハードルがあった。

　刃更や柚ゆ希き、胡桃くるみとは違い──今も勇者の一族として《バチカン》の聖せい騎き士しであり続けているセリスを取り巻いている状じよう況きようについてだ。

　…──刃更達にとって、セリスは大切な仲間であり愛すべき家族でもある。

　だが──勇者の一族にとってのセリスは、強大な力を持った刃更達との繋つながりを保つという政治的な思おも惑わくを孕はらんだ言わば人ひと身み御ご供くうのようなもので、

　……そして。

　魔族の現魔王派にしてみれば──斯し波ばの一件の背後に蠢うごめく勇者の一族の闇やみのせいで被ひ害がいを被こうむった事もあり、その原因である《バチカン》への敵対意識はまだ強く残っている。

　よって、その解決策として刃更と主従契けい約やくを結んだセリスを《バチカン》のトップへと上り詰つめさせ、結果的に刃更達が《バチカン》というリスクに責任を持つという形で現魔王派に納なつ得とくして貰もらう事にしたのだ。

　…──しかし、当然ながらそれには時間が掛かる。

　そのため、現状では勇者の一族と魔族を結婚式で同席させるのはリスクが高すぎると判断した。そして──どちらか一方を呼んでしまうと偏かたよりが生じるため、だったら両方を呼ばない事にしたのだ。

　来らい賓ひんだけではなく親族も、である。

　澪みおの父親は先代魔王ウィルベルトであり、母親も既すでになく、育ての養父母はゾルギアに殺されている。呼べるといったら、死んだウィルベルトに代わって魔界における後見役であるラムサスだが、彼にしても穏おん健けん派のトップだ。

　万ま理り亜あの母親は、これまたウィルベルトやラムサスと肩かたを並べる伝説のサキュバスであるシェーラであり、姉のルキアはラムサスの片かた腕うでという要職。

　一方──柚希と胡桃の両親は健在だが、斯波の件には《バチカン》だけでなく《里》も関かかわっており、今後は長老らに代わって《里》を率いてゆく事になる立場である。

　迅じんに至っては、それこそ『戦神』と謳うたわれた一族最強の勇者だ。

　…──よって、来賓よりも親族を呼ぶ方が問題だ。

　彼らを同じテーブルに着かせれば、そこはもはや政治の最前線にしかならない。

　……まあ親父おやじは、まだ天界にいるみたいだから無理だろうけどな。

　当初はこちらの結婚式には間に合わせるような事を言っていたが、何せ話は天界最高位である十神が絡からんでいる問題だ。流石さすがの迅も早期決着は無理だろう。

　そして長は谷せ川がわ、ゼスト、七なな緒お、セリスの四人については呼べるような親族はおらず、彼女達との平等性に欠けるという問題もあった。当の四人は気にしないと言っていたが、

　……その差についても、政治に絡められてしまいかねないからな。

　刃更と結婚する八人は全員平等である──それが刃更達が決めた家族としての条件だ。

　しかし何かの差は上下、序列、優先順位に繋がりやすい。

　それが結婚式という意味を持つ祝い事の席での事となれば尚なお更さらだ。

　だから──親族についても全員招待しない事に決めたのだ。

　…──政治を絡めたくないというのは、それ自体が言わば政治的な思惑だ。

　よって、

「ラムサス殿どのなんかはまだ、説明を聞いてそこそこ納得しているみたいではあるが……シェーラ殿は、かなり不ふ貞て腐くされているらしいぞ」

「…………聞いてる。だから、ルキアさんにお願いして手た綱づなを握にぎって貰ってるんだ」

　あのロリ母サキュバスは、バレなきゃ良いいでしょくらいの気持ちで来てしまう可能性は充じゆう分ぶんにある。しかし、彼女は立場のある存在なので自重して貰わなくてはならない。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつ度合いで言えば滝川と同等のため、ルキアに頼んで目を光らせて貰っている。

「勇者の一族の方は大だい丈じよう夫ぶだったのか？　それこそ野の中なか姉妹しまいの両親は健在なんだ。娘むすめの花はな嫁よめ姿すがたを見たがったんじゃねえのか？」

「…………ああ、修しゆう哉やさんも薫かおるさんも残念がってはいたよ」

　確かに──申し訳ない事をしていると思う。

「でも、『こうなったのは自分たち親世代の問題のせいだからね』って……納得してくれた。それどころか『むしろ、こんな事になって申し訳ない』って謝られたよ」

《バチカン》の問題に対し、修哉は直接的には絡んでいない。

　…──それでも修哉と薫は、刃更達に頭を下げた。

　斯波が起こした一件は、自分たち親世代の責任だからと──筋を通したのだ。

　そういう人なのだ。柚希と胡桃の両親は。

　……きっと。

　刃更達の結婚の形について──思う事は色々とあっただろう。

　それでも二人は刃更達を祝福し、今日も遠く《里》から見守ってくれている。

　…──そんな修哉達ですら参列しないのだ。

　友人などを呼ぶ事はできなかった。

　とはいえ──招待していないといっても、それはあくまで正式にはというだけで、

「まあ……お前については大丈夫だろ。この結婚式は、当事者の俺らだけで内密に行ない、勇者の一族と魔族サイドには事後報告をするっていうのが建て前のものだから」

　と眼めの前までやって来た滝川に対して刃更。

「たまたま友人を遊びに訪ねて行ったら、ばったり結婚式に出くわした……って多少強ごう引いんな言い訳ができなくもない。…──だからこそ、お前もその姿と格好で来たんだろ？」

「………………まあな」

　それに、と滝川。

「平等なのはあくまで花嫁たちであって、バサっちは別だろうから行けるんじゃねえかって考えもあるし……それ以前に、そもそもバレるような下手へたは打たねえけど。…──ほれ、やってやるから顎あご上げろよ」

　と手を伸のばしてくる滝川に、刃更は言われた通りにした。

　滝川は慣れた手付きで刃更のタイを直してくれながら、

「しかし、話を聞いた時は少し意外だったぜ……冷静を通り越こして、冷れい酷こくなまでに最善の選せん択たく肢しを取るバサっちの事だ。同盟の事を第一に考えて、結婚式は状況が整ってからにするかとも思ったんだけどよ」

「…………ああ、当然それは選択肢として考えはした」

　そして、と刃更。

「みんなは、その方が良いんじゃないかとも言っていたんだよ」

「…──だが、延期にはしなかったんだな」

「ああ……俺が嫌いやだったんだ」

　何な故ぜなら。

「俺達の結婚が今後の同盟のために利用できるならそうしたって良い。それが、こちらと魔界という二つの世界から勇者の一族と魔族との衝しよう突とつをなくし、ひいては俺達が求めている平へい穏おんな日常に繋がるんならな。けれど」

「…────同盟のために、自分達の結婚を犠ぎ牲せいにするつもりもない……か」

「ああ、俺達の結婚にとって最も良いタイミングは今なんだ。かといって問題が片付いていない今、親族や関係者を招待すれば、どうしたって良くない政治的な思惑が絡んじまう」

　だから、刃更は花嫁である皆みなの幸せを優先する事にしたのだ。

　結果として──ラムサスやシェーラ、修哉や薫らが参列を見合わせてくれたのも、刃更が娘たちの幸せを第一に考えていると理解してくれたからなのだろう。

「確かに……それなら誰だれも呼ばずにやっちまうのが良いわな」

　滝川は納得したように言って、

「…………っと。よし、出来たぞ」

「おっ、どれどれ？」

　刃更は鏡へ向き直ると、滝川と並んで出来上がりを確かく認にんした。

「そうか、俺のだとここの立体感が足りなかったんだな」

「ああ。あとは形と向きが駄だ目めで、タイリングが上下逆だったくらいだ」

「………………助かったよ」

　刃更が申し訳ないとばかりに頬ほおを掻かくと、

「いくら自分達だけの小規模婚とはいえ、それでも結婚式だ。ぶっちゃけ金については余よ裕ゆうがあるんだから、スタッフくらい用意すりゃ良かったのによ……」

　やれやれ、と滝川は嘆たん息そくして、

「準備とか大変だったんじゃねえのか？」

「まあ、それなりにはな。でも、俺達の結婚はこの国の法律で認められたものじゃない。変な風に思われておかしな噂うわさが流れても嫌だし……そもそも、下手に人を入れるくらいなら万理亜とゼストに任せた方が絶対に良いって事になったんだよ」

　今いま頃ごろ、花嫁たちはあの二人を中心に身み支じ度たくを整えているだろう。

「それに……指輪はあっても婚こん姻いん届とどけはないんだ。だったら、自分達で苦労して作り上げた方が、結婚したって実感が湧わくんじゃないかと思ってさ」

「ふーん……ロマンチストなこった」

　と滝川。

「しかし、六月の結婚シーズンに良い場所が空いていたもんだな。こんな良い感じのゲストハウスで、ガーデンウェディングとはよ」

　ふと窓の外へ視線を送った滝川に、

「ああ、親父が前にここで撮さつ影えいをした事があったらしくてさ。本来は結婚式場じゃなくて、オーナー個人の持ち物らしいんだけど……それを特別に貸して貰ったんだよ」

「前の焼き肉屋といい……つくづく無む駄だに顔が広いな」

「それについては、もう驚おどろくのは止やめにした。あの親父なら総理大臣とか、よその国の大統領とかと飲み仲間だって言われても全く違い和わ感かんないからな……良い人脈があるのなら、ありがたく使わせて貰う事にしてるよ」

　というか、と刃更。

「…────今更だけど、何の用なんだ滝川？」

　改まって滝川に、ここへ来た意図を問う。

「祝いに来てくれたっていうなら嬉うれしいけど……そういう柄がらじゃないだろお前」

　そして。

「一応、言っておくけど──今日は俺らだけで挙げる式のみで、食事の類たぐいは出ないぞ」

「何だよ、すっかり食いしん坊ぼう扱あつかいだな……別にメシをたかりに来た訳じゃねえよ」

　と滝川は肩を竦すくめて、

「ちょっくらお前宛あてに伝言を頼たのまれたんだよ──…」

　一息。

「…────レオハルトからな」

「レオハルトが……俺に？」

　刃更は眉まゆを顰ひそめた。

　…──滝川の口から現魔ま王おうの名が出る事は別に珍めずらしい話ではない。

　魔族ラースとしての彼は、レオハルトの戦友であり盟友だ。

　そこには刃更と滝川の間にあるものとは別種の固い絆きずながある。

　……でも。

　結けつ婚こん式当日にわざわざ滝川を寄よ越こすという事は、相応の理由があるのだろう。

　警告か、それとも何か釘くぎでも刺さしに来たか──少し構えるこちらに、

「心配すんな。そんなシリアスな話じゃねえよ……ただ謝っておいて欲しいってさ」

「レオハルトが謝るって……何についてだ？」

　こちらの把は握あくしていないところで、何かあちらの落ち度によって危機的な事態や状じよう況きようが進んでいたというのであれば大問題である。

　しかし、

　……深刻な話じゃないんだよな。

　だとしたら尚更おかしい。祝いの言葉ならまだしも──わざわざこのタイミングで、滝川に謝罪の伝言を頼む事もないだろうに。

　思わずキョトンとしていると、

「何でも……例の同盟話を進める上で、アイツが示した《バチカン》への懸け念ねんによって、お前さんらの結婚式に何らかの悪あく影えい響きようを及およぼしたとしたら申し訳ないってよ」

　滝川が口にしたその言葉に、

「………………なるほど、そういう事か」

　刃更はようやくレオハルトの意図を理解した。

　…──当初の予定では、この結婚式には勇者の一族と魔族の両方が参列する筈はずだった。

　その中にはレオハルトも含ふくまれていて──あらかじめ内々に打だ診しんしていたのだ。

　しかし、結果としてその話は立ち消えになった。

　その理由についてはラムサスらと同じく滝川を通して伝えたのだが──そういう意味では、結婚式の形が変わったのはレオハルトが原因と言えなくもない。

　……けれど。

《バチカン》についてのリスクは、レオハルトの立場であれば当然看過できる問題ではない。刃更が彼の立場なら、やはり同じように懸念を示しただろう。

「それで式の前にわざわざ……レオハルトは律りち儀ぎだな」

「まあアイツも、リアラ様との事があるからな……」

「直接血は繋つながってないって話だったけど……やっぱ名家ともなると、姉弟きようだいでの結婚ってのは難しいのか？」

「確かに、貴族の責任にまつわる柵しがらみみたいなものはある。それに今後の魔界をまとめていく上で、強大な権力や歴史を持つ家の娘とくっついた方が、レオハルトにとって何かと有利に働く事は間ま違ちがいない」

　と滝川。

「ただ──一番の問題は、リアラ様がこれまでほとんど表おもて舞ぶ台たいに出てきていなかった事だな。彼女には魔王の妃きさきとして相応ふさわしい、社交界での実績みたいなものがないんだよ。もちろん、一度でも戦場に出たら文句を言うヤツなんか誰もいなくなるんだろうが」

「かといって、そうなれば今度は弟よりも強い事がバレる危険性が出てくるもんな……そうなるとレオハルトの立場が揺ゆらぐ事になるだろうし」

　刃更の言葉に、滝川は「そういう訳だ」と嘆息して、

「そういう真実抜ぬきで見れば、レオハルトが表に出る事も許されていなかった姉と結婚するように見えちまう。もちろん家族を大切にするのは良い。それは家を大切にするって事でもある。だが面めん倒どうを見るくらいならまだしも、結婚相手にするというのは──…」

「…────王としての賢けん明めいな判断ができていない、と攻こう撃げき材料にされかねない訳か」

「ああ。そういう訳で時間を掛かけてリアラ様との関係を周囲に認めさせようとしていたんだが……バサっちが同時に嫁よめさん八人も貰もらうなんてとんでもない事を言い出しただろ」

　と滝川。

「自分達の想おもいを優先するお前達の結婚に、アイツも勇気を貰ったみたいでな。本気で結ばれようとするなら、自分もリアラ様と二人だけでの結婚式を開くくらいの気き概がいを持つべきかもしれない……とか随ずい分ぶんと前向きになれたみたいで、少なからずお前には感謝していたんだよ」

　だから。

「バサっちの結婚式が自分のせいで本来望むものとは異なってしまったのだとしたら、魔王としてではなく、レオハルト個人として申し訳なく思うってよ」

「………………そうか」

　若き現魔王からの言葉を、刃更は噛かみ締しめるように一度受け止めてから、

「レオハルトに伝えてくれ。『気にしないでくれ』……と。結果として、少なくともこの結婚式には政治的な色はなくなったし、俺達にとってはより幸せな形になったからって」

　むしろ、と刃更。

「話を聞いた感じだと……レオハルトの方が色々と大変そうだしな」

「まあ貴族の世界では、結婚は最も大切な『義務』だからな。最初にお前さん達の結婚の話を持っていった時は、柵なく結婚できるバサっちが羨うらやましい、現魔王という立場の自分は残念ながらここまで純じゆん粋すいにはやれない……って言ってたよ」

「そればっかりはな……俺だってレオハルトの立場なら、とてもじゃないがこんな結婚をやろうとは考えなかっただろうし。そもそも──俺とレオハルトでは譲ゆずれないものの量が全く違っている」

　それは考え方や生き方が違うという事。

「俺にとって譲れないものは……皆と過ごす平へい穏おんな日常だった。こんな俺と一いつ緒しよに生きていこうと想ってくれている人との今と未来が守れればそれで良いい。それだけなんだ……でも、それを守るだけでも精せい一いつ杯ぱいだよ」

　でも。

「レオハルトが守ろうとしているものはお姉さんだけじゃない……魔王である自分についてきてくれる沢たく山さんの仲間や配下、そして魔界全体の秩ちつ序じよや平和もだろう」

　刃更が守ろうとしているものと、レオハルトが守ろうとしているもの。

　どちらも尊く貴き賤せんはないが──『日常の平穏』と『世界の平和』とでは、規模も困難さも絶対的なまでに違っている。

　刃更は自分にとって大切な存在のためにだけ戦う。

　守れるのは自分の手の届く、眼めに映る世界だけだ。

　対するレオハルトは、魔界を──自分の世界を守るために戦っている。

「そういう意味では──俺なんかより、レオハルトの方がよっぽど勇者だよ」

「俺からしてみれば、どっちも必要以上に面倒事を背負い込んでるように思うがな……」

　と滝川。

「それこそ、小さい事まで数え始めたらキリがねえだろ。今日までだって色んな事があったんじゃねえのか？」

「別に面倒ばかりだった訳じゃない。同じくらい楽しい事も嬉しい事も沢山あったよ」

　まあでも、と刃更は言った。

　これまでの事を思い出して──やれやれと苦く笑しようしながら。




「確かに──色んな事があったよな」
















…──もう一度、この場所から始めよう。

昨日までの俺達を、嘘うそにしたくないから。
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　東とう城じよう刃バ更サラは、勇者の一族として生まれ育った。

　その肩かた書がきが過去のものになったのは、今から五年前──刃更がまだ十歳だった時。

　一族の《里》を襲おそった、かつてない『悲劇』の際に、その現場に居合わせた幼い刃更が、眼めの前で起きた血みどろの惨さん劇げきを目まの当たりにし、自身の力を最悪の形で暴走させてしまってからだ。

　…──結果として、悲劇は収束した。

　ただし──刃更のせいで被ひ害がいの規模は拡大してしまった。

　そのため、刃更に対して様々な処分が検討されて。

　直接的には刃更に責任こそないものの、かつてない惨劇の直後だった事もあり、冷静でいられる者はほとんどなく。刃更を死ぬまで幽ゆう閉へいする案や、それこそ危険だからいっそ殺してしまうべき……そんな話まで出たと聞いている。

　…──だが、父親である迅じんが刃更を救った。

　世界最強の勇者と謳うたわれ、先の魔ま族ぞくとの大戦では、敵から『戦神』とまで恐おそれられた一族の英えい雄ゆうだった迅が、息子むすこである刃更へ下されようとしていた処しよ罰ばつに真っ向から反論。

　仲間同士での一いつ触しよく即そく発はつの衝しよう突とつまで行きかけた結果、長老達は迅と刃更の二人を《里》から追放する事を決定。

　刃更の身に危害が及およばない処分に迅も矛ほこを収め、そして刃更は迅と共に《里》を出た。

　生まれ故郷や、幼おさな馴な染じみの友人達を後に残して。

　…──そして、刃更は迅と共に東京で一いつ般ぱん人として暮らし始めた。

　刃更は普通の子供のように学校へと通い、迅はカメラマンとして働き始めると、あっという間に月日が流れていった。

　最初こそ慣れない都会暮らしに苦労したものの、最強の勇者はやはり非ひ凡ぼんなのか、迅にはカメラの才能があった。瞬またたく間に有名なフォトグラファーとして名を馳はせるようになると、東城家の家計に大きな余よ裕ゆうをもたらすようになる。

　そして当時は小学生だった刃更も、中学、高校と自然と進学を果たしていった。

　…──流れる時の中で送る、一般人としてのごく普通の日常。

　それでもこの五年、東城刃更はあの『悲劇』を──自分が犯おかしてしまった、決して取り返しのつかない過あやまちを忘れた事はない。

　だが責任の取り方はおろか、どうやって向き合えば良いのかさえ答えを出せずにいる。

　それでも──東城刃更は今も背負い続けている。

　自分が勇者の資格を失ってしまった日の事を。

　大切な人達を喪うしなわせてしまった事を。

　…──そうして後こう悔かいの日々を送りながら、訪おとずれた高校一年の夏休み。

　先代魔王ウィルベルトの一人ひとり娘むすめの成なる瀬せ澪みお。

　そのお付きのサキュバスの成瀬万ま理り亜あ。

　敵勢力の──現魔王派の魔族達に狙ねらわれている二人を保護し、家族として……妹として迎むかえた事で、刃更の運命は一気に動き出した。

　同じ屋根の下で──彼女達との同居生活が始まったのだ。
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　迅が『仕事だから』と、刃更達だけを残して家を離はなれた翌日。

　東城家のリビングは、『昨夜の事』がまだ尾おを引いていて、微び妙みような空気が流れていた。

　ダイニングテーブルの椅子いすに腰こし掛かけた刃更は、万理亜の作ってくれた昼食を食べながら、

「…──なあ万理亜、澪は？　まだ寝ねてるのか？」

　テーブルを挟はさんだ正面、パラパラに仕上げられた黄金炒チャー飯ハンと、白パイ湯タンスープに浮うかべた皮から作ったモチモチの水すい餃子ぎようざの出来に、満足げな表情でいるロリエロサキュバスに問うと、

「え？　いいえ、呼びに行ったらもう起きていらっしゃいましたよ」

　ただ、と万理亜。

「やっぱりまだ『昨夜の一件』がどうにも恥はずかしいみたいで、下りて来られないみたいですね……ぬふふ」

　原因を作った当の張本人が、悪戯いたずらっぽい思い出し笑いを浮かべて言った。

「そ、そうか……まあそうだろうな」

　刃更は納なつ得とくの頷うなずきをしながら、自分の顔が少し赤くなってしまったのを感じる。

　何せ、

　……あんな事があった翌日だもんな。

　澪がこちらと顔を合わせるのを躊躇ためらっているのと同じように、刃更もまだ澪とどう接すれば良いか考えあぐねているのが正直なところだ。

　しかし、混乱してしまうのも仕方ないだろう。

　顔を合わせてすぐに同居が始まり。

　澪と一いつ緒しよにスーパーへ行けば不良に絡からまれ。

　二人で公園に寄って気晴らしをしてから家に帰れば、迅がしばらく家を空けると言ってさっさと行ってしまい。

　すると澪達の態度が急変し、澪が先代魔王の娘で万理亜はサキュバスだと判明。

　二人が刃更を家から追い出そうとしたので、逆に刃更が勇者の一族の力で追い出して。

　だが連れん絡らくを取ってみれば、迅は澪達の事情や思おも惑わくを全すべて見通していたと明かされ。

　結果、澪達が狙われている事情を知った刃更が二人を助けに行き、そのまま家へと連れ帰ってきた。

　……何つー怒ど濤とうの展開だ。

　速すぎるにも程ほどがある。

　頭の中で起こった事を指折り数えたものの、未だにどこか現実感が湧わかない。

　感情が、急すぎる事態の流れにまだ追い付けていないのだ。

　……でも。

　澪が昼を過ぎても下りてこられずにいるのは、間ま違ちがいなく別の理由のためだろう。

　…──刃更たちの当面の目標は、現魔王派の魔族に狙われている澪を守り抜ぬく事だ。

　そのため刃更は昨晩、万理亜の奨すすめで魔法による『主従契けい約やく』を澪と結んだ。

　人間界では満月の日にだけ使えるこの魔法は、互たがいの魂たましいを結びつける事ができ、契約を交かわした相手の居場所を感知する事ができるのだという。

　澪を守るには悪くない特性という事もあり、刃更と澪はその謳い文句に乗ったのだが、

　……俺も澪も迂う闊かつだったよな。

　実は居場所の感知は主従契約魔法の副次効果で、契約本来の目的は「主あるじに対する配下の忠誠を維い持じする」ものだったらしく、もし配下側が主に対して不敬や裏切り行こう為いといった後ろめたい感情を抱いだくと、呪のろいが発動するというとんでもない代しろ物ものだった。

　……おまけに。

　淫いん魔まサキュバスの万理亜の魔力を使って魔法を唱えた事と、本来は刃更が配下側になる筈はずが、何の手違いか逆転して澪が配下となる形で発動してしまった事で、その場は一気に混乱。サキュバスの能力特性である『催さい淫いん』効果が呪いとして発動してしまった澪を、仕方なく刃更が屈くつ服ぷくさせる事で鎮しずめてあげた。

　…──刃更が澪に触ふれ、催淫状態の彼女に快感による悦えつ楽らくを与あたえるという方法で。

　しかし──変な所で意地っ張りな澪は、なかなか刃更に屈服しようとせず。

　その結果、刃更は澪の弱点である胸を滅め茶ちや苦く茶ちやに攻せめ立てる事になり、最終的には九度の激しい絶頂を澪の心と躰からだにたっぷりと刻む事になってしまった。

　刃更の耳には澪の艶なまめかしい喘あえぎ声や、甘えたようにこちらを「お兄ちゃん」と呼んでくる声が今も残り、脳のう裏りには初めての激しい快楽に乱れた澪の表情が焼き付いていて、

「………………………………」

　そして刃更は炒飯を掬すくっていたレンゲを置き、自分の手を見つめた。

　…──そこには、温かくて柔やわらかな澪の大きな胸の感かん触しよくが今も鮮せん明めいに残っている。

　最初は服の上から……途と中ちゆうからは直接、刃更はこの手で澪の胸を滅茶苦茶に揉もみしだき、何度も何度も女の絶頂を極きわまらせた。

　そして澪を──徹てつ底てい的に自分へと屈服させてやったのだ。

　……って、何を思い出してんだ俺は！

　慌あわてて刃更は顔を横に振ふり、頭の中にある良くない考えを振り払はらっていると、

「やっぱり年とし頃ごろの刃更さんには、私の作った料理なんかより昨夜みたいな事の方がオカズとして美味おいしいですかね？」

「なっ、何を……!?」

　顔を真っ赤にして慌てた刃更に、万理亜はふふっと笑うと意味ありげな口調で、

「ねえ刃更さん……今夜のオカズはどんなのが良いですか？」

「やかましい！　あれだけ澪に折せつ檻かんされておいて、ちょっとは懲こりろよお前はっ！」

　少しは反省という言葉の意味を知れ。

　しかし、万理亜はあっけらかんと、

「いや～、澪さまには恥ずかしい想おもいをさせてしまいましたが……今にして思えば、この形で正解でしたね。刃更さん的にも美味しい展開になったでしょうし」

「おい待て万理亜……何だそのドヤ顔」

　異議がありすぎるにも程ほどがある。

　心外とばかりに言った刃更に、

「だってそうじゃないですか。大体、もしあのまま澪さまが主で、刃更さんが配下として主従契約を結んでいたらどうなっていたと思います？」

「いや、澪の手に浮かんだ魔ま法ほう陣じんにキスして、普ふ通つうに契約を結んだと思うが」

　平然と答えたこちらに、

「確かに、契約を結ぶ時は問題ないかもしれません。しかし、どうですかね？　女の子と男の子とでは訳が違います。刃更さんに、澪さまに対して後ろめたい感情を抱かずに居る事なんてできますか？」

　と、悪戯っぽい笑えみを浮かべて万理亜。

「これまで迅さんと男二人で暮らしていたのに、突とつ然ぜんあんなに可愛かわいくて、エロい爆ばく裂れつ肢し体たいの義妹いもうとができて、同じ屋根の下で一緒に暮らし始めたんですよ？　毎晩寝る前は勿もち論ろん、ふとした瞬しゆん間かんに青少年の有り余る衝しよう動どうに駆かられてしまう事がないとは、言い切れないと思いますが」

「そりゃ……まあ、全くそういう気持ちにならないって言ったら嘘うそになるかもしれないけどさ。でも一族の《里》に居た頃ころは、雑念を振り払う修しゆ行ぎようや鍛たん錬れんなんて山のように──」

「それはもう五年も昔……思春期真っ盛りな今のお年頃になる前の話でしょう？」

　と万理亜。

「現に先刻だって、ご自身の手を見て澪さまの胸の感触を反はん芻すうしてたじゃないですか」

「そ、それは……っ」

　思い切り図星を指されて口くち篭ごもる刃更に、

「まあまあ刃更さん、私は別に責めてはいませんよ。むしろ、それが男の子としてごく自然な反応です」

　と、こちらを手で制しながら万理亜。

「しかし、もし主従契約で刃更さんが澪さまの配下になっていたら、そんな真似まねをすれば即そく座ざに後ろめたさで催淫の呪いが発動してしまう事でしょう。そうなったら刃更さんはハァハァ息を荒あらくしながら前まえ屈かがみになること必至。そして、主っぽく両手を腰こしに当てた澪さまに、『配下のクセに、主のあたしでこんなにして……』なんて蔑さげすむ瞳ひとみで見下ろされながら、興奮してパンパンに漲みなぎってしまった部分を爪つま先さきでグニグニされたり、踵かかとでグリグリ踏ふまれたりして、屈服させて貰もらうしかなくなっていたかもしれません」

「…………マジで？」

　あのまま普通に澪と主従契約を結んだら、最悪そんな状じよう況きようになってたの俺？

　思わずゾッとなったこちらに、

「ええ。そして、その度たびに私は刃更さんのパンツをお風ふ呂ろ場ばで手洗いする事になっていた事でしょう。それでも洗せん濯たくは追い付かず、いつしか刃更さんの部屋にはパンツ専用のチェストが置かれるようになり、果てはオムツを穿はいて貰う羽目に……」

　そして、ふと虚こ空くうを見つめながら万理亜が言った。

「…──それはそれで良かったですよね」

「…………………………」

　恐おそらく今、刃更の顔は血の気が完全に引いているに違いない。

　万理亜の言うように、もし彼女がうっかりしてくれなかったら、今いま頃ごろは色んな意味でゲームオーバーすぎる。

　戦せん慄りつと共に黙だまり込んだ刃更に、万理亜がうんうんと頷いてから、

「いやあ、命拾いしましたね刃更さん」

　こちらに対し、明るい笑顔でヌケヌケと言い放ってくる。

「元げん凶きようが何しゃあしゃあと笑ってんだ。お前な、澪が今どんな気持ちで居ると……」

　一年前に死亡した魔王ウィルベルトは、穏おん健けん派の魔王だった。

　魔界の権力争いに娘むすめを巻き込みたくなかった彼は、己おのれの配下に娘の澪を託たくし、魔界ではなく人間界で人として育てさせていた。

　そして澪は、何も知らずに普通の少女として暮らしていたのだ。

　そんな娘を想ったウィルベルトが自分の死後、娘が魔界の権力争いに巻き込まれ、最悪狙ねらわれる危険性がある事を考え、死の間ま際ぎわに己の力を密ひそかに澪へと受け継つがせたのである。

　それでも澪は敵から狙われてしまい、実の両親だと思っていた養父母を殺された。

　澪自身も敵の手に落ちそうになったが、ギリギリの所で万理亜に助けられ、どうにか逃にげ延のびる事ができた……それが人生を狂くるわされ、日常を奪うばわれた澪の悲しい経けい緯いだ。

　その事は、従者である万理亜が一番解わかっている筈だろう。

　部屋から出て来られずにいる澪に対して無神経にも取れる万理亜の物言いに、思わず声に怒ど気きを孕はらんだ刃更に対し、

「…………すみません、少しおふざけがすぎましたね」

　眼めの前の万理亜の表情と声が、一瞬で暗く重いものへ変わったのを刃更は見た。

　それまでふざけていたのがまるで嘘のような苦い表情。

　思わず面めん食くらった刃更に、

「確かに澪さまには申し訳ない事をしてしまいました。一歩間違えば、刃更さんにもそのリスクを押し付けていたかもしれません。その事は謝ります。どんな責めも受けます」

　ですが、と万理亜。

「他ほかに方法がなかったんです。敵である現魔王派の魔族達は澪さまを狙っています。澪さまと刃更さんが互いの居場所を感知できるようになった事は、今後を考えれば間違いなく大きい筈です。護衛対象である澪さまの居場所を刃更さんが感知できれば、澪さまが危機に陥おちいった時に助け出しに行けますし、澪さまも刃更さんと合流する事だってできます」

「それは……」

　確かに万理亜の言う通りだ。

　澪を守る上で、彼女と互いの居場所を感じ合えるようになったメリットは計り知れない。眼や耳で存在や気配を追うのには限界がある。

「お伝えしたように主従契約の呪いは後ろめたさにしか反応しません。そして今後の事を考えれば、澪さまと刃更さんが信しん頼らいを深める事は急務です。ですから逆にこの状況を利用して、お二人が信頼関係を深めるスピードを上げる事に繋つなげていただけないでしょうか？」

「この状況を利用して……？」

「半ば強制的ではありますが、呪いの発動を抑おさえるために互いに協力や話し合いを重ねていけば、必然的に信頼関係が深まります。最悪、次の満月になれば解約する事も可能ですし、もし上手うまくいって信頼がきちんと深まれば、自然と呪いが発動する機会もなくなる筈です……そうなれば」

「互いの位置を把は握あくできるメリットだけが残る、って事か……」

　刃更の納なつ得とくの呟つぶやきに、眼の前の幼い少女は「はい」と頷うなずいて。

　そして顔を上げると、万理亜は改めてこちらを見み据すえて言った。

「刃更さん──どうか澪さまの事を、よろしくお願いします」
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　成瀬澪は自分の部屋から出られずにいた。

　もう何時間も、自分のベッドの端はしに腰こし掛かけたままでいる。

　……どうしよう……っ。

　鏡を見ないでも、澪は自分の顔が赤くなってしまっている事が解った。

　いい加減に部屋から出なくては──朝から何度そう思っただろう。

　…──だが駄だ目めだった。

　時間を掛ければそれだけ出づらくなるのに、どうしても出られない。

　澪の心の中を占しめているのは、「こんな筈はずじゃなかった」という想い。

　…──しかし、刃更と逆転した主従契けい約やくを結んでしまった事を後こう悔かいしている訳ではない。

　刃更の手に契約の魔法陣が浮うかんだ時は、思わず焦あせりと混乱から「なぜあたしが刃更の下僕に」などと言ってしまった。

　しかし、澪が刃更の力を借りる立場である以上、こちらが配下側に回る方が自然な形だろう。刃更とは互たがいの居場所を把握できるようになったという利点もある。

　これは、いざという時に命の危機から助かる保険となるだけでなく、戦せん闘とう面でも色々と有効に利用できる筈だ。

　……それに。

　何より刃更は、澪が良いなら主従契約を結んでも構わないと了りよう承しようしてくれた。

　あの時はまだ呪のろいの事は知らなかったが、それでも配下になるなんて決して気持ちの良いものではない……それでも、刃更は自分が不利な契約を受け入れてくれたのだ。

　だから──そんな刃更が相手ならば、澪は自分が配下側でも構わないと思い、この状況を受け入れる事ができていた。

　……だけど。

　問題なのは、主従契約の呪いが発動して催さい淫いん状態になってしまっていた時に、自分のはしたない姿を刃更に晒さらしてしまった事だ。

　あの時の事を思い出すと、震ふるえるような恥はずかしさが躰からだの奥から湧わき上がり、その度に澪はおかしくなりそうになる。

　…──それでも、寝ねる前は何とかなると思っていた。

　昨夜、催淫状態で刃更に触ふれられて信じられないような快楽を与あたえられ、『絶頂』という言葉がどういう事か、その真実をたっぷりと教えられて刃更へと屈くつ服ぷくした後。

　澪は元凶となった万理亜を連れて部屋へ戻もどると、彼女を心ゆくまで折せつ檻かんした。

　当然ともいうべき被ひ害がい者しやによる権利の行使だった。

　明け方まで続けた頃には、怒いかりや恥ずかしさもかなりスッキリさせる事ができたし、何より余りの快楽に意識がぼんやりしてしまっていたため記き憶おくもどこかあやふやで。

　だから、こうなってしまった以上はもう仕方がない。

　次の満月までどう乗り切るかを考え、朝食の席で刃更と相談していこうと思った。

　そう心を決めたら何だか少し気が楽になって──気が付けば澪は眠ねむりに落ちていた。

　…──だが、その気の緩ゆるみが良くなかった。

　刃更によって刻まれた快楽と絶頂が余りにも凄すさまじかったせいなのか、見てしまったのだ──主従契約の時と同じか、それ以上に淫みだらな事を刃更にされてしまう夢を。

　実際に呪いを解いて貰っていた時は、自分がどんな状態になっていたか途と中ちゆうから解らなくなっていたが、夢で見た内容は鮮せん烈れつで……とてもじゃないが忘れる事はできない。

　……もしかして、あたし昨夜もあんな風に……。

　夢の中の澪は──刃更に両胸をたっぷりと揉もまれ、何度となく絶頂させられていた。

　刃更の手で胸を滅め茶ちや苦く茶ちやにされて達する度に、少しずつ自分の心と躰が刃更に屈服してゆくのが解り、最後は刃更に対して澪は本気で服従を誓ちかってしまっていた。

「っ────……」

　とっさにブルっと甘い震えを得て、澪は左右の腕うでを交差してギュッと己の身を抱だいた。

　自分が見たのはあくまで夢だ──そんな事は解っている。

　それでも眼が覚めた時、澪の躰は驚おどろくほど甘い熱を帯びていて……夢と現実の境界があやふやになり、万理亜が起こしにきてくれても澪は部屋から出られなくなっていた。

　……だって。

　恥ずかしすぎて、とてもじゃないが刃更と顔を合わせられない。

　すると原因が自身にあると思ったのか、万理亜は澪の気持ちを優先してくれて、ご飯や飲み物を澪の部屋まで運んでくれた。

　トイレは同じ二階にある方で済ませたため、どうにか刃更と顔を合わせずに済み。

　そうして今に至っている。

　…──情けない話だった。

　昨夜は現魔ま王おう派の敵と命を懸かけた戦闘を繰くり広げ、それこそ危あやうく死にかけたというのに、恥ずかしくて部屋を出られないなどと。

　だが、澪もただ部屋に引き篭こもって逃げていた訳ではなかった。

「……刃更……」

　そっと呟くように、澪が主従契約を交かわした青年の名を口にした。

　と同時、

「んっ……」

　それだけでトクンと胸の奥が高鳴って、澪の躰はじんわりと甘い熱を持ち始める。

　…──刃更は今頃、部屋から出て来ない澪の事を心配してくれている。

　そう思うと恥ずかしさの中に後ろめたさも生まれ、それにより主従契約の呪いがほんの僅わずかに発動しているのだ。

　それでも、昨夜の主従契約を拒こばんでしまった時のような強きよう烈れつな催淫状態には陥らない。

　何度か試ためしてみたが、この程度のものならば深呼吸をしばらく繰り返している内に、ゆっくりと収まってくれるようだった。

　ところが、

「え……あ、れ……？」

　澪はふと困こん惑わくの声を上げた。

　深呼吸で落ち着く筈の呪いが──何な故ぜか消えないのだ。

　……嘘うそ、もしかして……？

　部屋から出ない時間が長くなれば、それだけ刃更を沢たく山さん心配させてしまう。

　そんな想おもいから、澪の後ろめたさも徐じよ々じよに大きくなってしまっていたのだろうか？

　催淫の呪いが、これまでのような深呼吸だけでは誤ご魔ま化かせないレベルで発動していた。

　刃更と顔を合わせる前に、できるだけ自分一人で耐たい性せいを作っておこうとした事が完全に裏目に出てしまった形。徐々に躰の奥で甘い感覚が膨ふくれ上がってくる中、

　……な、何とかしなきゃ……っ。

　澪は慌あわててベッドから立ち上がろうとして──しかし立てなかった。

　既すでに、膝ひざや腰に力が入らなくなってしまっている。

「────────っ」

　いけない、と澪は一気に焦りを募つのらせた。

　……このままじゃ……っ。

　また刃更に呪いを解いて貰もらわなければならなくなる。

　それだけは避さけたかった。

　だけど──どんどん大きくなる甘い感覚は、澪一人ではどうする事もできなくて、

「やっ……あぁ……はぁ、ん……ぁ」

　上手く躰を動かせない恐きよう怖ふと、それ以上に収まる事のない甘い感覚に当てられ、澪は切ない声が漏もれるのを抑えられなくなった──その時だった。

『…────澪、起きてるか？』

　控ひかえめに扉とびらをノックする音と共に、刃更の心配そうな声が聞こえてきたのは。

　だから、

「っ────だ、大だい丈じよう夫ぶっ！」

　突とつ然ぜんの事に、反射的に澪は叫さけぶように返事をしていた。

　すると、

『そ、そうか……あのさ、ちょっと万理亜と話したんだけど』

　扉の向こうの刃更が、こちらの声の大きさに気け圧おされたように言った。

『もし大丈夫そうならさ……今夜の晩飯、外で食わないか？』

「う、うん……良いいけど」

　先ほど漏れてしまっていた声を、聞かれなかっただろうか。

　少し不安になりながら澪が了承の言葉を返すと、

『そうか……良かった。なら、もうしばらくしたら下りてきてくれ』

　安あん堵どしたように刃更は言うと、そのまま扉の向こうにあった気配が離はなれていった。

　どうやらこちらの状態はバレずに済んだらしい。

　思わずホッと胸を撫なで下ろした澪は、

　……あれ？

　突然の事に驚いて、刃更に対する後ろめたさどころではなくなったからだろうか。

　先さき程ほどまでどうする事もできずにいた、催淫の甘い感覚はもう消えていて、

「良かった……意外と大丈夫なんじゃない」

　昨夜の事もあり、自分は少し深刻に考えてしまっていたのだろう。

　万理亜の話では主従契約ではあるものの、主あるじに対して絶対服従を誓わなければならない訳ではなく、余りに理り不ふ尽じんな命令や、主を想っての行動ならば配下が命令に逆らっても呪いが発動する事はないという話だった。

　そして軽い呪いなら深呼吸をして意識を落ち着かせれば収まる事や、驚いたりして後ろめたさが頭の中から飛んでしまえば消える事もこうして解わかった。

　勿もち論ろん、配下である澪が刃更に対して酷ひどい理不尽な言動を取れば、それだけ強く呪いが発動してしまうだろうし、油断はするべきではないのだろうが、

　……でも。

　もう少しだけ、肩かたの力を抜ぬいても大丈夫なのかもしれない。

　少しずつ慣れていけば良いのだ。

　刃更との家族関係も──そしてこの主従関係も。

　それらは全すべて、刃更に対する澪の気持ち次し第だいなのだから。

「…………うん」

　澪は小さく微笑ほほえむと、腰こし掛かけていたベッドから立ち上がった。

　下りてくるのは「もうしばらくしてからで良い」と刃更は言っていたが、下手へたに待たせたと思えばまた後ろめたさを覚えて呪いが発動してしまうかもしれない。

　だから深呼吸を一つすると、澪は部屋を出てゆっくりと一階へと下りていった。
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　…──そして日が暮れる前、刃更達は夕食を外で食べるために家を出発した。

　向かった先は駅前だ。

　三人でぶらぶらと散歩しながら幾いくつか候補となる店を選んでゆき、最終的に大通り沿いにある大衆イタリアンに決定した。

　中に入ると、センスを感じさせるお洒落しやれな内装が刃更達を迎むかえてくれて。

　そのまま店員の案内で先へ進むと、色々な人数に対応できる大小様々なテーブル席に加え、カウンターも備えた広めのホールがこちらを迎え、奥に見える厨ちゆう房ぼうの活気がダイレクトに流れ込み、メニュー豊富な料理とお酒をより楽しめる空気を醸かもし出していた。

　…──三人とも初めて入ったのだが、結果から言えばこの店を選んだのは正解だった。

　刃更達はそれぞれ自分用のパスタやピザを決めると、メインの肉料理から一つ、壁かべに掛けられた黒板に書かれているオススメ料理から一つを注文したのだが、そのどれもがもの凄すごく美味おいしく、昨夜の主従契けい約やくの一件で生じていた気まずさも忘れ、刃更達は眼めの前の食事を楽しんで会話を弾はずんだものにしていった。

　大皿のメイン料理だけでなく、それぞれが選んだパスタやピザも三人でシェアする女の子ならではの食べ方もして。

　これまで迅と男二人で外食してきた時にはなかった新しん鮮せんな感動をもたらすと共に、改めて自分には女の子の家族ができた事を刃更は実感する事ができた。

　…──そんな楽しい時間は瞬またたく間に過ぎていって。

　食事が終われば、待っているのは対価を支し払はらう会計だ。

　澪は自分達も払うと言ったが、刃更はその必要はないと断った。

　これは家族の食事だからだ。

　父子二人で暮らしてきた刃更は、中学に入ると迅から生活費用の口座を渡わたされており、この店の支払いもそこからすると伝えた。

　そして会計を済ませた刃更は、店の邪じや魔まにならないよう先に外で待っていた二人の下もとへ。

「悪い、待たせたな」

「ううん、ご馳ち走そうさま。でも本当に良かったの？」

　心配そうに尋たずねてくる澪に、

「ああ、ウチの食費は俺が親父おやじから預かってるからさ。一いつ緒しよに暮らしてるんだし、気にしないでくれ」

「そっか……じゃあそうさせて貰うね。それじゃあ、帰りましょうか」

「そうですね。そろそろお巡まわりさんがうるさくなってくる時間ですし、下手へたに職質とか補導とかされると色々と面めん倒どうです」

　そう言って歩き出した澪と万理亜の背中に、

「…──なあ二人共」

　東城刃更は静かな声で呼び掛けた。

　行っておきたい場所があったのだ。
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『…──ちょっと寄り道していかないか？』

　そう言い出した刃更に連れられて、澪と万理亜はある場所へとやってきた。

　それは昨日も来たばかりの場所──高台にある公園だ。

　着いてすぐに万理亜が飲み物を買いに行ってしまったため、澪は現在、刃更と二人きりになっている。

　そして刃更の隣となりに並びながら、

「…………どうしてここに？」

　澪はそっと問い掛けた。

　…──だが、刃更がなぜ自分をここへ連れてきたか澪は解っていた。

　その答えは、澪達の視線の先にあったからだ。

　無数の照明に美しく彩いろどられた夜の街の風景が。

　すると、

「約束しただろ？　ここで一緒に夜景を見ようって」

　と、同じ風景を見下ろしながら刃更が言った。

「昨夜も来たけど……あの時はすぐに家に戻もどっちまったしさ」

　そう──昨夜も澪達はこの場所を訪おとずれている。

　…──刃更に一度家から追い出されてしまった後、澪は万理亜と共にこの公園を訪れた。

　そして敵に襲おそわれ、一度は撃げき退たいしたと思ったものの、隙すきを突つかれて窮きゆう地ちに陥おちいったところを、追い掛けてきてくれた刃更によって助けられたのだ。

「でも────…」

　澪は戸と惑まどいの呟つぶやきを漏らした。

　…──勿論、叶かなわないと思っていた刃更との約束を実現できた事は嬉うれしい。

　昨夜、敵に襲われる前に澪は万理亜と共にここからの夜景を既に見ていたが、そんなものは関係ない。こうして刃更と一緒に見る事ができて、素す直なおに良かったと澪は思う。

　……だけど。

　確かに刃更と約束はした。

　だが自分の素す性じようや生おい立ちを話した後、澪はもう刃更とは二度と会わない……いや、会うべきではないと思っていた。

　…──全ては、刃更を危険に巻き込まないようにするため。

　だから──あの時の約束は、刃更にとっては本当でも、澪にとっては嘘うそだった。

　その事は、今となっては刃更も解っている筈はずだ。

　なのにどうして……そう澪が思っていると、

「…──もう一度始めるなら、やっぱりここからだと思ったんだ」

　静かに、しかし確かな声で刃更が口にした言葉を澪は聞いた。







「え────…？」

　隣の澪が、困こん惑わくの声と共にこちらを向いたのを刃更は見た。

　だから刃更は彼女と視線を合わせながら、

「一緒に夕焼けを見た時は、まだお互たがいに隠かくしていた事情とかあったけどさ。今はあの時とは違ちがう……勿論、全てを解り合えたのかって言ったらそうじゃないだろうけど」

　でも、と刃更。

「ここの夜景を一緒に見るっていうのは、これから家族になっていこうって言って俺達が交かわした最初の約束だろ。それを果たさずに嘘にしたままにするのは嫌いやだったんだ」

「刃更……」

　こちらの名前を口にした澪の頭に、刃更は優やさしく左手を置いて、

「また約束しような。つまらない事でも、小さな事でも良いから。そして、それを一つずつ守っていこうぜ……俺とお前と万理亜の三人でさ」

　当たり前の事を当たり前のように──家族のように。

　本当の家族になれると信じながら。

　そう笑えみと共に告げたこちらに、

「……………………っ」

　澪は無言のまま俯うつむくと、小さく肩を震ふるわせ始める。

「えっ……と、わ、悪い」

　しまった。泣かせてしまっただろうか。

　こういう時、女の家族が……特に妹や姉がいない人間は弱い。

　……ど、どうすりゃ良いいんだ？

　ドラマや映画だと、こういう時は抱だき締しめてやったりするものらしいのだが、実際の場合でもああした行こう為いが正解なのだろうか？

　予期せぬ女の子の涙なみだに、具体的な解決策を見み出いだせず刃更が固まっていると、

「……………………」

　澪が身を寄せるようにして、こちらの胸の辺りに頭を預けてきた。

　……こ、これは……っ。

　間違いない。ドラマで見た事のあるシチュエーションだ。

　ならば答えは決まっている。

　刃更は深呼吸を一つすると、

「澪────…」

　優しく名前を呼びながら、そっと澪を抱き締めた。

　と、その瞬しゆん間かん、

「っ────ひああぁぁぁぁんっ♥」

　いきなり澪が甘い嬌きよう声せいを上げながら、刃更の腕うでの中でビクンと躰からだを跳はねさせた。

「えっ、なっ……何だっ!?　どうしたんだ澪っ!?」

　突とつ然ぜんの反応に驚きよう愕がくした刃更は、そこでようやく気が付いた。

　澪の首元に、薄うっすらと首輪のような痣あざが浮うかんでいた。

　…──主従契約の呪のろいが発動しているのだ。

　かなり強めに呪いが出てしまっているのか、澪は自分で立っていられないようで、刃更が手を離はなせば地面に倒たおれてしまいそうだった。

「な、何で……？」

　東城刃更は、澪の腰こしを抱いたまま混乱する。

　…──主従契約の呪いは、配下が主あるじに逆らう事で発動するものだ。

　刃更は今、澪に逆らわれるような事を言ったつもりはない。

　むしろ昨日の事はもう気にしなくて良いんだと、澪の気持ちを少しでも軽くしてあげたつもりだったのだが。

　すると、

「あ～あ刃更さん、やっちゃいましたね」

　そこへ、買いに行っていた飲み物を手に万理亜が戻って来た。

「ま、万理亜……良かったっ、これは一体どういう事か教えてくれ！」

　やれやれと言わんばかりの万理亜に、刃更が慌あわてふためきながら助けを求めると、

「どうもこうも、主従契約の呪いについてはちゃんと教えたじゃないですか……」

「今の流れのどこに、澪が俺に対して逆らいたくなる要素があるんだよっ？」

　成瀬澪という少女の本質が、優しい良い娘むすめである事を東城刃更は知っている。

　反論するこちらに、

「いえ、そうではなく。言いましたよね……主従契約の呪いは、配下が主に対して後ろめたさを覚えると発動するって。そして刃更さんも御ご存ぞんじのように、澪さまは本当に心がお優しい方なんですよ？」

　ですから、と万理亜。

「そんな澪さまに、よりによって刃更さんに対して嘘をついたこの場所で、そんな風に優しくなんかしたら……そりゃあ後ろめたくもなっちゃいますよ」

　一息。

「『こんなに良い人の事を、あたしは騙そうとしていたんだ』って」

「なっ──────…」

　愕がく然ぜんとなって腕の中の澪を見ると、万理亜に心の内を言い当てられて恥はずかしいのか、澪はこちらから眼めを逸そらし、

「はぁっ……ちが、あたし……んぅ、そんな事、別に……やっ、ふぁあぁんっ♥」

　必死に否定の言葉を口にしようとして、再びビクンと躰を官能に震わせる。

「ああ、駄だ目めですよ澪さま。今の状態で主である刃更さんに嘘なんか吐ついたら。余計に強く呪いが発動してしまいますよ？」

　万理亜は澪を落ち着かせるように言うと、こちらへと瞳ひとみを向けて、

「…──さてさて刃更さん。こうなってしまった以上はお解わかりですよね？」

「えっ……おい、まさかっ？」

　ハッとなった刃更に、眼の前のロリエロサキュバスはふふっと笑って、

「そうです……澪さまを屈くつ服ぷくさせるんですよ。昨夜の時と同じように」

「い、いや、ちょっと待ってくれ……っ！」

「駄目です。故意ではないとはいえ、刃更さんの言動が澪さまの呪いを誘ゆう発はつしてしまったんです。澪さまの主として、その責任を取っていただかなくては困ります」

　それに、と声のトーンを落とした万理亜は、澪の頬ほおにそっと触ふれながら、

「刃更さんの言うように、お二人の今後の事を考えるならば、この件は絶対にクリアにしておくべきです。そうしないと、澪さまはいつまで経たっても刃更さんに対して負い目を感じ続けてしまいますから」

　だから。

「どうか……これ以上、澪さまがこの事で苦しむ事のないよう、刃更さんの手で澪さまを楽にしてあげて下さい」

　幼い少女の表情は、澪を本気で想おもい、そして慈いつくしんでいる者が浮かべるものだった。

　そんな万理亜の想いに、

「……………………解ったよ」

　仕方なく刃更は覚かく悟ごを決めて頷うなずいた。

　万理亜の言う事は間違ってはいないし、澪をこんな状態にしてしまった原因が刃更にあるのも事実だ。

　何より──他ほかに澪を助けてやれる方法がない。

　すると、

「ありがとうございます。しかし、今の澪さまを連れて家に戻るのは得策ではありません。移動している間も負担が掛かかり続けますし、この状態の澪さまは人目にもついてしまいます……なので、このままここで行ないましょう」

　あろう事か、ロリエロサキュバスがとんでもない事を言い出した。

「なっ……万理亜、アンタ何を馬ば鹿かな事──…」

　刃更の腕の中で、澪が必死に異論を唱えようとする。

　しかし、

「澪さま。今、澪さまを苦しめている呪いは、この場所でついた嘘が原因で生まれた後ろめたさによるもの。その後こう悔かいを本気で消そうとするなら、この場でなければ難しいと思いますよ？」

「そ、それは──…」

　万理亜の言葉に、心の弱みに付け込まれた澪の瞳がぐらりと揺ゆらいだ。

　その瞬間を好機と見たのか、

「解っていただけたようで何よりです……──では」

　そう早口で言うなり、あろう事か幼いサキュバスは澪の服を強ごう引いんに脱ぬがし始めた。

「お、おい万理亜っ!?」

「きゃっ、万理亜……ちょっ、何を……っ!?」

　突然暴走を始めたかのような万理亜に、刃更と澪が困惑の声を上げる。

　しかし淫いん魔まであるサキュバスの妙みよう技ぎなのか、万理亜は抵てい抗こうする澪の服をいとも簡単に脱がしてゆくと、

「ふむ……武士の情けです、下着だけは許してあげましょうかね」

　誰だれが武士だ。とんでもない蛮ばん行こうをやりながら、万理亜はあっけらかんと言い放つ。

　そんな万理亜の手で強引に下着姿にされてしまった澪は、地面にへたり込んだまま、

「っ、覚えてなさいよ……馬鹿ぁっ！」

　もはや催さい淫いんで足あし腰こしが立たない状態で、恨うらめしそうに万理亜を見上げた。

　すると、

「そう怒おこらないで下さい……既すでに人ひと除よけの魔法を使用していますから、誰かに見られる心配はありません」

「だからって、お前……こんな乱暴な真似まね」

　流石さすがにこれはやりすぎだろう。

　刃更も非難の眼を向けると、

「あのですね……今のは刃更さんに対するお手本でもあったんですよ？」

「俺への……？」

　眉まゆを顰ひそめて問う刃更に、万理亜は「ええ」と頷いて、

「昨夜、主従契けい約やくを結んだ時の事を思い出して下さい。性の快感に免めん疫えきがなかった澪さまが、いきなり九回とか確かに凄すごかったですが、視点を変えればそれだけ澪さまに意地を張れる余よ裕ゆうを与あたえてしまっていたという事です」

「それは────…」

　何とも嫌いやな視点だが、とはいえあながち間ま違ちがいだとも言い切れない。

　刃更が澪に遠えん慮りよしていた部分がある事は、刃更自身が否定できないからだ。

　すると、

「澪さまの性格を考えれば、外出先でも何かの拍ひよう子しに呪いが発動する事もあるでしょう。そんな時、そういつも時間を掛けられる余裕があるとは限りません。いざという時には、たとえ澪さまがどれだけ拒こばんでも強引に屈服させて貰もらわなくては困ります」

　とはいえ、と万理亜。

「いきなり上手うまくやれと言うのも酷こくな話です……なので、今日はその練習をしましょう。さあ刃更さん──澪さまのブラを剥はぎ取って、そのまま強引に屈服させて下さい。刃更さんが迷えば、それだけ澪さまの負担が大きくなるという事をどうかお忘れなく」

「っ～～～～～～ああもうっ、解ったよ！」

　万理亜の促うながしに刃更はヤケクソのように言うと、地面にへたり込んでいる澪の前に腰を下ろした。







「や、やだ……ま、待って刃更……」

　これから自分がどうされるか全部聞いていた澪は、刃更に思い止とどまるように言った。

　だが、

「…………駄目だ」

　刃更は首を横に振ふると、こちらの胸むな元もとへと手を伸のばし、そのまま強引にブラジャーを掴つかんで剥ぎ取った。背中のホックが壊こわれた音と共に、澪の胸の全すべてが露あらわになり、

[image: ]

「やぁ……っ、駄目よこんな……刃更の馬鹿ぁ……」

　左手で胸を隠かくしながら言った澪の声は、しかし最も早はや甘えたものにしかならない。

　催淫の呪いのせいで、澪の躰からだは完全に力が抜ぬけてしまっていて、

「あっ……駄目ぇ……」

　胸を隠していた腕うでを刃更に掴まれると、あっさりとそれを退どかされて胸を見られた。

「っ……あぁ……」

　刃更に見られてしまった──それも屋外で。

　刃更の視線と夏の夜の風を感じるだけで、催淫の呪いのせいですっかり敏びん感かんになっていた胸が怖こわいくらいに感じてしまう──そんな信じられないような背徳的な状じよう況きように、澪が熱く切ない声を漏もらすと、

「っ……始めるぞ」

　ゴクリと喉のどを鳴らした刃更が、とうとうこちらへと手を伸ばしてきて。

　そしてブラジャーを剥ぎ取られ、手も退かされて露わになった胸に触れられた瞬しゆん間かん、

「──────────」

　成瀬澪は昨日に続き、刃更の手で十度目の絶頂へと押し上げられた。




　…──そして、そこから先の事はもう澪にとっては夏の夜の夢の領域。




　主従契約の呪のろいが消えるまで、澪は刃更によって胸を揉もまれ続けた。

　後ろから抱だきすくめられるようにして。

　近くの芝しば生ふに強引に押し倒たおされるようにして。

　形が変わるほど滅め茶ちや苦く茶ちやに揉まれ、途と中ちゆうからは張り詰つめた胸の先せん端たんを摘つままれ擦こすられて、

「やぁっ、あぁ……駄目……刃更、はぁ……お兄ちゃっ、んぅ……そんな……お兄ちゃん、駄目ぇ……あぁあぁあぁっ、ふぁあぁああぁぁぁあああぁぁん♥」

　澪の大きな胸は刃更の手で揉まれる度たびにいやらしく形を変え、指と指の間からはみ出しているのが堪たまらなく淫みだらで、

　……どうしよう……っ、あたし……また……っ。

　主従契約を結んだ時よりもずっと強きよう烈れつな快感に、澪は何度となく「駄目」という言葉を口にした。胸も乳ち首くびも刃更の手でメチャクチャにされているのに……怖いくらいに気持ち良くて、激しい快楽がどうしようもなく膨ふくれ上がる度に、澪は腰こしをいやらしく浮うかせて、

　……やっ……イクの、止められな……っ。

「…────んっ、ぁあぁぁあぁあぁああんっ♥」

　自分でも怖くなるほど簡単に快楽を極きわまらせながら、澪はビクンビクンと腰から尻しりにかけてを艶なまめかしく震ふるわせた。

　それでも刃更の手が、澪の胸から離はなれる事はなくて……最終的に澪は刃更の膝ひざの上に乗せられると、背後からひたすら両の乳ち房ぶさを揉まれ続けた。

　…──そんな刃更を、いつしか澪は完全に受け入れていて。

　途中からはこちらの胸を揉んでいる刃更の手に自分の手を重ね、完全に己おのれの身を委ゆだねた。

　その頃ころにはもう「駄だ目め」という言葉は頭の中から完全に消え去って、ただひたすらに「お兄ちゃん」と甘えた声で刃更の事を呼び、彼に乳房をいやらしく揉まれる事が当然の淫らな義妹いもうとになっていた。

　そして、

「澪さま……ご覧下さい」

　そんなこちらの耳元へ囁ささやいてきた万理亜の声に、とろんとした瞳で見れば、

「あ……」

　催淫の呪いと刃更に与えられる快感とですっかり潤うるんだ澪の眼めに、ぼんやりと見える街の夜景が嘘うそみたいに幻げん想そう的に映った。

　綺き麗れいだった。

　今まで見たどんな夜景よりも。

　だから──澪は刃更へと振り返ると、そっと一つの願い事を囁いた。

　そして、

「今度は、嘘じゃないから……」

　そう付け足したこちらに対し、

「…………ああ、解わかった」

　刃更はそう頷いてくれると、そのまま一気に澪を屈くつ服ぷくさせに入った。

　それまでは優やさしかった刃更の手の動きが少しだけ乱暴になり、込められた力が強くなったのだ。たちまち澪の乳房がそれまで以上に淫らな形になる。

　すると──澪の視界を包んでいた輝かがやきが、あっという間に意識にまで浸しん食しよくを始めて、

「────────────」

　とうとう澪の全てが、光の渦うずへと呑のみ込まれ……そのまま意識を失った。




　　　　６




　…────その後。

　澪の呪いが消えている事を確かく認にんした刃更達は、意識を失ってしまっている彼女に服を着せてやると、公園を後にして家路についた。

　万理亜はすっかり上じよう機き嫌げんのようで、鼻歌まじりに夜道を歩く彼女の後を、澪を背負った刃更がゆっくりと付いて行く。

　淫魔としての本能か、万理亜は興奮が冷めやらない様子で、

「いや～、まさか本当にここまでやれるなんて。これでまだ主従契約を結んで二日目とか、お二人の将来が有望すぎて私はとっても楽しみです！」

「自分でやらせておいて、お前な……」

　こちらを振り向き嬉き々きとして言った幼いサキュバスに、刃更がげんなりと返すと、

「あ、ところで刃更さん。澪さまは最後、何て刃更さんに言ったんですか？」

　ふと思い出したように万理亜が尋たずねてくる。だから、

「…………ん？　何の事だ？」

　刃更がそう返してやると、

「まったまた刃更さんてばお惚とぼけを～。ここまで来て秘密にするなんて、気になって今夜眠ねむれなくなっちゃうじゃないですか。教えて下さいよ、ねえ」

「だから、知らないっつーの」

　しつこく食い下がろうとしてくる万理亜に、刃更はそっけなく言い放つ。

　興奮している今の万理亜に教えたところで、

　……おかしな受け取り方をされるのがオチだからな。

　言わぬが花。そうしてだんまりを決め込む刃更に、

「む～、じゃあ良いいですよ。後で眼が覚めたら澪さまに聞きますから」

　頬ほおを膨らませて言った万理亜に、

「そうか……死ぬなよ」

　刃更が思わず感心しながら言うと、

「またまた～、そんなわざとらしく脅おどしても駄目ですよ刃更さん。あの状態の澪さまに、物ぶつ騒そうな事を言えるような余裕があった筈はずがないんですから」

　あはは、と幼いサキュバスはこちらの忠告を笑い飛ばした。

　…──まあ本人がそう言うならば良いのだろう。

　だから──刃更もそれ以上は何も言わなかった。







　…──そして帰宅後。

　刃更が風ふ呂ろに入っている時、二階から激しい物音と悲鳴が聞こえてきた。

　きっと眼を覚ました澪に、あの時いったい何を言ったか万理亜が聞いたのだろう。

「そりゃ、そうなるだろうよ……」

　眼を覚ました時、眼の前に外で自分の服を無理やり脱ぬがした相手がいれば、誰だれだって同じ事をする。

「昨日に引き続き、今夜も朝までコースか……先が思いやられるな」

　東城刃更は湯船に浸つかりながら虚こ空くうを見上げると、そうポツリと呟つぶやいた。
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「…──刃バ更サラさん、私や澪みおさまともっと仲良くなりませんか？」

　ある日の夕食後。

　自分の部屋へ戻もどろうとした刃更は、ロリエロサキュバスの万ま理り亜あから呼び止められた。

「真しん剣けんな顔して何を言うかと思えば……いきなりどうした？」

　怪け訝げんそうに問うと、万理亜は自らの提案の意図を話し始めた。

　…──単に同居しているだけでなく、命を共にする自分達は言わば運命共同体。

　ならば──いつ来るか解らない敵に備えて、より親密になり互たがいの信しん頼らい関係を深めておくべきではないか、というのだ。

　……なるほど。

　確かに共同生活を送る上でも、戦せん闘とうの上でも、信頼関係が重要な事は間ま違ちがいない。

「そういう事なら別に構わないけどさ……でも仲良くなるったって、一体何をするんだ？」

　やや構えて刃更は言った。

　この幼いサキュバスは悪戯いたずら好ずきだ──それも主にエロい方面で。

　刃更も澪も、普ふ段だんから万理亜には振り回されっぱなしでいるのが現状である。

　すると、

「ああっ、刃更さんがひどいですっ。そんな疑いの目で人を見るだなんてっ」

　途と端たんに万理亜は、心外とばかりに大げさな物言いになった。

　お前は人じゃなくて悪あく魔まだろ、と心の中で突つっ込む刃更に、

「私はただ、お掃そう除じをしていて見つけたこれを一いつ緒しよにやりたいだけだというのに！」

　そう言って、ポケットから取り出したのは小さな紙の箱。

「…………え、トランプか？」

　何というか、思ったよりまともで拍ひよう子し抜ぬけだ。

　疑われてちょっと涙なみだ目めでいる万理亜に、刃更は頬を掻かきながら、

「悪かったよ……お前の事だから、また何かおかしな事でも考えてるのかと思って」

「また？　何かおかしな事でも？　何という言い草ですか、本当に悪かったと思ってるんですか刃更さんっ？」

「思ってるっ。思ってるって！　だから悪かったって」

　慌あわてて再度謝るこちらに、万理亜は「むー」と怒おこったような上うわ目め遣づかいで、

「…──なら、今夜は私に付き合ってくれますか？」

「ああ、勿もち論ろんだ」

「ちゃんと最後までですよ？」

「解った解った」

　頷うなずくこちらにようやく機嫌を直してくれたのか、万理亜は表情をぱぁぁと輝かせて、

「良かったですっ。それでは行きましょう、刃更さん」

「えっ……行くってどこにだ？」

「澪さまのお部屋です。これからお誘さそいするついでに、澪さまのお部屋で遊びましょう」

　ぐいぐい腕うでを引っ張られて困こん惑わくする刃更に、万理亜は明るい笑え顔がおで言った。

「そう、三人で一緒に遊ぶのですよ──最後まで」







　二階の一番奥──そこが東とう城じよう家における成なる瀬せ澪の部屋である。

　夕食を取り終えた後。

　自室へ戻った澪は、ラフな部屋着に着き替がえる事にした。

「んー、ブラはもういいかな……」

　思案し、チェストの中から選せん択たくしたのはパッドの付いたシフォンキャミのワンピースだ。

　着ていた服とスカートを脱ぎ、下着だけになったところで、

『すみません澪さまー、入っても良いですかー？』

　部屋の扉とびらがノックされ、万理亜の呼び掛かけが来る。

　だから、

「うん、良いわよ」

　了りよう承しようの言葉を返しつつ、澪が背中に両手を回してブラのホックを外したのと──扉が開けられたのは同時だった。

　澪は肩かた紐ひもから腕を抜きながら、

「どうしたの万理亜？　何か用──…」

　振り返ると──そこで全すべての動きを止めた。

　扉を開けて中に入ってきた万理亜の後ろに、刃更が立っていたからだ。

　……──突とつ然ぜんの状じよう況きように、澪の思考が停止する。

　だってブラを外してしまった今の澪に、残されている布はショーツだけなのだ。

　そんな限りなく裸はだかに近い姿のこちらを見た刃更も硬こう直ちよくし、

「────────────」

「────────────」

　互いにたっぷり五秒ほど立ち尽つくした後、ようやく事態を理解した澪は悲鳴を上げた。

「っ────きゃああああああぁぁぁぁっ!?」

「うわあああああぁぁあぁぁぁぁすまんっ！」

　ところが人間パニック状態になると、普段はあり得ないような失敗を犯おかすもので。

　慌てて後ろを向こうとする刃更に対し、澪は反射的に手に持っていたものを投げつけていた。

　それは「こっちを見るな」という意図での行動だったのだが、

「っ──────…？」

　そこで澪は己おのれの失態に気が付いた。

　刃更へ向かって投げたもの──それは、たった今外したばかりのブラジャーだ。

　しかも、普ふ通つうならその軽さと形状による空気抵てい抗こうですぐに床ゆかへ落ちる筈が──よほど絶ぜつ妙みようのフォームで投げてしまったのだろう──皮肉にもブラジャーはそのまま刃更へと到とう達たつ。

　それも、彼の頭の上にふぁさっと載のっかる格好になり、

「ん……何だ？」

　何事かと刃更がそれを手に取った瞬しゆん間かん、

「だ、駄だ目めぇ──…っ！」

　澪はとっさに駆かけ出していた。

　よりにもよって脱ぎたての下着を刃更に触ふれられるなど、絶対にあってはならない。

　刃更との身長差や、向こうがこちらへ背を向けている事などを考こう慮りよし、澪が選択したのは背後からのタックルで、

「うおっ!?　痛って……なっ、何だ!?」

「か、返してよ馬ば鹿かぁっ！」

　乱暴に床に押し倒たおし、ひったくるように両手でブラジャーを取り戻すと、

「っ……お、おいっ。お前、何して……！」

「え────…？」

　下からこちらを見上げた刃更にギョッとされ、澪は己の身体からだを見下ろした。

　…──ショーツ一枚の人間が両手でブラを取り返せば一体どうなるか？

　それはもう「ブラジャー隠かくして乳隠さず」状態になるのは必然以外の何ものでもなく、

「────────っ」

　とんだ恥ち辱じよくの本ほん末まつ転てん倒とう。

　刃更を尻しりに敷しいた状態の澪は、サッと腕で両胸を隠すと、

「…………万～理～亜ぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「えっ？　この状況って私のせいですっ？」

「アンタが刃更が居るって言わなかったからでしょっ！」

「い、居ないとも言ってませんよっ!?」

　狼ろう狽ばいする万理亜の首を、澪は顔を真っ赤にしながら問答無用で絞しめにいった。







　…──食後にトランプをやる。

　それだけの話の筈はずが、余計な時間と体力をとことん浪ろう費ひして。

　ようやく機き嫌げんを直した澪が、何とか万理亜の提案を承しよう諾だくし、どうにか澪の部屋でトランプを始める事になった。

　そんな中、刃更はぼんやりと室内を見ながら、

　……へえ、こうなってたのか。

　夕食や風呂などで呼びに来た事はあるが、それは扉の所まで。

　こうして澪の部屋にちゃんと入ったのは今回が初めてだ。

　ピンクを基調にした澪の部屋は、家具も小物も女の子らしいデザインのものでまとまっており、室内の匂においは仄ほのかに甘く感じられて、

　……全然違ちがうもんなんだな。

　刃更の部屋と大差のない間取りだというのに、使用する者が違えばここまで異なる雰ふん囲い気きになるとは。

　…──澪達と暮らすようになるまでは、迅じんと二人の父子家庭で育ってきた。

　そんな女家族に縁えんのなかった刃更にとって、澪の部屋はこれ以上ないほど新しん鮮せんで。

　慣れない空気に僅わずかに気き恥はずかしさを得ながら、

「にしてもトランプか……そういや最近はやってなかったな」

「おや、その言い方ですと昔はよくやってたんですか？」

　カードを箱から取り出しながら言う万理亜に、「ああ」と頷いて、

「もう結構昔だけど、《里》に居た頃ころ、一時期は年の近いヤツらとやりまくってた」

「ヤリまくりですか。何かいやらしいですね」

「そう変へん換かんできるお前の頭がな」

　刃更が万理亜に突っ込むと、

「それこそ、親父おやじとも対戦したりしてたんだよ」

「迅さんと？　でも、トランプってある程度の人数がいないとつまらなくない？」

「そりゃ『ババ抜ぬき』や『大だい富ふ豪ごう』なんかはな」

　と苦く笑しようしながら刃更。

「俺らがやってたのは、もっぱら『スピード』なんだ。あれは二人用のゲームだし、突き詰つめていくと結構戦せん闘とう訓練にもなるんだよ」

「戦闘訓練に……？　トランプのゲームがですか？」

「ああ。口で説明するより、物は試ためしに一度やってみるか？」

「へえ、面おも白しろそうね……なら刃更、あたしとやりましょうよ」

　刃更の提案に、澪は興味を引かれたように少し身を乗り出した。

　こちらの正面に座って、

「手加減なしでやって。『スピード』なら、あたしも得意だったから」

「ああ良いいぞ。解わかった」

　刃更は頷きを返し、澪へと向き直った。

　…──『スピード』はその名の通り、互たがいの速さを競きそう二人対戦のトランプゲームだ。

　まずは、一方が黒のスペードとクラブを。

　もう一方が赤のハートとダイヤのカードを「手札」として選択。

　そして、各おの々おのの二十六枚の手札をよくシャッフルする。

　次に手札の中を見ずに上から四枚を、自分の手前にオープンした状態で横一列に「場札」として並べる。

　そして両者同時の掛け声と共に、自分の手札の一番上にあるカードを互いの場札の中間に「台札」としてオープンにした状態で置けば、その瞬間からゲームはスタートだ。

　ルールは単純。自分と相手の出した台札のどちらかの上に、自身の場札の中から隣りん接せつする数字のカードを出来るだけ速く重ねてゆくだけだ。

　場札は最大四枚まで並べられ、一枚でもなくなれば手札の上から場札として補ほ充じゆう可能。

　四枚まで補充された自分と相手の場札の中に、台札と隣接する数字がなければ、ゲーム開始時と同じように手札の一番上にあるカードを台札の上に置き、再び場札の処理と補充を繰くり返してゆく。

　そうやって自分の全ての手札を、相手より早く台札として処理した方が勝ちとなる。

　…──今回は刃更は黒を、澪は赤を手札に選択した。

　向かい合った状態で、二人は互いに四枚の場札を展開し、

「「いっせーの！」」

　掛け声と同時に台札を置き──そして刃更ＶＳ澪の『スピード』が始まった。







　そして、

「嘘うそ────…」

　目の前にある勝敗結果に、澪は呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきを漏もらした。

　惨ざん敗ぱいだった。

　確かに久しぶりにやったため、ややカード捌さばきがぎこちなかったかもしれない。

　だがそれは刃更も同じ筈だ。

　それなのに澪は大量の手札を残したまま、刃更に敗北を喫きつしていた。

　それも一度だけではない。

　負けず嫌ぎらいの澪は何度も挑ちよう戦せんしたのだが、結果は五戦やって全敗。

　しかも回を重ねる毎ごとに、段々と差が開いていった。

　互いに勘かんを取り戻もどした結果、より実力の差が明確になったのだろう。

　今終わったばかりの五回目など、それこそ全部で二十六枚あるカードの内、澪は場札と台札を含ふくめてたった八枚しかカードを処理できなかった。これは刃更の方が、澪の三倍以上速い計算になる。処理できるカードが出るかどうかは運が絡からむが、それでもこれだけの大差が付くのは異常だった。

「…………まあ、こんな感じだよ」

　苦笑しながら自分が出し終えたカードを片づける刃更に、

　……凄すごい。

　澪は素す直なおに驚おどろいていた──というより、感動と言っても良いかもしれない。

　基本的なカード捌きを行なう腕うでの動きの速さは勿もち論ろんの事、どのカードから処理するか、二つある台札のどちらに重ねるかを一瞬で判断。

　しかも自分のカードだけでなく、澪の場札まで確かく認にんして最善手を刃更は選せん択たくしていた。

　また、時に澪がカードを出そうとする動きに反応し、先に自分のカードを割り込ませてこちらのカード処理をブロックしたり、それこそ出せないのに出すふりをするフェイントを織り交ぜ、澪の動きを瞬間的に何度となく牽けん制せい。

　計算が狂くるったこちらが動どう揺ようや混乱をしている内に、自分のカードを処理してゆく。

　互いに出せるカードがなくなれば、即そく座ざに刃更から掛かけ声を発してこちらに思考の仕切り直しをさせず、完全にペースを握にぎられた状態であっという間に決着まで持ってゆかれた。

　澪もそれなりに自信はあったが、はっきりいって全く相手にならなかった。

　そして、

　……でも、確かに刃更の言ってた通りかも。

　ゲームが始まる前、刃更はこの『スピード』が戦闘訓練に役立つと話していた。

　その意味が、今ならはっきりと理解できる。

　リアルタイムで変動する自分と相手の状じよう況きようの確認。

　相手より早く動き、最も効果的な選択を行なう。

　相手の予測や計算を狂わせて動揺を誘さそい、自分にとって有利な状況へと持ち込む。

　これらは全すべて実際の戦闘に通ずるものだ。

「それにしても、ここまで差が付くとは……刃更さんは凄いですねー」

　と、横で澪と刃更の勝負を見ていた万理亜がさらりと、

「まあ……最初の一回目だけは、澪さまのおっぱいに気を取られたのか数枚差でしたが」

「そ、それは────…っ」

　慌あわてる刃更に、万理亜はうんうんと頷うなずいて、

「気持ちは解ります。ただでさえ澪さまのおっぱいは大きくて眼めを引くのに、キャミソールですからね。胸むな元もとが見える格好で行なえば、カードを出す度たびにそれはもうおっぱいがエロく揺ゆれまくって、とんでもない事になりますからね」

　おまけに。

「『スピード』は互いに前ぜん傾けい姿勢になるので、アングル的にも最高です。谷間とか鎖さ骨こつとか上乳とか、そりゃもう集中が乱されても仕方ありません」

「…………ふーん。そうだったんだ」

　そう言って、握った手で胸の谷間を隠しながら澪がジト目で見てやると、

「いや、それは…………っ、まあ確かに……ちょっと見た、かも……悪い」

　刃更はとっさに口にしかけた言い訳を止やめ、申し訳なさそうにこちらへ頭を下げる。

　……ふふ。

　そんな刃更に、澪は心の中で微笑ほほえんだ。

　こうやって素直に見ていた事を認めて謝れるのは、刃更の悪くない所だと思う。

　多くの女の子がそうであるのと同じように、澪もまた自分の外見が男の目にどう映るかを理解している。よって今のようにゲームに集中していれば話は別だが──普ふ段だんは周囲の視線にはそれなりに敏びん感かんだ。

　だから──自分が異性から、どういう目で見られているかは知っている。

　……でも。

　周囲の視線を気にして、不要な我が慢まんをしなければならないのは嫌いやなのだ。

　可愛かわいいミニスカートがあれば穿はきたいし、家でリラックスしたい時はこういうラフな格好で過ごしたい。それで見られてしまうリスクが上がるのはある意味では仕方がない。

　……けれど。

　だからといって、別に胸や尻しり、脚あしなどを見て欲しい訳では断じてない。

　別に、男に対するサービスのために服を着ている訳ではないのだ。

　一度や二度ならともかく、何度もチラチラ見てきたり、それこそ「見られるのが嫌ならそんな格好をするな」と開き直ってくるような男は殴なぐってやりたくなる。

　だがそういったムカつく男が多い中で、こうして素直に認めて謝ってくれたり、なるべく見ないようにしてくれる刃更は頑がん張ばってくれていると思う。

　…──そんな刃更にならば、何かの拍ひよう子しに見られても特に嫌な気はしない。

　逆にそれであたふたされると、可愛くてついからかってしまいたくなったりもする。

　だから──澪は女め豹ひようのように両手を床ゆかに付きながら、正面の刃更へと身を寄せ、

「ねえ刃更……もう一回やろうよ」

「っ────いやっ、もう『スピード』は充じゆう分ぶんやったし良いんじゃないか？」

　慌てて眼を背そむける刃更に、澪はその視線の先へと回り込む。

　そして、さらに近い距きよ離りへと身を寄せながら、

「でもあたし、負けっぱなしは嫌なんだけど……駄だ目め？」

「な、なら他ほかのゲームにしようぜ？　『スピード』は二人でしかできないし、俺達だけ遊んで万理亜は見てるだけってのは可哀かわい想そうだろ？」

「え？　私は澪さまのおっぱいが揺れるのをもっと見ていたいですけど」

「やかましいっ！　な、良いだろ澪？　何ならお前の得意なもので構わないからさっ」

「そう？　じゃあ、どうしよっかな～」

　あたふたする刃更に、澪は笑えみを深くしながら思案して、

「なら『ポーカー』は？　三人で出来るし、『スピード』よりも強い自信あるから」

「『ポーカー』か……役とか一番簡単な奴やつのルールなら知ってるけど、チップの賭かけ方とかまでは知らないんだが」

「良いわよ、別に普ふ通つうのドローポーカーで単純に役だけ競うのでも。どうせトランプだけで、チップはないんだし……まあ、駆かけ引きの要素が少ないからちょっと盛り上がりには欠けちゃうけどね」

　そう言って肩かたを竦すくめてみせると、

「…────では澪さま、負けた人は罰ばつゲームというのはどうです？」

　と満面の笑みを浮うかべて万理亜。

「罰ゲームって……まさかアンタ、どさくさで変な事させる気じゃないでしょうね？」

　疑うたぐりの視線を向ける澪に、

「？　澪さま、お勝ちになる自信がないんですか？」

「………………は？」

　素すで万理亜にキョトンとされ、思わず訊きき返す澪に、

「『スピードよりは自信がある』との事でしたし……『チップがなくて盛り上がりに欠ける』とまで仰おつしやってたので、私としては気を遣つかったつもりだったのですが」

　これは失礼しました、と万理亜は頭を下げると、

「本当は勝つ自信なんかないんですよね。それなのに、危あやうく澪さまに無む理り強じいをしてしまうところでした。澪さまのお好きな『ぽーかー』は、安全にやる事を楽しむゲームだったというのに」

「お、おい……万理亜」

　挑ちよう発はつするように言い放つ万理亜を、刃更が窘たしなめようとする。その横で、

「………………………………………………」

　澪は眼を細めて無言になった。

「…………み、澪？」

　刃更がこちらの機き嫌げんを窺うかがうように呼び掛けてくるが、しかし澪は彼を無視した。

　…──安い挑発だとは解わかっている。

　だが、こうまで馬ば鹿かにされて引き下がる訳にはいかない。

　……良いい機会よね。

　淫いん魔まであるサキュバスの本能なのか──最近の万理亜は、隙すきさえあれば澪をエッチな目に遭あわせようとしてくる。

　そのきっかけは恐おそらく、澪が主従契けい約やくで刃更の配下になった際の「一連の恥はずかしい状態」を見られたせいだ。

　あれから明らかに、万理亜は澪に対してその手の遠えん慮りよをしなくなった。

　しかし主従契約魔法こそ使用していないが、万理亜は澪の配下である。色々と世話になっている彼女とは、そういう堅かた苦くるしい関係は抜ぬきにして仲良くやりたいと思っている。

　…──しかし、だからといって侮あなどられても困る。

　ここはちょっと、その事を思い知らせてやるべきだろう。

　だから澪はふっと笑って、

「良いわよ……やってやろうじゃない」

　万理亜の挑発を真っ向から受けて立った。

　恐れる事はない──要は勝てば良いのだから。







　…──まず最初に一人五つずつ、ポーカーの手札と同じ数の罰ゲームをメモに書いた。

　そして、中身を取り出したＢＯＸティッシュの箱の中にそれらを入れる。

　使用した道具は全て、万理亜がおかしな細工を施ほどこせないよう刃更が用意したものだ。

　そうして罰ゲームのくじ引きが完成すれば、いよいよ『ポーカー』の始まりだ。

　そして、

「…────はい、あたしの勝ち」

　スリーカードの刃更とワンペアの万理亜に対し、澪はフラッシュを披ひ露ろうした。

　用意した罰ゲームの数と同じ全十五回戦の内、これで九回戦まで全て澪がトップである。

　万理亜にイカサマをさせないよう、手札を配る係の刃更が場のカードを片づけながら、

「また澪の勝ちかよ……幾いくらなんでも強すぎるぞ」

「だから言ったでしょ。自信があるって」

　ふふんと笑いながら、澪は胸を張って勝ち誇ほこる。

　一方、

「うぅ、今回も負けてしまいました……」

　ショボンとしながら万理亜が箱の中へ手を入れ、罰ゲームの書かれたメモを取り出す。

「えーと、『勝った人の肩を揉もむ』……」

「あ、それあたしが書いた奴だ」

「くっ……今時こんな小学生でも書かないような生なま温ぬるい罰を。揉むなら、もっと胸とか尻とかいやらしいものがあるでしょうにっ」

「残念、負けた奴は何も言う資格はないの。たとえどれだけ気に食わなくても、黙だまって従うしかないのよ。罰ゲームは絶対なんだからね」

　澪が書いた罰ゲームは、いずれも今のような単純なものばかりだった。

　とにかくエッチな罰ゲームを澪にさせたい万理亜とは違ちがい、今回の勝負における澪の狙ねらいは、圧あつ倒とう的な勝利を収めて澪の強さを万理亜に思い知らせる事。

　敢あえてつまらない罰ゲームにしたのも、万理亜がより悔くやしがるようにするためだ。

　背中を向けて「ほら」と促うながしたこちらの肩を、悔しそうに揉み始めた万理亜に、

　……少しは懲こりると良いわ。

　澪は内心ほくそ笑んだ。

　…──そして、次の十回戦目。

　またしても澪は勝利し、万理亜がビリになった。

「うわーん、また負けです……あっ、しかもこれ私が書いた奴です」

「へえ、そういえば万理亜の書いた罰ゲームが出たのって初めてね」

「無念です……せっかく澪さまにやって貰もらおうと思っていたのに」

「ああそう、そりゃ残念でした」

　どうせロクでもない事でも書いたに違いない。

　自じ爆ばくするとは良い気味だ。因果応報である。

　そうして澪が悠ゆう然ぜんと笑みを浮かべた時だった──事態が予想外の方向へ動いたのは。

「…………仕方ないですね」

　そう言うなり、やおら万理亜が着ていた服を脱ぬぎだした。

「ちょっ……万理亜っ？」

「お、おい……っ！」

　慌あわてる澪と刃更の前で、万理亜は下着姿になる。

　…──服の下から現れたのは、普通のブラとショーツではなかった。

　レース生き地じのベビードールだ。

　多くの部分がシースルーになっており、上は万理亜の小ぶりな乳ち房ぶさやその先せん端たんが、下半身はそれこそ万理亜自身ともいうべき場所が、薄うっすらと透すけて見えてしまっている。

　そんな裸はだかよりもいやらしい姿なだけでもとんでもないというのに……万理亜は刃更の頬ほおをそっと両手で挟はさむようにして顔を固定すると、

「では刃更さん、失礼します──…」

「…────へ？」

　キョトンとする刃更へと、ゆっくりと唇くちびるを寄せ始めた。

「ちょ、ちょっと待ちなさいよっ！」

　澪は慌てて肩を掴つかみ、万理亜の蛮ばん行こうを阻そ止しして、

「い、いきなり何をしようとしてんのよアンタはっ！」

「いえ、ですから罰ゲームを」

　そう言って万理亜が差し出してきたメモにはこのように書かれていた。

『下着姿になり、残る二人のうち異性にキスをする』──と。

「こ、こんなの駄目に決まってるでしょっ!?」

「おやおや澪さま、何を今いま更さら」

　顔を真っ赤にして叫さけぶ澪に、万理亜は悠然と笑みを浮かべて、

「この勝負では、たとえ何があろうと罰ゲームは絶対です。よって敗者の私が罰ゲームを実行する事を、誰だれも止める事はできません」

　その堂々とした宣言に、

　……っ、そういう訳だったのね……。

　万理亜の真の狙いに気が付き、澪は己おのれの迂う闊かつさを呪のろう。

　…──万理亜の目的は、澪に罰ゲームをさせる事ではなかった。

　この勝負に罰ゲームというシステムを組み込む──それ自体が狙いだったのだ。

　サキュバスの万理亜からしてみれば、それがエッチな悪戯いたずらであれば、別に澪ではなく万理亜自身がやっても楽しめるのだろう。

　先さき程ほどの安易な挑発は、それをこちらに気づかせないようにするためのものだったのだ。

「な、なら勝ったあたしが許したげるから、今回の罰ゲームは免めん除じよに──…」

「…──駄だ目めです澪さま。敗者の罰ゲームは、ゲーム開始前に定めた大前提のルールです。たとえゲームの勝者であろうと、ルールそのものを変へん更こうできる権限はありません」

　澪の提案をさらりと切り捨てると、万理亜は再び刃更へと向き直り、

「そういう訳ですから、刃更さんの唇をいただきますね」

「お、おい待てっ、流石さすがに唇にキスは不味まずいだろっ！」

　慌てた刃更の口から出た言葉に、澪は突とつ破ぱ口こうを発見。

「っ──そ、そうよっ。キスとは書いてあるけど、唇にして良いとは書いてないわ！」

「往おう生じよう際ぎわの悪い……ではもっといやらしい場所にします。刃更さんパンツを脱いで下さい」

「負けて罰ゲームをやるアンタに、そんな決定権がある訳ないでしょっ!?　そういう細かい部分の設定をどうするかは、トップの人間が決めるものでしょうが！」

「成る程、道理ではあります。では澪さま、刃更さんのどこにキスをしましょう？」

「それは……頬ほっぺたとか、額とか……よ」

　尻しりすぼみになりながら言った澪に、万理亜は「はい」と頷うなずくと、刃更の頬にキスをした。

　…──澪としては、最大限無難な場所を選んだつもりだった。

　だが──ロリエロサキュバスの万理亜もただでは転ばない。

　単に唇を頬に付けるだけでは終わらせず、刃更の首の後ろに両手を回して抱だき付くと、

「んっ……ちゅ、れろ……ん、ぺろっ」

　頬に付けた唇の隙すき間まから舌を出して刃更の頬を舐なめ始めた。

「っ──────…!?」

　された刃更は勿もち論ろん、横で見ていた澪まで顔を赤くしてしまうような口付け。

　たっぷりと時間を掛かけた後──ハァと熱い吐と息いきと共に唇を離はなした万理亜は、

「ふむ……こんなところでしょうか」

「あ、アンタね……っ！」

　思わず食って掛かろうとすると、

「おや、頬にするように言われたのでそうしたのですが。何か問題がありましたか？」

「……………………っ」

　しれっと言い放つ万理亜に、それ以上の言葉を奪うばわれ、澪は仕方なく黙り込む。

　そんなこちらに、万理亜は満足そうな笑えみを浮うかべて、

「さあ──勝負を続けましょう。こんなのはまだ序の口です。私が書いた罰ばつゲームは、もっと凄すごいのが控ひかえているんですから」

「…────────っ！」

　その発言に澪は思わず息を呑のんだ。

　…──刃更から配られたこちらの手札は悪くない。

　むしろかなり良い──フルハウスとフラッシュの両方を狙えるツーペアだ。

　……でも。

　もしこのまま澪が勝てば──また万理亜が罰ゲームと称しようして、刃更に何かエッチな事をするかもしれない。むしろ、それを狙ってわざと負けようとしてくる事もあり得る。

　……そうなったら。

　今度こそ澪にできる事は何もない。

　万理亜が刃更にする行こう為いを、ただ黙って見ている事しかできなくなってしまう。

「………………………………っ」

　ならば自分は一体どうするべきか。

　迷った末に澪は手札をチェンジ。

　その結果は、

「…………ノーペアよ」

　澪は敢えて揃そろっていた役を崩くずして負けを選んだ。

　……こうするしかないじゃない……っ。

　先程のキスですらあんな真似まねをしてきたというのに、あれが序の口というのだ。

　万理亜にわざと負けさせて、これ以上好きにやらせる訳にはいかない。

　そして、

「…………ストレートだ」

　刃更は勝ちに行っていた。

　自分が負けて澪や万理亜にエッチな事をする訳にはいかないし、先程の澪のように勝って万理亜の罰ゲームを少しでも緩かん和わしようと考えたのだろう。

　だが、

「あーすみません、フルハウスです」

　そんな刃更の狙いを、万理亜はあっさりと打ち砕くだく。

「ようやく勝てました。さあ澪さま、それでは罰ゲームのメモをどうぞ」

「…………………………っ」

　満面の笑みで言われ、仕方なく澪はティッシュ箱の中に手を入れた。

　そうして中から取り出した罰ゲームは、

「『エッチな下着に着き替がえて、残る二人のうち異性を誘ゆう惑わくする』……じょ、冗じよう談だんでしょ？」

　その内容に澪はギョッとなった。

「大体あたし、エッチな下着なんか──…」

「…──ああ、ご心配なく。私が用意してます」

　そう言い放つと、万理亜はどこからともなく紙かみ袋ぶくろを差し出してきた。

「これに着替えて下さい。サイズは澪さまに合ってますので」

「な、何でアンタが選んだ下着を……っ」

「先ほど澪さまが決めたんじゃないですか。細かい部分の設定をどうするかは、トップが決めると」

「っ、それは────…」

　確かにその通りだ。万理亜の言葉に、澪はぐうの音も出ない。

「では、お願いします澪さま」

「………………………………」

　澪は仕方なく、差し出された紙袋を受け取ると廊ろう下かへ出た。

　……一体どんな下着なの。

　澪は恐おそる恐る袋ふくろに手を入れて、中から下着を取り出した。

　…──それは澪が想像していた以上に扇せん情じよう的なものだった。

　赤と黒のツートンカラーでまとめられた、コルセットタイプのビスチェだ。

　ストッキングやショーツ、チョーカーやガーターベルトもあるそれは、下着というよりも『ランジェリー』という言葉の方がしっくりと来る。

　さらに紙袋には紙が一枚入っていて、

「これは……説明書？」

　そこにはご丁てい寧ねいに装着の仕方が絵付きで書かれていた。

　これでは、着方が解わからなかったという類たぐいの言い訳もできない。

　完全に逃にげ道を奪われた澪は、ゆっくりと着ていた服を脱いでゆき、

「…………………………」

　廊下で一糸纏まとわぬ姿になると、信じられないほど扇情的な下着を身に着けていった。

　慣れない手付きで、時間が掛かりながら──少しずつ裸よりも淫みだらな姿になってゆく。

　そして──程なくして、

「嘘うそ……本当にピッタリ。何で……？」

　万理亜が用意した下着は、まるでオーダーメイドであつらえたかのように澪にフィットしていた。まるで肌はだに吸い付くかのようなその下着に、澪は裸以上に躰からだのラインを浮き彫ぼりにされてしまう。

　そうして、ただ立っているだけでも男を誘さそう格好になってしまった澪が、恥はずかしさのあまり廊下で立ち尽つくしていると、

『…………澪さまー、まーだでーすかー？』

　部屋の中から万理亜のウキウキした呼び掛けが来る。

『何でしたら……私がお手伝いしましょうかー？』

　冗談ではない。そんな事をさせてしまったら万理亜の思う壺つぼだ。

　わざとらしく手が滑すべったなどと言って下着をズラされたり……それこそ大事な部分の紐ひもが解ほどけやすいように細工されてしまいかねない。

　…──この姿を刃更に見られるのは、正直死ぬほど恥ずかしい。

　だが──今の状じよう況きようで万理亜と刃更を部屋で二人きりにしておくのも危険すぎて、

「…────────っ」

　澪は意を決すると、扉とびらを開けて部屋の中へと戻もどった。

　すると二人の視線が澪へと向けられるのは必然で、

「わぁ……澪さまとっても綺き麗れいです」

　うっとりとこちらを見る万理亜とは対照的に、

「っ……………………」

　刃更はなるべく澪から視線を逸そらしてくれていた。

　しかし──これで終わりではない。そうは問屋が卸おろさぬとばかりに、

「では澪さま、刃更さんを誘惑して下さい。ちゃんと淫らにですよ？」

「………………解ったわよ」

　不ふ機き嫌げんそうに答えながらも、仕方なく澪は言われた通りにする。

　でも、

　……淫らに誘惑しろって言われても……。

　正直どうすれば良いいのか解らなかった。

　いっそ、こちらの説明書も欲しいくらいだ。

　…──とはいえ、いつまでも逡しゆん巡じゆんしている訳にはいかない。

　下手へたに躊躇ためらっていたら、勝者である万理亜に好きにさせる隙すきを与あたえてしまう。

「──────────」

　だから澪は取り敢あえず、先さき程ほどと同じく女め豹ひようのように四よつん這ばいで刃更への接近を試みた。

　その際に──恥ずかしいのを堪こらえて腰こしから尻にかけてを左右に振ふると、

「…──────っ」

　途と端たんに刃更が顔を真っ赤にして、さらにこちらから視線を逸らす。

　その反応に、澪が「どうだ」──とばかりに万理亜を振り返ると、

「？　どうしたんです？　続けて下さい」

　まさかそれで終わりじゃないですよね──と暗に言われ、

　……あっそう、だったら……っ！

　もうどうにでもなってしまえ。

　澪は刃更へと向き直ると、

「刃更……ねえ、こっちを見て」

「な、ななっ、何でだよっ？」

　甘い声で呼び掛けるも、刃更は断固としてこちらを見ようとしない。

　だが、その耳や頬ほおは真っ赤になっていて、

　……刃更、照れてるんだ……。

　自分よりも焦あせっている刃更の反応に、澪の心に余よ裕ゆうが生まれる。

　…──いけない事だと解っている。

　だけど、恥ずかしそうにする刃更が何だか無む性しように可愛かわいくて……己おのれの恥ずかしさを一いつ瞬しゆん忘れた澪の心の奥に、もっと刃更をからかいたいという想おもいが生まれてしまう。

　その時だった──不意に澪の躰が熱くなったのは。

「…────えっ、嘘……これって……あ、んっ……♥」

　こちらを気き遣づかってくれている刃更に対し、それでも湧わき上がってしまった悪ふざけの気持ち──その感情に含ふくまれるのは背徳的な悦よろこびだ。

　そんな澪の後ろめたさを、主従契けい約やくは見み逃のがさない。

　刃更との主従契約の際に、万理亜の魔ま力りよくを使用した澪が得てしまう呪のろいの効果は、サキュバスである万理亜の特性である『催さい淫いん』だ。

　刃更に対する悪意はないため、それほど強く呪いは出ていないが──それでも淫らな興奮状態に陥おちいるには充じゆう分ぶんだった。

　躰の奥に生まれた怖こわいくらいに甘い熱と、疼うずいてしまうような感覚が、澪の思考をあっという間に淫らにとろけさせる。そうして官能に呑み込まれた澪の中で、羞しゆう恥ちのリミッターが解けてしまうのは仕方がなくて、

「んっ……ふふ、お兄ちゃん……♥」

　澪は自分でも驚おどろくほど大だい胆たんに、向かい合うように刃更の膝ひざの間へと入った。こちらの両膝の先が、刃更の股こ間かんに触ふれるか否いなかのギリギリの距きよ離りだ。そんなこちらに、

「お兄ちゃんって……澪、お前まさか主従契約の呪いが」

　刃更を「お兄ちゃん」と呼ぶのは、呪いが発動してしまった時の澪のクセだ。

　慌あわてる刃更を逃がさないように彼の首の後ろへ両手を回せば、互たがいの顔が息が届きそうな程に接近する形になり、

「ほら……見て。お兄ちゃんのために着けた下着」

　そう言って蠱こ惑わく的な笑えみを浮うかべると、澪はぺろりと刃更の頬を舐なめる。

「澪さま、そこは私が……」

「良いの。あたしだってお兄ちゃんの事、舐めてあげたいんだから」

　そして澪は、まるで塗ぬり潰つぶすかのように刃更に舌を這わせていった。これは自分のものだと言わんばかりに、頬も、首筋も、淫らにマーキングしてゆく。そうやって夢中になって刃更に舌を這わせていると、澪の躰はどんどん官能に火ほ照てっていった。恥ずかしい気持ちは最も早はや消え失うせ、心地ここち良い昂こう揚よう感かんと気持ち良さだけになる。

　すると澪の躰はさらに熱くなって、

「お兄ちゃん……凄すごく熱い、どうしよう……」

「どうしようって……だ、だったら離はなれれば良いと思うぞっ」

　至し極ごく当然の訴うつたえをする刃更に、

「それは駄だ目め……あたしはお兄ちゃんを誘惑するんだから」

　でも熱い……どうしてだろう。こんなにも気持ち良いのに、ゾクゾクしてるのに、このままではおかしくなってしまいそうだった。だから、

「…………そっか。お兄ちゃん、ここを持って」

　どうすれば良いか思い付いた澪は、刃更の右手にあるものを握にぎらせる。

「な、何だこの紐……？」

「そのまま……離さないで」

　そう言って刃更の右手を掴つかむと、澪はそのままゆっくり横へと引っ張った。

　…──澪が刃更に持たせたもの。それは澪のビスチェの前を結んでいた大事な紐で。

　シュルシュルっと衣きぬ擦ずれのような音と共に、澪のビスチェの前が開けていった。

「へ────…？　って、おいっ！」
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　慌てて刃更が手を離すがもう遅おそい。繋つなぎ止められていたブラカップがふわりと緩ゆるむと、室内の空気がビスチェの中へと入り込み、澪の乳ち房ぶさをそっとくすぐる。

　そして──ビスチェがさらに開けると、澪の大きな乳房が溢あふれるようにして零こぼれて……ただでさえピンと張り詰つめていたというのに、一層いやらしい形になりながら淫らな紅へと充じゆう血けつした澪の乳ち首くびが露あらわになり、

「こんな事して……お兄ちゃんのスケベ」

「いや、これはお前が……っ」

「違ちがうよ。これは主従契約の呪いのせいなんだから、仕方がないでしょ」

　そうだ。今ならば何をしても許される。たとえどんな淫らな事でもだ。

　…──ふと見れば、万理亜が興奮に満ちた瞳ひとみをこちらへ向けていた。

　まさか、澪がここまでやるとは思っていなかったのだろう。

　エッチな悪戯いたずらでこちらをからかって遊ぶつもりだったのだろうが──見たか。

　……あたしだって、こんなにエッチになれるんだから……。

　どうだ、と澪は勝ち誇ほこり──そこで「ある事」を思い付く。

　それは、万理亜が仕し掛かけたこのトランプをここで終わらせるための名案だ。

　…──恥ずかしさはある。だが、他ほかの解決法を澪は思い付けない。

　だから、

「お兄ちゃん、お願い……そろそろあたしの事、楽にして」

　成瀬澪は今こそ刃更を誘ゆう惑わくした。




「このままだとあたし、もっとエッチになっちゃうよ……」




　澪を主従契約の呪いから解き放ち、楽にする──その言葉の意味を刃更は知っている。

　主従契約を結んだ時、凄すさまじい快楽によって澪の心を屈くつ服ぷくさせ、強きよう烈れつに隷れい属ぞくさせたのは他ならぬ刃更なのだ。

　そうして淫みだらに懇こん願がんするこちらに、顔を赤くした刃更は戸と惑まどっていた。

　それでも他に方法がない事も、刃更は知っていて──だから、

「……………………解わかった」

　やがて刃更は小さく頷うなずくと、ようやくこちらと視線を合わせた。

　…──そこにあったのは、先程まで狼狽うろたえていた時とは別人のような眼まな差ざし。

　成瀬澪を否いや応おうなしに従わせる、絶対的な主あるじの瞳だ。

　そして──刃更の眼前に晒さらしてしまっている澪の乳房へ彼の手が伸のびてきて、

「…………ゃ……あ、あぁ……っ♥」

　これから自分がどうなってしまうのかを想像した澪は、ぶるりと躰からだを震ふるわせた。

　澪の躰には、主従契約を結んだ際に刃更がくれた快楽と、究極ともいうべき絶頂がどういうものかが、これ以上ない程しっかりと刻み込まれてしまっている。

　…──だから抗あらがう事はできない。

　澪に出来るのは、ただ受け入れて──淫らに悦びながら屈服する事だけだ。だから、

「────────」

　澪はそっと瞳を閉じた。

　そんなこちらに、

「…──────行くぞ」

　刃更は、どこまでも低い声でそう言って──直後、澪は両の乳房を揉もみしだかれた。

　そう理解した……否、感じた瞬間。視界を閉とざしていた事でより増ぞう幅ふくされた感覚が、一気に快楽となって膨ふくれ上がり、

「っ──────────～～～～～～～～～～～～♥」

　成瀬澪の全身を、狂くるおしい程の快楽の嵐あらしが駆かけ抜ぬけた。







　…──そこからはもう、ひたすら淫らな官能の時間。

　催淫によって熱くとろけそうな柔やわらかさになった胸を刃更が揉んでやると、澪の乳房は息を呑のむ程ほどいやらしく次々と形を変え──そうして刃更が快楽を刻んでやる度たびに、

「やぁっ……お兄ちゃん♥　はぁあぁっ、お兄ちゃん……っ♥」

　と澪は甘えた嬌きよう声せいを上げながら、何度となく絶頂を極きわまらせていった。

　…──呪いを鎮しずめるには、誰だれが主なのかを澪に思い知らせてやらなくてはならない。

　だから──向かい合った体勢で刃更は両胸を揉んで最初の絶頂を刻んでやると、躰を仰のけ反らせた澪をそのまま床ゆかへと押し倒たおした。そして、そのまま両の乳房をメチャクチャに揉みしだいてやる。経験の少ない刃更に、手加減をできる余裕などない。だから、ひたすら夢中になって澪を快楽で屈服させていった。すると跨またがっている刃更の下で、快楽を極まらせる度に澪がいやらしく震わせた尻しりを浮かせて……馬乗りの状態のまま続けると、淫らに躰を暴れさせた澪が何かの拍ひよう子しにどこか痛めるかもしれない、という万理亜のアドバイスに、刃更は若じやつ干かんの膝立ちになる。すると大きく腰こしをくねらせた澪が、刃更の下で仰あお向むけから俯うつぶせになって、

「おっと……逃にがしちゃ駄目ですよ刃更さん。続けて下さい」

　そこへ飛んだロリエロサキュバスの指示に、

「────────────」

　刃更は澪の背へ覆おおい被かぶさるように己おのれの身を前に倒すと、左右の脇わきの下から差し込んだ両手で澪の肩かたを掴み、自分へと引き寄せるようにして一気に澪の躰を起こす。

　すると胡座あぐらをかいた刃更の膝の上に座った澪が、こちらの両りよう腕うでの中にすっぽりと収まる格好になった。それは男が女の胸を最も揉みやすい背面座位の体勢で、前を留めていた紐ひもに加え、既すでに両方の肩かた紐ひももズリ落ちたビスチェは完全に捲まくれ落ち、澪は上じよう半はん身しん裸はだかのような状態になっていた。そんな澪の乳房を激しく揉んでやりながら、彼女の主が一体誰なのかを刃更はたっぷりと教えてやった。澪の乳房は刃更の手を完全に受け入れ、そして澪自身もまた完全に刃更を受け入れて──間違いなく今の刃更は、澪の事を支配していた。

　…──そして、甘い香かおりがしていた室内が、澪が放つ女の匂においで満ちた頃ころ。

　澪の首に浮かび上がっていた首輪のような痣あざが消えた。

　主従契約の呪いが収まったのだ。

　刃更は大きく息を吐はきながら胸を撫なで下ろすと、

「万理亜、流石さすがに澪はもうリタイアだ。トランプは終わりで良いいよな？」

「え、ええ勿もち論ろんです。いや～すみません……まさか澪さまがここまで乱れるとは」

　こちらの言葉に、万理亜はやや申し訳なさそうに頬ほおを右の人差し指で掻かきつつ、

「てっきりすぐに音を上げると思っていたんですが、こんなに頑がん張ばられるなんて……」

「あのな……悪いと思うなら、後で澪に謝ってやれよ」

「そうですね。それはもう」

　コクコクと頷く万理亜に、

「…………ちなみに、お前の残りの罰ばつゲームはどんなのだったんだ？」

　と刃更が尋たずねると、万理亜はメモが入っているティッシュの紙箱に手を突つっ込み、

「えー……『クセになるまで異性に耳たぶを甘あま噛がみされる』『気持ち良くなるまで異性にお尻を叩たたかれ続ける』『気の毒になるまで異性を罵ば倒とうする』の三つですね」

　最後のは一見すると問題ないようにも見えるが、もし澪が刃更を気の毒に思うほど責めようものなら、発動する主従契けい約やくの呪のろいの威い力りよくは今回の比ではなかっただろう。

「………………お前な」

「あ、あははは……ですが刃更さんの最後の一つだって、下手へたすればとんでもない事になっていたかもしれませんよ？」

　そうなのだ。最後まで残った刃更が考えた罰ゲームは、『ラジオ体操第一を最後まで踊おどる』というもので……もちろん普ふ通つうにやる分には何の問題もない。だが、もしゲームが続いていて、あんな状態の澪がこれを引きでもしていたら、それこそ世界で一番エロいラジオ体操第一になっていただろう。想像するだに恐おそろしい。

「とにかく、今日の遊びはお終しまいだからな」

「そうですね……欲を言えば、お尻を叩き続けたら澪さまが一体どうなっちゃうか見てみたかったのですが。まあこれに関しては、また次の機会にするとしましょう」

　と少し残念そうに万理亜。どうやら全く懲こりていないらしい。

　だから、

「…────だってさ。どうする？」

「？　刃更さん、一体何を……──はっ!?」

　キョトンとしていた万理亜が、そこでようやく気が付いた。

　刃更の腕の中で、先程までぐったりしていた筈はずの澪が復活している。

「い、いつの間にあの激しい絶頂の余よ韻いんから回復を……？」

「アンタがそれを知る必要はないわ……でも安心しなさい。代わりに他の事を教えてあげるから」

「えっと……何でしょう？」

「実験してみたいんでしょう？　お尻を叩き続けたらあたしがどうなるかを」

　だから、と澪は言った。

「たっぷりと教えてあげる。あたしがアンタのお尻を叩き続けたらどうなるかをね」

「ひ、ひいぃっ、そんなの教えられたら、私の可愛かわいいお尻が壊こわれちゃいますよっ!?」

「仕方がないわ。実験に犠ぎ牲せいはつきものだもの。そういう訳だから刃更、ちょっと万理亜と二人きりにしてくれる？」

「…………気持ちは解るけど、あんまり無む茶ちやはするなよ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あたし今とっても冷静なの……ええ、震えが止まらないくらいに」

「…………そうか。じゃあ程々にな」

　止めるのは色々と無理そうなので、刃更は言われた通りにした。

　後あと退ずさりするように澪から離はなれると、廊ろう下かへ退散しようとドアを後ろ手に開ける。

　すると、

「ああっ、刃更さん行かないで下さいっ！　誰かストッパーがいないと、私のお尻が本当に泣いちゃいますっ！　って澪さま、何ですその表情っ!?　仮にも元は罰ゲームだという事を忘れてませんかっ？　皆みんなで楽しむものを、そんなセメント顔でやるというのは、私は如何いかがなものかと思──…」

　そこで刃更は扉とびらを閉め、自分の部屋へと戻もどっていった。

　程なくして隣となりの部屋から本気の悲鳴が聞こえ始めたが、刃更は気にせず眠ねむる事にした。




　…──そして翌日。

　東城家を訪おとずれた野の中なか柚ゆ希きが、頑かたくなに椅子いすやソファに座ろうとしない万理亜を見て不思議そうにしていたが、彼女が真実を知る事はなかった。

　ちなみに。

　この日を境に、東城家ではしばらくの間トランプが禁止になったのだが、刃更や澪はもちろん、万理亜もまた反対する事はなかったという。
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　…──東とう城じよう家に居候いそうろうしている成なる瀬せ万ま理り亜あは、悪戯いたずら好ずきのロリエロサキュバスである。

　そして、サキュバスは淫いん魔まだ。

　つまり、

　……私が、刃バ更サラさんや澪みおさまにエロい事させたり、したりするのは最も早はや本能ですっ！

　だからこの日の早朝、万理亜は己の本能に従ってナイスな悪戯を敢かん行こうした。

　刃更に対する寝ね起おきドッキリだ。

「（……ぬふふのふ。刃更さぁ～ん、おっ早はようございまぁ～す）」

　一いつ切さいの音を立てる事なく刃更の部屋のドアをそっと開けると、万理亜はこっそりと室内へ忍しのび込んだ。

　入り口の所からベッドを見た万理亜は目標を発見。

　どうやら対象はまだ熟じゆく睡すいしており、穏おだやかな寝息を立てている。

　……やはり、昨夜のホットミルクがばっちり効いていますね。

　くふふと万理亜は忍び笑いを漏もらすと、刃更のベッドへそろそろと近付いていった。

　…──普ふ段だんの刃更は基本的に、自分以外の誰かが無断で部屋へ侵しん入にゆうするのを許さない。

　当然だ。今は澪が現魔王派の魔族に狙ねらわれている。

　よって今の刃更は、たとえ休息中でも警けい戒かいを緩ゆるめる事はしない。

　誰かが部屋に入ってくるような事があれば、たとえ眠っていようと即そく座ざにその気配に気が付く──それだけの臨戦状態でいるのだ。

　……ですが。

　同時にそれは精神を消しよう耗もうする過か剰じような緊きん張ちよう状態ともいえる。

　そんなものが続けば、普段の集中力を欠いてしまうなど深刻な弊へい害がいを及およぼしかねない。

　だから──たまには刃更にゆっくり休んで欲しかった。

　そこで万理亜は昨夜、寝る前に刃更へホットミルクを差し入れたのだ。

　それも魔法の睡すい眠みん効果付きの……である。

　…──もちろん、眠りが深くなる作用がある事は刃更にもきちんと伝えた。

　刃更を心配している事。

　このまま神経を張り詰つめさせた状態を続けていれば、間ま違ちがいなく日中の警戒に支障を来きたすようになってしまう事。

　そういった心配を万理亜が抱いだいた事は決して嘘うそではないからだ。

　よって刃更の代わりに、昨夜から今朝にかけては万理亜がしっかりと警戒しておく──だから刃更はゆっくり休んで、どうか回復に努めて欲しい。

　そう提案すると、刃更は納なつ得とくしてくれたし──嬉うれしそうにもしてくれて。

　こちらの用意した特製ホットミルクを飲むと眠りについた。

　…──万理亜は思う。刃更を心配した己の心に嘘うそ偽いつわりはないと。

　でも。

　心配はしているが……エッチな悪戯はしたいです。

　こればっかりは仕方がない。

　当然である。心配とエッチな悪戯は別腹だ。別ジャンルなのだ。

　……ああっ。複雑なサキュバス心に揺ゆれてしまう私の弱い精神を許して下さいっ。

　万理亜は額に手の甲こうを当てると、無む駄だに腰をクネクネさせながら刃更へと近付いてゆく。

　すると──ホットミルクが効いているらしく、刃更が眼めを覚ます様子は見られない。

「（くっくっく無防備な……これはもう、やり放題ですよっ！）」

　ベッドの脇に立ち、刃更の寝顔を見下ろす万理亜はもう辛しん抱ぼうたまらなかった。

　笑え顔がおで着ていた服を脱ぬぎ、穿はいていたショーツに指を掛かけてゆっくりと下ろしてゆく。

　……殿との方がたのベッドへお邪じや魔まする時に、裸はだかになるのはサキュバスのマナーですからね。

　ぷりんとした形の良い尻しりを露ろ出しゆつさせ、足を片方ずつショーツから抜ぬくと、万理亜は靴くつ下したも脱いで一糸纏まとわぬ姿になった。

　これ以上ない全ぜん裸ら──すっぽんぽんだ。

　そして、こっそりと横から刃更の布ふ団とんの中へと侵入を開始して、

「（失礼しま～す……おおっと、うっかり手が滑すべって何な故ぜか刃更さんのパンツの中にっ）」

　わざとらしく、前から知りたかった朝の生理現象時の刃更のサイズを確かく認にんした。

「（わ～、刃更さんてば何て凶きよう暴ぼうな大きさ……こんなの片手じゃ握にぎれませんよ）」

　これは想像以上だ。

　万理亜の手は小さいが、それでも平均的な男性のモノよりもかなり大きいサイズである。

「（これは将来、澪さまがお口でする時の事を考えておいた方が良さそうですねぇ……）」

　万理亜は刃更の太さと長さを己おのれの両手でしっかり計測し、己の記き憶おくへと刻み込む。

　極ごく太ぶとのバナナを用意して、「栄養素的にはですね、フルーツは皮ごと食べるのが良いいらしいですよ」とか言ったら騙だまされてくれるだろうか。取り敢あえず今度、近所のスーパーでこれと同サイズかつ澪が抵てい抗こうなく口にできるものを探して買ってこよう。
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　自分がすべき事を心に誓ちかった万理亜は、

　……さて、と。謎なぞは全すべて解けましたが……どうしましょうかね。

　万理亜はサキュバスである。そしてこの体勢と状じよう況きようだ。

　その気になれば、刃更をイカせる事など造作もない。

　その事実を想おもった瞬しゆん間かん──万理亜のサキュバスの本能がムクムクと鎌かま首くびをもたげて、

「…………………………」

　万理亜は無言のまま刃更のモノに手を這はわせると──添そえるだけだった手を握る形にして、ゆっくりとしごき始める。

　すると、

「…────ん……ぅ…………」

　途と端たんに刃更の寝息に変化が生まれて──そして、それ以上の変へん貌ぼうが万理亜の手の中で起こった。刃更のモノが、より一層大きさを増していったのだ。

　……刃更さん、凄すごい……こんなにして……。

　手の平を通して感じる、太くパンパンに膨ふくれ上がり、硬かたく張り詰めた状態で熱く脈動する刃更の感かん触しよくに──サキュバスとしての興奮を昂たかぶらせた万理亜は、自分でも気が付かない内に手の動きを淫みだらなものにしていった。

　すると次し第だいに万理亜の手の中で「クチュ、クチュ」といやらしい音が鳴り始めた。

　それは男の性的興奮を報しらせるカウパー腺せん液が分ぶん泌ぴつされたからで、

　…──このまま射精させてしまおう。

　そうだ。刃更が夢精した事にしてしまえば良い。いや──いっその事、

　……私が口でしてしまえば。

　刃更のモノも、パンツも──何一つ汚よごしてしまう事なく完全に証しよう拠こを抹まつ消しようできる。

　だから、万理亜は己のサキュバスとしての本能に従おうとして、

「──────────」

　しかし止やめた。

　このまま最後までしても、刃更にバレる事はないかもしれない。

　或あるいはバレたところで、人の良い刃更は万理亜を許してくれるだろうとも思う。

　サキュバスとは──そういうものだからと。

　……でも。

　そこまでしてしまったら──もう悪戯では済まない。

　少なくとも……今の万理亜と刃更の関係では。

　だから、

「………………………………」

　万理亜は刃更のパンツから手を抜いた。

　そして布団の中でもぞもぞと動くと、伸しん縮しゆく性に富んだ刃更のＴシャツの裾すそを引っ張る。

　そうして隙すき間まを作ると、自らの頭をその中へ入れてさらに前進し──万理亜は刃更の着ているＴシャツの内側へ、己の全身を潜もぐり込ませていった。

　当初の悪戯へと戻ったのだ。

　すると、

「……ん……」

　眠っている刃更が、眉まゆを顰ひそめて寝息の中に僅わずかな呻うめきを混ぜた。

　…──どうやら眠りの魔法が解けかかっているらしい。

　窮きゆう屈くつな刃更のＴシャツの中で、匍ほ匐ふく前進を行なっていた万理亜は、

　……こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態で気付かれる訳にはっ！

　刃更の体温が篭こもったＴシャツ内を進む速度を上げる。

　そして──とうとう光が見えた。

　…──それは目指していたゴール地点。

　だから万理亜は、眼の前の光が差している出口へ──刃更のＴシャツの襟えりぐりから己の頭をぴょこんと外へ出した。

　刃更が眼を覚ましたのは、ほぼ同時のタイミングだった。

「……………………ん」

　寝ね起おきでぼんやりとしている刃更の眼がこちらを捉とらえる。

　そして──見開かれてゆくと共に変化してゆく刃更の表情に万理亜は笑顔になった。

　そうだ、と万理亜は思い出す。

　自分は刃更のこの顔が見たくて、昨夜からずっと準備してきたのだと。

　…──だから、成瀬万理亜は言った。

　淫魔ではなく、ちょっとエッチな義妹いもうととして最高の笑みを浮うかべて、




「お早はようございます、刃更さん……朝ですよ♪」
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　…──先代魔王ウィルベルトの一人ひとり娘むすめにして、彼の強大な力を受け継ついだ成なる瀬せ澪みお。

　そんな澪を、勇者の一族がそれまでの監かん視し対象から消しよう滅めつ対象へと切り替かえた事によって起きた、霊れい槍そう『白びやつ虎こ』を操あやつる早はや瀬せ高たか志しを始めとする者達との死し闘とうの後。

　刃バ更サラ達が『白虎』の暴走を収めた事で、再び澪は監視対象へと戻もどり、柚ゆ希きがした一族への裏切りも不問となって、澪を取り巻く状況は以前と同じ状態へ戻る形で落ち着いた。

　そして柚希も、澪の監視役という当初の任務へと復帰して。

　…──しかし、以前と大きく変わった事が一つある。

　それは柚希もまた、刃更達と一いつ緒しよに東とう城じよう家で暮らすようになった事だ。

　そして。

　柚希の荷物一式を、無事に東城家へと運び込んだ後。

　夕食を終えて皆みなでリビングで寛くつろいでいると、万ま理り亜あが改まった口調で言った。

「…──ああ柚希さん、これからこの家で一緒に暮らしていく訳ですが、差し当たって一つ気を付けて欲しい事がありまして」

「気を付けて欲しい事？」

　柚希が小首を傾かしげながらオウム返しに問うと、万理亜は「ええ」と頷うなずいて、

「ただ、これは言葉で説明すると色々と長くなってしまう上に解わかりにくいので、まずは手っ取り早く、実際にご自身の眼めで確認していただくのが良いと思います」

　そう言うなり、不意に万理亜が柚希の背中を両手で押してきた。

「あ────…」

　ソファに腰こし掛かけていた柚希は、その勢いのままに隣となりへと──刃更の方へと倒たおれかかり、

「…………っと、大だい丈じよう夫ぶか柚希？」

　そんな柚希を、刃更が優やさしく抱だき留めてくれる。

　万理亜が何を考えているのか解らないが、思わぬ形で刃更と密着する機会を得た柚希は、

「うん……ありがとう刃更」

　お礼の言葉と共に、己の感謝の意を当然のように行動で示した。

　刃更にギュッと抱き付いたのだ。

　…──すると刃更より先に、顔を赤くして焦あせり出した者がいた。

　柚希と刃更が座っているのとは別に置かれた、一人ひとり掛がけソファに腰掛けていた澪だ。

「ちょ、ちょっと野の中なかっ！　アンタ、どさくさで何をして……っ!?」

　とっさに立ち上がり、叫さけぶようにして言った澪の反応は、柚希のよく知るものだった。

　…──以前、刃更が聖ひじりヶが坂さか学園に転入してきた初日。

　五年ぶりの再会を果たした柚希が、刃更に抱き付いた際に見せたものとほぼ同じだ。

　だから、

「これは彼女に押されたから。私に怒おこられても困る」

　柚希が、刃更に抱き付いたまま万理亜のせいだと告げると、

「っ…………！」

　澪は次の反応を見せた。

　小刻みに肩かたを震ふるわせ始めたのだ。

　…──きっと、こちらに嫉しつ妬としているのだろう。

　だから、前と同じように柚希と刃更の間に割って入ってくると思っていた。

　ところが──次の瞬間、柚希が見た澪の反応は想像と異なるものだった。

「やっ……嘘うそ……っ、はぁっ……あたし、また……ふぁあぁんっ♥」

　澪はぺたんと床ゆかに座り込むと、浅く自分の躰からだを抱いて甘く悶もだえ始めたのだ。

「お、おい澪、まさか……っ？」

　ギョッとなった刃更が、慌あわてて澪の下もとへと駆かけ寄って横から支えながら、

「万理亜っ、お前いきなり何でこんな真似まねを……っ!?」

「いや～、お二人の状況を説明するなら、こうするのが一番かと思いまして」

　対する万理亜がしれっと言い放つ中、何が起きているか解らない柚希は眉を顰める。

　しかし、

　……確か。

　今のような様子の澪には覚えがあった。

　…──以前、柚希が朝の東城家を訪おとずれた時だ。

　あの時──浴室で朝のシャワーを共にしていた柚希と刃更を見た時も、澪は同じような反応を見せた。刃更からは「具合が悪くなったみたいだ」と言われていたが、

「…………刃更、どういう事？」

「い、いや……これはだな」

　詰つめ寄るような口調で言ったこちらに、刃更が言葉を濁にごしていると、

「実は、刃更さんと澪さまは特とく殊しゆな魔ま法ほうによる『主従契約』を結んでいまして……これはその副作用として、ある条件下で発動する呪のろいなのです」

　代わりに万理亜が、事情を知らない柚希へと説明を始めた。

　…──刃更と澪が交かわした『主従契約』。

　それは、お互たがいの居場所を感じられたり、主従の信しん頼らい関係を深めれば戦せん闘とう力が上じよう昇しようしたりするなど、澪を守る上で役立つという判断から結ばれたものだという。

　ただし配下側になった澪が、主あるじである刃更を裏切るなど後ろめたい感情を抱いだくと、契約を結ぶ際に使用した魔力の特性に応じた呪いが発動してしまうらしい。

　刃更達の契約に使用されたのは、サキュバスである万理亜の魔力だった。

　そのため、澪に発動する呪いは淫いん魔まとしての特性──『催さい淫いん』となるらしい。

「…………………………」

　事情の説明を受けた柚希が、無言のまま澪を見ると、

「んっ……あぁ……っ、はぁ……やぁ……ん……っ♥」

　催淫状態で甘く喘あえいでいる澪は、信じられない程ほどの艶つやっぽさを放っていて、

　……凄い……成瀬さん……。

　瞬またたく間に、澪によってリビングの空気が艶なまめいたものへと変わる。

　それは柚希にとって初めて見る光景。

　…──自分と同じ年ねん齢れい、自分と同じ女の子。

　そんな澪が今、こちらの眼の前で抗あらがう事のできない快楽に襲おそわれ震えている。

　柚希が思わずゴクリと喉のどを鳴らすと、万理亜がふふっと笑いながら、

「こう見えても、強く発動してしまうとかなり危険な呪いでして……これを解く方法は、基本的に一つ……主従関係を遵じゆん守しゆする事。即すなわち、主が配下を屈くつ服ぷくさせる事です」

「屈服って……？」

「……もちろん、それについてもこれからきちんとご覧になっていただきます」

　オウム返しに問うこちらに、万理亜が意味深に笑えみを深くすると、

「お、おい万理亜、あれを柚希に見せるのはマズいだろ……せめて俺か澪の部屋で」

　頬ほおを赤くしながら澪を支えていた刃更が制止する。

　だが、

「何を言ってるんです刃更さん。同じ屋根の下で暮らす以上、隠かくし通す事なんてできませんよ。ここはきちんとご説明するのが、柚希さんへの誠意というものです」

　大体、と万理亜。

「そうでもしない限り、納なつ得とくしていただく事なんて到とう底ていできないと思いますよ？」

「いや、それはそうかもしれないけどさ……」

　さらりと言い放つ万理亜に、刃更は難色を示すように、

「最悪、心の準備ができているのならまだしも、不意打ちみたいな形で呪いを発動させた上に、あれを柚希に見られるのは、流石さすがに澪が可哀かわい想そうすぎるだろ……」

「刃更さんはフェミニストですねぇ……ですが、恐おそらく大丈夫だと思いますよ？」

　と、万理亜は澪の隣へ腰こしを下ろすと、澪の耳元へと口を寄せて、

「良いいですか、澪さま……」

　そう言うなり、何事かを澪に囁ささやき始める。

　…──万理亜が何を言っているのか、柚希には聞こえない。

　澪を挟はさんで、逆隣にいる刃更にも聞こえていないようだった。

　そして──唯ゆい一いつ、万理亜の声を聞いていた澪は、やがてギュッと両眼を瞑つぶると、

「っ……ぁ……解った……んぅ、野中に……見て貰もらう……っ」

　消え入りそうな声で、万理亜の案を認めた。

「お、おい澪……っ!?」

　とっさに刃更が困こん惑わくの声を上げるが、

「んっ……いいの……お願い刃更、ここでして……っ」

　刃更へとしがみつき、潤うるんだ瞳ひとみで懇こん願がんする澪に、

「ほら、澪さまも良いって言ってます。さあ刃更さん。あんまり苦しめないで、澪さまをいつものように楽にしてあげて下さい」

「…………っ、本当に構わないのか？」

　刃更が念を押すように尋たずねるも、それでも澪はコクンと頷くだけだった。

　だから、

「……………………くっ！」

　澪の意思を受け取った刃更が、意を決したように彼女の背後へと回って。

　……刃更、何を……？

　ただ一人、『屈服』の意味を知らず、事態を見守る事しかできずにいた柚希は、

「え────…？」

　しかし次の瞬しゆん間かん、眼の前で起きた出来事を見て呆ぼう然ぜんの声を上げた。

　刃更が──背後から澪の胸を揉もみ始めたのだ。







　…──催淫状態で、刃更にそっと胸を揉まれた途と端たん、

「んぅっ────あぁ……っ、はぁ……やぁ……ふぁあん♥」

　成瀬澪は、凄すさまじい快楽を得てとろけそうなほど甘い声を上げた。

　ホットパンツの下──ショーツの奥で、下腹部が一度ドクンと熱く脈動する。

　こちらを気き遣づかった刃更は、遠えん慮りよがちに服の上から胸を揉んだというのに……それでも澪は軽く達してしまっていた。その状態が教えるのは、決して誤ご魔ま化かせない一つの事実。

　……あたしの胸、また前より敏びん感かんになってる……っ。

　先日、メープルシロップを使ってされた時よりも、さらに感じるようになってしまっているようだった。澪の大きな乳ち房ぶさは、服の上から揉まれてもいやらしい形になっているのがはっきり見えてしまう程のボリュームがある。そんな淫みだらな感度とはしたないサイズの胸を刃更に揉まれて喘いでいる姿を、澪は今──柚希にたっぷりと晒さらしてしまっていて、

「……………………っ」

　見れば、即そく座ざに止めに入ってくるとばかり思っていた柚希は、顔を真っ赤にしたまま立ち尽つくしていた。

　…──いつもの感情を抑おさえた冷たい雰ふん囲い気きとは、まるで別人のような表情。

　そんな彼女のあり得ない反応が、どれだけ自分が淫らな状態でいるのかを教えてきて、

「あっ……やぁ……ん、ふぅ……あぁっ……はあぁっ」

　澪は激しい羞しゆう恥ちを得て、己おのれの身をぶるりと震わせてしまう。

　それでも澪は、そんな自分のいやらしい姿を柚希に晒し続けた。

　…──万理亜に言われたからだ。

　刃更に屈服する姿を晒せば、柚希に対する牽けん制せいになる──と。

　澪は、刃更が柚希にくっつかれるのを見ると、どうしてもモヤモヤした気持ちになってしまうのを抑えられない。恐らくそれが主への不敬と判断され、催淫の呪いが発動してしまうのだろう。だが、こうして呪いが発動してしまったら、澪は刃更に屈服させられるしかなくなる。それは澪としても恥はずかしいので避さけたいのだが、

　……でも、あたしよりも。

　澪が刃更にこういう行こう為いをされなければいけなくなるのは、柚希の方が嫌いやだろう。

　…──変なところで大だい胆たんな柚希の事だ。

　同居を始めれば、当然のように刃更に対して色々なアプローチをするつもりでいたに違ちがいない。しかし、そんな事をすれば澪が主従契けい約やくの呪いを発動してしまい、刃更に快楽で屈服させて貰うしかなくなると解わかれば、柚希はおかしな真似をしようとは思わなくなる筈はず。

　そう万理亜に言われたからこそ、澪は刃更に屈服させられる自分の姿を、柚希に見せる事を受け入れたのである。

　……そうよ……そのため、なんだから……っ。

　だとしたら、柚希を思い止とどまらせるには、もっと乱れた方が脅おどしになるかもしれない。

　…──よって澪は、より快楽に身を任せてみる事にした。

　乱れてしまうのはそう難しい事ではない。

　刃更にメープルシロップで滅め茶ちや苦く茶ちやにされた……あの時の事を思い出せば、激しい快楽と絶頂の記き憶おくが一気に蘇よみがえってきて、

「っ──────…」

　いけない……そう思った時にはもう遅おそかった。ほんの少しのつもりだったのに、あの時の記憶と現在の感覚が繋つながると、澪の躰からだの中で完全かつ鮮せん明めいに再現されて、

「やぁっ────ふああああああぁぁぁん♥」

　澪の瞳が一瞬でとろけきったものになり、そのまま一気に快楽の渦うずへと呑のみ込まれる。

　だから──そこから先はもう、いやらしいだけの澪になった。いつしか両りよう脚あしをはしたなく開き、はしたなく浮うかした腰を澪は宙に彷徨さまよわせていて、

「あんっ……ふぁ、ん……お兄ちゃん♥　やぁっ……あぁん、はぁっ……お兄ちゃぁん♥」

　刃更に胸を揉まれながら、その快感に振ふり回されるように澪は大胆に腰をくねらせた。

　すると、ショーツから溢あふれた澪のいやらしい蜜みつ液が、はしたない腰の動きのせいでホットパンツの裾すそから零こぼれて、内うち股またをくすぐるようにして太ふと股ももへと伝い始める。

　刃更に胸を揉まれる事で得られる快感は、震ふるえる程に幸せで……そんな自分の姿を柚希に見せつけてやろうと思った。

　…──柚希にとって刃更が大切な幼おさな馴な染じみであるように。

　澪にとって、刃更は大切な家族で、お兄ちゃんで……絶対的な主なのだと。

　すると、

「………………………………」

　見ればいつの間にか、柚希は完全に床ゆかにへたり込んでしまっていて、そんな彼女の姿に澪は得体の知れない優ゆう越えつ感かんを得る。そんなこちらへ、

「ふふふっ、澪さまとってもエッチな顔です……その表情、全部撮とってあげますからね」

　そう楽しそうに言った万理亜がビデオカメラを回していたが、澪は最も早はや構わなかった。

　自分は配下として、主である刃更に屈服しているだけなのだから。何の問題もない。

　何もおかしくない。そして、

「………………行くぞ澪」

　低い声での刃更の宣言は、これから澪へ甘美な止めを刺さす事を意味する予告で、

「っ……うん……お兄ちゃん、お願い……っ」

　肩かた越ごしに振り返り、澪が頷うなずいた瞬間──こちらの胸を揉んでいた刃更の両手に、グッと強い力が込められて。

「────────────」

　その瞬間──成瀬澪はビクンと全身を仰のけ反らせた。

　服の上から胸を揉みしだかれ、柚希に見られながら、万理亜に全すべて撮られながら。

　成瀬澪は、絶頂という形で東城刃更に屈服した。







　…────そして。

「…………ん……ぁ……はぁ……あぁ……♥」

　激しい絶頂の余よ韻いんで恍こう惚こつ感かんの抜ぬけない澪が、ソファに横になったまま動けずにいる中、

「…──と、まあこんな感じで、主従契約の呪のろいが発動すると、刃更さんに屈服して楽にして貰う必要がある訳です。とはいえ、刃更さんと澪さまの主従契約は、今後の戦いを見み据すえると現状必要不可欠な事ですので、どうかご理解いただければと」

「…………………………………………」

　万理亜が楽しそうに言ってくるのを、柚希は床にへたり込んだまま聞いていた。

　何も言えないのは、刃更に屈服している澪の姿が想像を絶するほど扇せん情じよう的だったから。

　そんな柚希に、万理亜はこちらのすぐ隣となりに立って見下ろしながら、

「いや～しかし、柚希さんとしては正直、今の状じよう況きようは受け入れがたいのではないですか？　だって、せっかく刃更さんと同じ屋根の下で暮らせるようになったのに、このままでは指を咥くわえて見ているしかない訳ですし」

　そこまで言うと、幼いサキュバスは薄うすく笑って、

「な・の・で、これはあくまでご提案なのですが……良かったら次の満月の日に、柚希さんも刃更さんと主従契約を結んでみません？」

「お、おい、何を馬ば鹿かな事を言ってんだ万理亜！」

　とっさに刃更が困惑の声を上げる。

　しかし、万理亜は全く構う事なく、

「柚希さんが刃更さんと主従契約を結べば戦力的にも、戦略的にもかなりプラスになります……それに同じ主あるじを持つ配下同士では何をしても、主の足あし手で纏まといにならないよう、呪いが発動する事もなくなります。柚希さんが原因で澪さまの呪いが発動する事がなくなれば、澪さまはもちろん、刃更さんの負担も減りますし」

「…………………………………………」

　万理亜の言葉は、耳を傾かたむける価値は充じゆう分ぶんにあるものだった。

　すると──万理亜は柚希の耳元へと唇くちびるを寄せてきて、

「何より、澪さまが手に入れている刃更さんとの関係のアドバンテージを埋うめられますよ？　そうなれば、より刃更さんに積極的な方が関係を深められます。その場合は貴女あなたと澪さまの、どちらが有利かは言うまでもないと思いますが……どうですか柚希さん？」

　先ほど澪にしたのと同じく、そっとこちらへと囁いてくる。

　…──それは、柚希にとって最も効果的な殺し文句。

　よって柚希が迷う事は一いつ切さいなかった。

　少しでも刃更の助けになれるなら──そして澪に負けずに済むのなら。

　答えなんて最初から決まっていた。

　だから万理亜に頷きを一つ返すと、野中柚希は言った。

　確かな声で、




「…────解わかった。私も刃更と主従契約を結ばせて」
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　…──東とう城じよう家のリビングでは、甘い嬌きよう声せいが響ひびいていた。

　その発生源は二つある。

　一つは、刃バ更サラにされている時の澪みおと柚ゆ希きの映像を映している液えき晶しようテレビ。

　そして、

「んっ……や、あぁん……刃更ぁ……っ──ふあああぁあぁあんっ♥」

　もう一つは、今まさに激しい愛あい撫ぶに絶頂へと及およんだ胡桃くるみだ。

　東城家で同居するようになってから、胡桃は刃更・柚希・澪の三人が学校へ行っている間に、万ま理り亜あから映像と実技を交えた『調教』を受けている。

　だから胡桃は現在、ショーツ一枚という艶あで姿すがたで、背後から抱だきすくめられるように万理亜に両胸を揉まれながら、躰の中で最も敏感な脇わきを舐なめられていた。

　…──そう、この場に刃更はいない。

　刃更にされていると思うようにと、万理亜から指示をされているのだ。

　性感が開発されやすいようにサキュバスの洗礼を受けているため、胡桃の感度は催さい淫いんの呪い発動時の柚希達と同等近くにまで上がっていて、

「あっ……はぁ、んぅ……ふ、ぅ……♥」

　凄すさまじい絶頂の余韻に、官能に熱された甘い吐と息いきを胡桃が漏もらすと、

「これで三回目、と……ふふっ、中々に良いペースですよ、胡桃さん」

　背後の万理亜が舐めていたこちらの脇から舌を離はなし、胡桃の耳元で艶つやっぽく囁ささやいてくる。

「ほら、見て下さい……ショーツがこんなにグッショリ濡ぬれてます」

「あ……やぁ……言わない、で……馬鹿ぁ……っ」

　胡桃は顔を赤くしながら弱い抵てい抗こうの言葉を吐はいた。それまで見ないようにしていたのに、指し摘てきされたらもう見ないフリはできなくて……胡桃は快楽に潤うるんだ瞳ひとみで自分の下腹部を見る。すると、ショーツの股こ間かん部分が完全に胡桃が分ぶん泌ぴつした淫らな蜜で濡れ、生き地じが張り付いた事で一番恥ずかしい場所の形が浮き上がってしまっている。

　そしてショーツの生地が吸収できる量を超こえた淫いん蜜みつが、クロッチの脇から溢れて胡桃の鼠そ径けい部ぶをいやらしく濡らしていて、

「ぁ……あぁ……っ」

　自分の状態を目まの当たりにした胡桃は、どうしようもなく羞しゆう恥ちを湧わき上がらせて力のない声を漏らす。

　そんなこちらに、

「大だい丈じよう夫ぶですよ……澪さまも、それに柚希さんも刃更さんにされる度たびにもっと凄すごい事になっているんです」

　だから、と万理亜。

「胡桃さんも……もっといやらしくなりましょうね」

「…………んっ、本当に……こうしていればお姉たちに追いつけるの……？」

　消える事のない絶頂の余韻に、胡桃が瞳を潤ませながら尋たずねる。

　…──胡桃が万理亜にこんな淫みだらな行為をされている理由。

　それは──刃更と催淫特性の主従契約を結んでいる柚希と澪に、主従契約をしていない状態で追いつくためだ。

　…──夜の駅で敵に襲おそわれていた刃更を助けた後。

　東城家にやって来た胡桃は、柚希と澪が刃更と主従契約を結んでいる事を知った。

　それが──信じられないほど淫らなものである事も。

　とっさには受け入れられなかったが、それでもどうにか納なつ得とくできたのは、刃更たちが窮きゆう地ちを乗り切るために……命を繋ぐために、他ほかに方法がなかったというのも事実だったから。

　そして、嫌いやがる澪や柚希の意思を無視して強ごう引いんに契けい約やくを交かわした訳でもない。

　アクシデントはあったものの、今では澪は刃更との関係について受け入れているし、柚希に至っては万理亜の提案こそあったものの、自分から望んで主従契約を結んでいる。

　……お姉……。

　胡桃は、今は刃更や澪と共に学校にいるであろう柚希を想おもった。

　…──柚希は昔から刃更を本当の家族……否いな、それ以上の存在として想いを寄せていた。

　二人よりもさらに幼かった胡桃は、柚希のように自分の恋こい心ごころを意識する事はなかった。

　……でも。

　それでも今なら解る。

　胡桃もまた──刃更を本当の兄のように思いながら、それ以上の想いを彼に抱いだいていたのだと。その言葉の本当の意味はまだ知らなかったけれど……それでも自分は確かに、刃更に恋していたのだと。

　…──かつて《里》を追われた事で、刃更と胡桃たちの関係は変わった。

　だが現在──柚希は刃更とかつての幼おさな馴な染じみとしての距きよ離りに戻もどった気がする。

　東城家に来れば、胡桃もそうなれると思っていた。

　だが、そうではないのだ。二人の間には幼馴染みとしての関係に加えて主従契約という強力な絆きずなが出来ていて──そして二人は、澪や万理亜と共に関係を進ませてしまっていた。

　…──胡桃には、澪に負けたくないと張り合う柚希ほどの強い対たい抗こう心しんはない。

　勝ち負けを競きそいたい訳じゃない。

　刃更と柚希より年下で、幼い頃ころいつも二人の後を付いて回っていた。

　それは──一いつ緒しよにいたかったから。

　刃更と柚希と共にいて、二人と同じ事をしたかった。

　自分だけ置いて行かれたくなかった。

　だからいつも、必死になって後を追い掛かけていた。

　……けれど。

　現在──胡桃は再び、刃更たちに置いて行かれてしまっている。

　もう嫌だった。自分だけ仲間外れになるのは。

　一人にされるのは。

　だから今、胡桃は柚希と澪を追い掛けている。

　二人のすぐ傍そばにいる、刃更と昔のように幼馴染み同士に戻るために。

　その手助けを自ら買って出たロリエロサキュバスは、

「勿もち論ろんです。絶頂の快楽を刻まれる度に、女の子の感度は上がってゆくんですよ」

　良いいですか、と笑った。

「今の胡桃さんには武器がありません。おっぱいの大きさは澪さまに届かず、お尻しりのエロさは柚希さんに勝てず、かといってロリ度ではこの私に及ばない……つまり、感度で上回るしか胡桃さんの生きる道はないのです！」

「…………それだけなんだ、あたしの生きる道」

　途と中ちゆうから勢いを増してきた万理亜の熱弁に、切ない現実に引き戻された胡桃がげんなりと告げると、

「む～、そんな反はん抗こう的な態度を……胡桃さん、集中力が切れちゃってますよ」

　と不満げに口を尖とがらせた万理亜は、

「これは……性教育的指導が必要ですね」

　そう瞳を光らせるなり、胡桃の最後の砦とりでともいうべきショーツを脱ぬがそうとしてくる。

「ちょっ、何してんのっ!?　パンツまでは脱がなくて良いって話じゃ──…」

「ええ。ですが最後まで脱がなくて良いとも言っていません。抵抗は無む駄だです、さあ諦あきらめていやらしい姿を晒さらす恥ち辱じよくに震ふるえて下さいっ」

　そこからは胡桃のショーツを巡めぐる激しい攻こう防ぼうへと発展し、しかし瞬またたく間に組み伏ふせられた胡桃が呆あつ気けなく敗北を喫きつして。

　そして再び、東城家のリビングに二種類の甘い嬌声が響き渡わたるようになった。

　…──一つは、刃更にされている時の澪と柚希の映像を映している液晶テレビ。

　そしてもう一つは──大切な人の後を追い掛ける勇者の少女の喘あえぎ声。
















自分が存在する事で迷めい惑わくを掛けてしまうと解わかっているのに。

それでも生きたいと願ってしまう──貴方あなたの傍そばで一緒に。







[image: 第６章　東城刃更が最近モテ始めているという噂についてのあれこれ]







　　　　１




　…──体育祭の開かい催さいまで、あと少しと差し迫せまりつつあったある日。

　成なる瀬せ澪みおと野の中なか柚ゆ希きは、放課後の教室で聞き捨てならない話を聞いた。

「えっと……ゴメン、ちょっと待ってくれる？」

　そう言って、澪はまず自分達にその話をしたクラスメイトの相あい川かわ志し保ほを手で制すると、まさか、とばかりに首を横に振ふった。

　そうだ……まだこちらの聞き違いという可能性がある。

　よって澪は、自分の隣となりに座っている柚希に無言の目配せを送った。

　すると、

「…………………………」

　柚希も無言のまま澪と視線を合わせると、こちらへコクンと頷うなずいてくる。

　だから澪も頷きを返す事で、柚希と互たがいの意思統一を行なってから、

「お待たせ……今の、もう一度言って貰って良いかな？」

「いや、だから……東とう城じようが最近、あちこちの女子からモテ始めてるって噂うわさがあるんだけど」

「……………………………………」

「……………………………………」

　思わず黙だまり込んだ澪と柚希の様子を、相川の隣に座っている榊さかき千ち佳かが見かねたのか、

「えっと……二人共、大だい丈じよう夫ぶ？」

　心配そうに尋たずねてきて、そんな榊に、

「え？　全然大丈夫だよ？　やだなぁもう、何でそんな心配そうな顔してるの？」

　手をパタパタ振って笑う澪の隣で、

「…………………………………………………………………………………………………」

　柚希が凄すさまじい長さの沈ちん黙もくを放っている。

　だが、彼女はいつも無表情だし口数も少ないので、むしろこれが普ふ通つうの筈である。

　気持ち、いつもよりも沈黙がちょっと重ための気がするが……これはきっと澪の錯さつ覚かくか勘かん違ちがいだろう。

　……そうよ。

　連日の体育祭の準備の追い込みに加えて、先日は刃バ更サラが夜の駅で何者かに操あやつられた一いつ般ぱん人達に襲おそわれるという事態が起きた。

　胡桃くるみが駆かけ付けてくれたお陰かげで事なきを得たが、あれ以来、澪達はずっと周囲に対して警けい戒かいを続けている。

　…──そうだ。そのせいで自分達は少しばかり疲つかれているのだ。

　だからもう、全然平気なのである。いや本当に。

　すると、

「そっかぁ、大丈夫なんだぁ……じゃあ、この話はもうこれでお終しまいで良いよね？」

「えっ……ど、どうかな～？　折せつ角かくだし、もうちょっと続けても良いんじゃないかなーって、あたしとしては思うんだけど」

　相川の言葉に、澪が「ねえ」と隣の柚希に同意を求めると、

「…………………………………………私も」

　ようやく口を開いた柚希の声こわ音ねは、明らかにいつもよりも冷たいものになっていて、

「──────────」

　それを見た榊が、軽く引いているのに対し、

「あはは、委員長ってば眼めェマジすぎ～」

　ケラケラと相川が笑いながら言った。

　そして気を取り直したように、

「…──で、最近のダウ平均株価指数の話だけど」

「いつから経済の話にっ？　最近、刃更がモテ始めてるって話についてでしょっ！」

「あっれ～、そうだっけ？　シンコクなカワセシジョーの？　セカイドウジカブヤスの流れを今後も中止する的な話じゃなかった？」

「全然違うわねっ。あと、それを言うなら中止じゃなくて注視だからっ！」

　たまたまテレビで見たニュースの文言を適当に言っている感全開の相川に、澪が座っていた椅子いすから立ち上がって突つっ込むと、

「し、志保ちゃんその辺で……いい加減、成瀬さん達が可哀かわい想そうだよ」

「え～？　面おも白しろいの間違いじゃ──…」

　と、そこまで言った相川は、ようやくある事に気が付いたようだった。

「………………………………………………………………………………………………」

「………………………………………………………………………………………………」

　無言でジッと見み据すえるこちらに対し、流石さすがに相川は笑えなくなり、

「え、えっと……」

「…──続き……聞かせてくれる？」

「よ、喜んで～」

　ニッコリと笑ったこちらに、ゴクリと喉のどを鳴らして相川は頷きを返した。

　そして澪と柚希は、相川から事の次し第だいを聞いて、

「…──あたしや柚希が、刃更と同居し始めたのが原因？」

　そう澪が聞き返すと、話をしている最中に少しこちらへの恐きよう怖ふが消えたのか、

「そういう事。成瀬さんと委員長は、それぞれ熱ねつ狂きよう的な男子のファンが校内に沢たく山さんいて、連中から『姫ひめ』とか呼ばれちゃうくらいの存在だったでしょ？」

　だから。

「そんな二人が、二学期になって転校してきた東城を取り合ったって噂が学校中に流れた。そのお陰で東城はクラスの男子だけじゃなくて、全学年の男子を敵に回しちゃったじゃない？」

「それは……まあ」

　確かに刃更の転校初日に、再会を果たした柚希が刃更に抱だき付いて──それを見た澪はとっさに二人の間に割って入り、同居している事を明かしてしまっていた。

　今でこそ刃更はクラスの男子とも普通に話せるようになっているし、最近などは体育祭実行委員会でクラス以外の──それこそ違う学年の人達とも交流するようになっている。

　…──だが、転校当初はそれこそ滝たき川がわ以外とはロクに口も利きいて貰もらえない状態だった。

　そして──刃更は三年の堂どの上うえを始めとする澪派の男子や、同じく三年の穂ほ積づみを始めとする柚希派の男子からも睨にらまれてしまっていた。

　さらに、勇者の一族が澪を監かん視し対象から消しよう滅めつ対象へと切り替かえ、霊れい槍そう『白びやつ虎こ』を与あたえられた刃更達の幼おさな馴な染じみである早はや瀬せ高たか志しを送り込んできた事で生じた戦いの後──柚希もまた同居するようになると、刃更はさらに澪達のファンから反感を買ってしまっていた。

　その事については何となく澪達も気が付いていたし、

　……あとは。

　堂上が先日、体育祭の実行委員会の場で問題を起こし、見かねた刃更によってねじ伏ふせられる羽目になった事件は記き憶おくに新しい。

　事態があそこまでエスカレートしたのは、単に堂上の性格的な問題だけではなく、或あるいは澪を巡めぐって刃更に対して激しい嫉しつ妬とを抱いだいたからかもしれなかった。

　だが、

「…………刃更が一部の男子から睨まれている事は知ってる」

　と、淡たん々たんとした口調で柚希は言って、

「でも、それで刃更が女子からモテる事になるのが解らない」

「あのね……二人と東城君の話って、学校中に広まっちゃってるでしょ？」

　と、榊が柚希の疑問に答えるように言った。

「だから東城君って男子からは敵に回しちゃった意味で注目されてたんだけど、同時に女子からも注目はされていたの」

「それでも、今までは女子から特別な対象として見られるような事はなかったんだよ？　だって成瀬さんと委員長の二人を相手に、男を取り合おうなんて思えるような強つわ者ものはウチの学校の女子にはいないしね」

　でも、と相川。

「東城って、体育祭の実行委員会ではテキパキ仕事をこなして、中ちゆう核かくメンバーの生徒会の補ほ佐さまで任されちゃったでしょ？　それで、実行委員の他ほかの女子の間で、密ひそかに東城って良いいよねって話になってたんだよね」

「そ、そうだったんだ……」

　相川の言葉に、澪は驚おどろいた。

　確かに、実行委員の仕事を的確にこなしていく刃更は、澪や柚希の眼にも格好良く映っていたが、他の女子から人気が出てしまう程ほどだったとは。

「そんな中、こないだの堂上先せん輩ぱいをやっつけた件があったでしょ？　あれで一気に東城の株が上がっちゃったの」

　そして。

「実行委員の女子の間だけだった東城への人気が、そのまま一般の女子にまで広がっちゃったってワケ。あたしらと同じ一年だけじゃなくて、二年の先輩達や、それこそ三年生の間でも評判らしいよ？」

「…………そんな事に」

　柚希が真しん剣けんな面おも持もちで呟つぶやくと、

「あとは、保健室の長は谷せ川がわ先生も東城の事を凄すごく気に入ってるって話なんだよね」

「長谷川先生も？　あはは、まさか……」

　流石にそれはないだろう、と澪は笑った。

「先生と生徒の恋れん愛あいなんて、テレビドラマじゃないんだし」

「でも、男の先生が密かに女子生徒と付き合ってて、卒業後にオープンにして後々結けつ婚こんするって話はよくあるじゃん。なら女の先生が、男子と付き合う事があったって別に不思議じゃないと思うけど？」

「そ、それは……そうかもしれないけど」

　何気ない感じの相川の指し摘てきに、澪はそう返す事しかできなかった。
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「…──いえ、それはむしろ大いにあり得る話ですよ、澪さまっ！」

　そして家に帰った後、相川達から聞いた話を澪が伝えたところ、万ま理り亜あはリビングのソファの上で隣となりのこちらへと身を乗り出しながら言った。

　…──澪と一いつ緒しよに帰宅した刃更と柚希は現在、二人で夕食の材料の買い出しに出ている。

　これまで買い物の類たぐいは澪達が学校へ行っている間に万理亜が済ませていたのだが、ゾルギアの一件で母親のシェーラを囚とらわれていた万理亜は、ゾルギアに従わざるを得なかった。

　結局、ゾルギアを撃げき退たいした事で事態は解決したのだが、その時の事が万理亜の所属している穏おん健けん派で問題となり、万理亜はしばらく東城家から出歩かずに謹きん慎しんしているように命じられている。

　もちろん夕飯の材料の買い出しくらい、高校生ともなれば一人でも行なえるが、

　……それでも。

　刃更が駅で一度狙ねらわれている問題が解決していない以上、澪達も含ふくめて念のため単独行動は控ひかえる事にしている。

　そして今日は、刃更と柚希が買い出しの当番という訳だ。

　そんな二人のいない東城家で、

「いや、でも……あの長谷川先生までなんて」

　流石にそれはないだろう、と澪は思う。

　…──確かに、刃更は格好良いと思う。

　それは澪や柚希も大いに認めるところだ。

　これまでその事実に気が付いていたのは澪や柚希といった、刃更の素す性じようをよく知る者に限られていたが……それが体育祭実行委員会という普ふ段だんとは異なる場を通じて他の女子にまで広がった事はまだ理解できる。

　それでも澪と柚希は、嫉妬を抱いて主従契けい約やくの呪のろいを発動させ、催さい淫いん状態に陥おちいるような事はなかった。

　…──そう、自分達は単に刃更と同居しているだけではない。

　刃更と主従を結んでもいるし、戦せん闘とう力を上げる目的で彼へ屈くつ服ぷくする際に、信じられないような淫みだらな行こう為いにも遺い憾かんながら及およんでいる。

　……それに。

　ゾルギアの件の後には、澪も柚希もとうとう刃更とキスまでしているのだ。

　無論、それで付き合って恋愛関係になった訳ではないが……それでも自分達の関係は、これまでの止やむを得ずに主従契約を結んでいた時とは、僅わずかに別の意味が混ざり始めている事を澪は感じていた。

　柚希ほど解わかりやすくはないが、澪も今はもう既すでに己おのれの刃更への好意を自覚している。

　だからこそ、先日は柚希と一緒に雌めす犬の真似まね事ごとをするという、とんでもないプレイだって頑がん張ばる事ができたのだ。

　……まあ。

　胡桃に見られていた事に気が付いた時は、色々とメンタル的に挫くじけかけたが。

　それでも、他の女子よりは自分達の方が刃更との関係において大きくリードできているという自負はあるため、嫉妬するまでには至らずに済んでいる。

　そして澪と柚希は、刃更と主従契約を結んだ者同士という事で、互たがいへの嫉妬心で呪いが発動して主あるじである刃更の足を引っ張る事のないよう、催淫状態になる事はない。

　……もしも、あたし達が嫉妬するとしたら。

　真っ先に思い浮うかぶのは万理亜や胡桃だ。

　澪も柚希も、二人が刃更と必要以上に接近したりしているのを見たら、内心穏おだやかではいられなくなる。

　現に万理亜などは、たまにわざと刃更にくっついて、それを澪や柚希に見せつけたりしてこちらを催淫状態にしようとしてくる。

　無論、それがわざとだとは解っているので、澪や柚希も刃更に楽にして貰わなければいけないような強きよう烈れつな催淫状態に陥る事はないが、それでも身体からだの奥が熱くなってしまう。

　万理亜が相手でもそうなるのだ。よって、澪以上に刃更に対して素す直なおになれない胡桃が、刃更と何かしていたら、かなり強く呪いを発動してしまう事だろう。

　…──その胡桃は現在、一人でお風ふ呂ろに入っている。

　例の雌犬プレイを目撃してしまった後──感情的になっていた胡桃は、万理亜に言いくるめられる形でサキュバスの洗礼を浴びて強烈な催淫状態に陥り、刃更と柚希の二人によって滅め茶ちや苦く茶ちやにされ、いやらしく屈服する羽目になった。

　そして、それ以来すっかり万理亜に主導権を握にぎられてしまっているようで……澪達が学校へ行っている間に、色々とエッチな悪戯いたずらをされてしまっているようだった。

　裸はだかな上に密室のお風呂は、それこそエッチな悪戯をするにはもってこいの場所だ。

　だから万理亜が澪と話し込んでいる今の内に、これ幸いと今日の入浴を済ませてしまう事にしたのだろう。

　……大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど。

　本当に嫌いやがっていたら問題なので、柚希にそれとなく胡桃の本心を確かく認にんして貰ったところ、どうやら澪や柚希が刃更にされている事を万理亜から聞かされて、対たい抗こう心しんから万理亜のエッチな悪戯にも受けて立っているらしい。

　だから──当面の問題は、刃更の人気が長谷川にまで及んでいる事だ。

　…──確かに、澪や柚希は刃更の事が好きだ。

　恐おそらく胡桃も何だかんだ同じ気持ちなのだろうし、万理亜も澪達とはやや違うにしても刃更に対して異性として好意を持っているのだろう。

　しかし、それはあくまで近い年とし頃ごろの異性として見る事ができているからだ。

「あんな美人で、大人の女性の長谷川先生からしてみたら、刃更だってその辺にいるただの子供にしか見えないと思うわよ？」

「確かにその可能性も否定できません。ですが、私が心配しているのは刃更さんの方です」

　澪の問い掛かけに、万理亜は首を横に振ふって言った。

「良いですか？　この家に暮らしている女性は全員が刃更さんと同い年か、年下です。そして何度か刃更さんは理性を飛ばしてしまっているものの、思春期の健康な男子である事を考えれば、本来はもっと暴走していなければおかしいとは思いませんか？」

「最近は淡たん泊ぱくな男子も増えているって聞くけど？　ほら、草食系とか絶食系とか」

「そんな事はあり得ません。刃更さんはかなりの肉食系で、幾いくらでもイケちゃうタイプです。絶対間ま違ちがいありません、淫いん魔まサキュバスの私が太たい鼓こ判ばんを押します！」

「嫌な太鼓判ね……」

「とにかく、そんな刃更さんが男の欲望を抑おさえられているとしたら、何かしらの理由がある筈はず……勇者の一族として生まれ育ち、厳しい修しゆ行ぎようにも耐たえてきたんです。そうした欲望を抑える事に長たけているのかもしれませんが、全く別の可能性もあります」

「別の可能性……？」

「刃更さんは私達と同居しています。そして、澪さまや柚希さんと主従契約を結んだり、私のサキュバスとしての努力の甲か斐いもあって、女の子の裸やエッチな行為にはあまり事欠かない生活を送っている。つまり、同い年以下の女子への免めん疫えきが作られやすい環かん境きようにいる訳です」

　しかし。

「そんな刃更さんからしてみれば、大人の女性の色気は正に新しん鮮せんそのもの。その色いろ香かに惑まどわされて、ころっと行っちゃったりする事は充じゆう分ぶんにあり得ます」

「いや、でも長谷川先生は刃更を駅で襲おそった犯人かもしれない容疑者の一人なのよ？」

「だからこそです。一いつ般ぱん人を操あやつって襲しゆう撃げきに失敗したのなら、次はやり方を変えて直接刃更さんをどうにかしようとしてくるやもしれません」

「あたし達に長谷川先生も怪あやしい一人だって言ったのは刃更じゃない。その当の刃更が引っかかる訳が──」

「澪さま……容疑者への警けい戒かい心しんと、刃更さんの免疫は同列には語れない別の問題ですよ。それに──その長谷川先生が、もの凄いテクを持っていて、刃更さんを無理やり骨ほね抜ぬきにして籠ろう絡らくしちゃうかもしれないじゃないですか」

「まさか……それこそ、そんな事になる筈」

「おや、ご自身が刃更さんと主従契約を結んだ時の事を考えてもそんな事が言えますか？」

　思い出して下さい、と万理亜。

「あの時の澪さまは、ご自分があんなにも快楽を得てしまい、あのように刃更さんに身も心も屈服してしまうなんて思いもしていなかったでしょう？」

「そ、それは──…」

　万理亜の言う通りである。思わず赤くなった澪は、

「でも……あれは、主従契約の呪いで催淫状態になっていたせいでもあるし」

「ええ、勿もち論ろんそうです。ですが、別に催淫効果はサキュバスの魔力特性で主従契約を結ぶ以外にだって幾らだってありますよ。『魅み了りよう』の魔法だってありますし、それにこの世界は、男性を惑わす女性の神々や悪魔のエピソードで溢あふれているじゃないですか」

「…………それが長谷川先生だって言うわけ？」

「断言はしません。私がしているのはあくまで可能性の話です。何より、養護教きよう諭ゆの長谷川教諭が怪しいかもしれないと言ったのは刃更さんですよ」

　だから。

「考えようによっては、その時点で既に刃更さんは長谷川先生を意識していると言えなくもありません。そんな状態で、もしも相手に無理やり催淫状態にされて、大人の色香で強ごう引いんに滅茶苦茶にされてしまったとしたら。果たして刃更さんに抗あらがう術すべがありますかね？」

「…………………………………………」

　万理亜の言葉を鵜う呑のみにするつもりはないが、しかしゾルギアの配下だったゼストという女性魔族の美しさは、澪の眼めから見ても凄すさまじいものだった。

　聞けば彼女はゾルギアの毒どく牙がには掛からずにその純潔は守られていたようだが、それでも男を楽しませるためだけに存在している女性魔族というものは、確かにいるのだろう。

　…──澪は刃更の事を信じている。

　だが現在、自分達の中で刃更が狙われている可能性が高いのは事実だ。

　ならば自分は家族として、そして主従契約を結んでいる配下として、彼を守る方法を考えなければならない。

　よって、

「……………………どうすれば良いいの？」

　澪がその方法を問うと、万理亜は自信たっぷりに己の胸の辺りをドンと手で叩たたいて、

「お任せ下さい……こんな事もあろうかと私、『良いもの』を用意してあります！」




　　　　３




　リビングで発せられた万理亜の自信たっぷりな宣言に、

「…………もう、また何か騒さわいでる」

　浴室で髪かみを洗っていた胡桃は、やれやれと嘆たん息そくした。

　あのロリエロサキュバスの事だ──どうせロクでもない事に決まっている。

　……良かった、早めにお風呂に入る事にして。

　澪や柚希が刃更と主従契けい約やくを結んで、刃更から淫らな行こう為いをされて屈服していると聞かされ……さらには万理亜がその様子を撮さつ影えいした動画を証しよう拠ことして見せられた事で、二人に追い付け追い越こせとばかりに、連日のように万理亜からあれこれといやらしい事をされてきたが、流石さすがにそういつもいつも唆そそのかされてばかりはいられない。

　あのロリエロサキュバスは、きっと胡桃にしたように、言葉巧たくみに刃更達の事も唆して、色々とエッチな行為をしなければならない状じよう況きようを作り出しているのだろう。

　とんでもない話ではあるが、とはいえ刃更達が主従契約を結んでいなければこれまでの危機を乗り切れなかったのは事実なのだろうし、今後さらなる強大な敵の襲来に備えて、より主従の絆きずなを深めて戦せん闘とう力を上げておきたいという考えは一いち概がいに否定できない。

　…──事は、刃更達の命が懸かかった問題なのだ。

　よって、その手伝いを胡桃にもして欲しいと言われると、嫌だと反発しながらも完全には断りきれないものがある。

　姉である柚希や、幼おさな馴な染じみである刃更を死なせる訳にはいかないし、

　……それに。

　先代魔王の一人ひとり娘むすめではあるが、それでも澪がこの世界に深刻な害をもたらす存在ではなさそうな事は、同居を始めてまだ数日しか経たっていない胡桃にも理解できている。

　……普ふ通つうの女の子、だよね。

　明るくて可愛かわいくて、活発だけど優やさしい女の子。

　それが澪を知るにつれて抱いだいた、彼女に対する胡桃の印象だ。

　もしも普通に出会っていれば、きっとすぐに仲良くなっていただろう。

　…──それは万理亜にしても同様だ。

　エッチな事をしてくるのは勘かん弁べんして貰もらいたいとは思うけれど……刃更が澪と万理亜の二人を守ろうとしたのは、そうしたいと思える何かを彼女達の中に見み出いだしたからだろう。

　それが解わかったからこそ、柚希もまた勇者の一族の使命に背そむいてまで、刃更達の側に回って高志と戦ったのだ。

　……それに。

　澪は、一いつ緒しよに暮らし始めた胡桃に対して色々と気を遣つかってくれていた。

　勇者の一族としての立場上、先代魔王の娘に対して警戒を緩ゆるめる訳にはいかないこちらに、澪はどうにかして距きよ離りを縮めようとあれこれと話し掛けてくれる。

　対する胡桃はと言えば……素っ気ない態度を取り続けているのが現状だ。

　……でも。

　自分のせいで、東城家の空気が気まずいものになっている事は理解している。

　そして柚希が、刃更が大切にしているものを守りたいと言ったように──胡桃もまた。刃更や柚希が大切にしているものを守りたいと思っている。

　だが、今の胡桃が生んでしまっている空気は、そんな想おもいとは裏腹な……むしろ逆効果となってしまうものだった。

「…………いつまでも意地ばっか張ってられないよね」

　そう呟つぶやくと、胡桃は頭についたシャンプーの泡あわを洗い流した。

　そして、トリートメント用のリンスをゆっくりと髪に馴染ませながら思う。

　向こうから強引に迫せまってきた形ではあるが、それでも胡桃と万理亜はかなり打ち解けてきている。だとしたら、こちらを気遣ってくれている澪に対して、いつまでもぶっきらぼうにしているのは違うだろう。

　勿論、《里》からの指令は絶対だし、それに反するつもりもない。

　それでも、

「そろそろ普通に接さなくちゃ……後でお姉や刃更に相談してみようかな」

　澪と打ち解けるために、間に入って貰えないか──と。

　そして胡桃は「うん」と頷うなずきを一つすると、リンスを髪に馴染ませるために時間を置いている間に、身体からだを洗う事にした。タオルに掛けたボディソープを布地で挟はさんで擦こすり合わせるようにして泡立てると、胡桃は全身をくまなく洗ってゆく。

　その時だった──不意に胡桃の鼓こ動どうが高鳴り、全身が火ほ照てり始めたのは。

「何これ……のぼせた、かな……？」

　早く上がった方が良いかもしれない。

　胡桃は髪の毛に馴染ませていたリンスと身体に付いたボディソープの両方を一気にシャワーで流そうとして──しかし、シャワーノズルを落っことした。

　いけない、と拾おうとして、

「あ、れ……？」

　そのまま視界がぐるりと回り、胡桃は浴室の床ゆかに仰あお向むけに倒たおれ込んだ。

　そうしたらもう起き上がれなくて、

　……どうしよう……っ。

　このままでは──と、胡桃は声を出してリビングの澪や万理亜を呼ぼうとするが、

「…………………………っ」

　一いつ瞬しゆん、魔族である澪や万理亜に借りを作って良いのかという想いが脳のう裏りを掠かすめて、思わず言葉を呑のみ込んだ。

　それでも、このままだと自分は危険かもしれない──そんな不安が膨ふくれ上がる中、

『…………ねえ胡桃ちゃん、お風ふ呂ろの最中にご免めんね。ちょっと良い？』

　浴室のドアを隔へだてた向こう──脱だつ衣い所の方から呼び掛かけが来た。

　澪だ。どこか心配そうな声で、

『もう身体って洗っちゃった？　何か万理亜がね……刃更に使わせようと企たくらんで、催さい淫いん効果のあるボディソープを仕込んでいたみたいなの』

「────────…っ？」

　ありすぎる心当たりに思わずギョッとなった胡桃に、扉とびらの向こうで澪が言った。

『ご免ね、何か赤いボトルらしいんだけど……使っちゃったりしてない？』

　その言葉が、今の胡桃の状態の原因であり元げん凶きようだった。

　すると、

『いや～すみません……うっかり胡桃さんには伝えるのを忘れちゃってまして』

　襟えり首くびを掴つかんで連れてこられたのか、しれっとした万理亜の声が聞こえてきて、

　……っ、あのロリエロサキュバスぅぅぅ……！

　とっさにしばき倒してやりたい気持ちに駆かられたが、最も早はやそれどころではなかった。

　自分がのぼせたのではなく、催淫状態にある事を理解すると、それまで身体を火照らせていた熱がどんどん甘い快楽へと変わり始めて、

「やぁ……んぅ、はぁ……♥」

　必死に声を我が慢まんしようとした胡桃は、しかし漏もらした吐と息いきを甘いものにした。

　最早──何も言い訳ができない程ほどに。







　…──扉の向こうの胡桃の様子がおかしい。

　そう察した澪の判断と動きは迅じん速そくだった。

「ゴメン胡桃ちゃん──開けるね」

　そう告げると浴室の扉を開いていき、そして想像した通りの光景がそこにあった。

　全身を紅潮させた胡桃が床に倒れていて、

「んっ……澪ぉ……っ」

　喘あえぐようにこちらを呼んだ彼女の瞳ひとみは、甘かん美びな熱で完全に潤うるんでしまっていた。

　これまで、ほとんど「ねえ」とか「あんた」としか呼ばれていなかったので、こうして名前を呼ばれた事は嬉うれしい。

　だが、はっきり言って今はそんな感かん慨がいなどに浸ひたっている場合ではなかった。

　澪は即そく座ざに隣となりのロリエロサキュバスの首を絞しめ上げて、

「どうすんのよこれっ！　案の定、胡桃ちゃんすっかりヘロヘロじゃないっ！」

「ぐはぁぁ澪さま、落ちるぅ……ど、どうか落ち着いて下さ……っ」

　ギブギブとこちらの腕うでを叩く万理亜を仕方なく解放してやると、

「…………き、基本的には主従契約の呪のろいを発動させてしまった時の、催淫状態に陥おちいっている澪さま達と同じです。楽にしてあげれば良いんですよ」

「楽にって言ったって……刃更はまだ買い物から戻もどってないじゃない！」

　しかも、前に近所のスーパーで絡からまれた事があったため、今日は駅前のスーパーの方へ行くと言っていた。携けい帯たいを鳴らして呼び戻そうにも、しばらく掛かってしまうだろう。

　だが今の胡桃の様子を見るに、そんな猶ゆう予よがあるとは思えない。

　一刻も早く助けてあげなくては。

　すると、

「ああ、それならば大だい丈じよう夫ぶです。これは主従契約の呪いではありませんから。柚希さんの主従契約を元にしたサキュバスの洗礼とも違います。楽にするのは誰だれでも大丈夫です」

「誰でも、って……じゃあつまり」

「はい──現状、私か澪さまのどちらかか、或あるいは二人で一緒にという事ですかね」

「…………頭の痛くなるような究極の選せん択たくね」

　万理亜の言葉に、澪は気が遠くなるのを感じた。

　しかし胡桃の様子を見るに、どうやら迷っている時間はなさそうだ。

　万理亜にこうなってしまった責任を取らせてやりたいところだが、このロリエロサキュバスにこの状況を任せるのは危険すぎるし、

　……それに。

　澪はもうこの状態の胡桃を目もく撃げきしてしまった。

　このまま万理亜に任せて自分だけ回れ右をするような真似まねをしたところで、胡桃がどうなってしまうかなど明白だ。

　恥はずかしさを募つのらせた胡桃は、これまで以上に澪に対して心を許さなくなる。

　…──そんな状況は、色んな意味で避さけたかった。

　かといって、胡桃が万理亜にされているところを黙もく認にんするというのはもっと違うだろう。

　だから、

「…………あたしがやるしかない、か」

　澪はハァと嘆たん息そくしつつ、己おのれの心を決める。

　すると、

「ですね。今回は澪さまがやられるのが良いと思います。私はもう、澪さま達が学校へ行っている間に胡桃さんとはすっかり仲良しの親友になってますので。これを機に、澪さまもぜひ胡桃さんと親交を深められてはいかがかと」

「親交を深めるなら、もっと普ふ通つうなのが良かったわね……」

　澪が恨うらめしそうに言うと、自分が責められていると思ったのか、

「っ……はぁ……ご、ゴメンね澪……んぅっ♥」

　胡桃が泣きそうな顔でこちらへと謝ってくる。

　だから澪は慌あわてて、

「ああ違うの胡桃ちゃん、気にしないで。悪いのは、全部この馬ば鹿かだから」

　言いながらジト眼めで睨にらんでやると、

「そんな。責任を取ってどうにかしろと言われれば、私がサキュバスの誇ほこりと絶技に懸かけて胡桃さんを楽にして差し上げること請うけ合いですが」

　しれっと言い放つ万理亜の頭に、澪はチョップを叩たたき込んだ。

　痛ぁーと頭を押さえて蹲うずくまる馬鹿は放置。

　そして、

「…………………………」

　澪は──ゆっくりと着ている服を脱ぬぎ始める。

　そんなこちらに万理亜が、

「おや……澪さま、ここでされるんですね」

「…………ええ。その方が胡桃ちゃんには良いいでしょ」

　もちろん、倒れている胡桃を抱かかえてリビングや澪の部屋などへ移動する事もできる。

　だが──それでは胡桃を楽にはしてやれても、こちらとの関係が良好になる事はない。

　催淫状態に陥っている裸はだかの胡桃を、服を着たままの澪が催淫状態から救ってあげるというのは、明らかに互たがいの立場が対等ではなくなる。

　……それこそ。

　主従契けい約やくを結んでいる刃更が澪や柚希を楽にするのに近い。

　裸を晒さらしてしまっている配下を、普段通りに服を着たままの主あるじが屈くつ服ぷくさせるように、衣服の有う無むは互いの立場に上下関係を付けてしまう。

　…──刃更と澪達がそれをするのはまだ良い。

　刃更と自分達とは主従契約を結んでいるのだから。

　……でも。

　澪が胡桃に対して同じ事をする訳にはいかない。

　胡桃を屈服させたいのではなく、仲良くなれたら……と、そう思っているから。

　だから澪はオフショルダーのニットワンピを脱だつ衣い籠かごに掛けると、ファスナーを下ろしてデニムのショートパンツを脱いでいった。

　そして軽く躰からだを前ぜん傾けいさせながら背中へ回した両手でブラのホックを外すと、自然とストラップが肩かたからずり落ちる格好になり、簡単に腕を抜ぬく事ができる。それは、

　……また胸が大きくなったんだ。

　澪は洗面台の前に立ち、鏡に映る自分の姿を見た。

　…──刃更と主従契約を結んでから、澪の躰つきは少しずつ変化してきている。

　サキュバスの催淫特性がある主従契約の呪いを鎮しずめるため、主である刃更によって与あたえられる凄すさまじい性的快感によって、本来はあり得ない程の女性ホルモンや成長ホルモンが分ぶん泌ぴつされているのだろう。腰こしのくびれから尻しりにかけてのラインが、刃更と出会ったばかりの頃ころと比べてどことなく艶なまめかしくなっている。

　そして──それ以上の変化が生じているのが胸だ。

　澪を屈服させるために、刃更がこちらを攻せめてくるのは弱点である胸が多いのが理由なのだろうが……以前と比べて明らかに大きくなっている。

　…──サイズだけではない。

　感度もどんどん上がってきており、得られる快感が凄すごくなってきている。

　澪の性感が──刃更によって開発されているのだ。

　……あたしの躰……いやらしくなってきてるんだ。

　自分で自分の裸を見て、恥ずかしいと思う……だが、そんな己の淫みだらな躰を晒すからこそ、胡桃だけに恥ずかしい想おもいをさせずに済むのだ。

「…………………………」

　だから澪はショーツを脱ぐと、浴室の中へと足を踏ふみ入れた。

　すると、

「……………………………っ」

　床ゆかで仰あお向むけになっている催淫状態の胡桃が、不安げにこちらを見上げてくる。

　…──当然だ。

　東城家へやって来た晩、胡桃は万理亜のサキュバスの洗礼を浴びているが、あの時は刃更と柚希というよく知る二人に楽にして貰もらっている。

　一方の澪は──胡桃が最も敬遠していた相手だ。

　よって、

　……まだ足りないかもしれない。

　このまま楽にしてあげても、羞しゆう恥ちを募らせた胡桃は心を閉とざしてしまうかもしれない。

　だから、そうならないための解決方法を澪は探し──そして見つけて、

「───────────」

　澪は赤いボディソープのボトルを取ると、意を決したように蓋ふたを開けて中身を己の手に掛かけて、それを自分の身体からだに塗ぬった。

　分量は澪が普段、身体を洗う時に使用する倍ほどだ。

　これならきっと、胡桃が使った量よりも間ま違ちがいなく多い筈はず。

「…………………澪？」

　驚おどろいたように眼を丸くした胡桃に、

「こうすれば、あたしも胡桃ちゃんと同じ状態になる。これなら少しは恥ずかしくなくなるでしょ？　それに、これで胡桃ちゃんだけが助けて貰わなきゃいけない形でもなくなる。あたしも誰かに助けて貰わないと駄だ目めになっちゃうから……んぅっ♥」

　喋しやべっている間に肌はだから体内に浸しん透とうした万理亜のボディソープは、あっという間に澪を催さい淫いん状態にした──それでも、主従契約の呪いが強く発動してしまった時と比べればマシだ。

　……大丈夫。

　これぐらいの感覚ならば、胡桃を楽にしてあげるのが疎おろそかになってしまう事はない。

　すると、そんな澪の想いを理解してくれたのか、

「っ……澪ぉ……」

　ポロポロと涙なみだを零こぼしながら、胡桃はこちらを呼んできて……だから澪は胡桃のすぐ傍そばに腰を下ろすと、優やさしく彼女を抱だき起こしながら「大丈夫だよ」と抱き締しめた。

　そして──耳元で囁ささやくように告げる。

　己の恥ずかしさを隠かくさずに、

「…………貸し借りはなしにしたいの。だから胡桃ちゃんもあたしを助けてね」




　　　　４




　…──そうして澪が胡桃を楽にしてあげるために、文字通り一肌脱いでいた頃。

　買い物へ出掛けていた刃更もまた、一いつ緒しよに来ていた柚希を屈服させる事になっていた。

　駅前のスーパー。

　夕方という時間帯もあって、特売セールが始まり平日ながら主婦を中心としたお客でごった返す店内で、

「っ……大丈夫か、柚希……？」

「…………ん、はぁ……っ……何とか……」

　横から支えるように刃更が柚希の腰を抱きながら問うと──主従契約の呪いを発動させて催淫状態に陥った柚希は、頬ほおを紅潮させ吐と息いきも切なげなものにしながら頷うなずいた。

　服の上から触ふれている柚希の躰は、普段よりも柔やわらかくなっている。

　それは催淫状態の柚希の躰から力が完全に抜けてしまっているからで、

　……クソっ、何だってこんな事に……っ？

　柚希がこうした状態になってしまった理由が解わからず、刃更は思考を戸と惑まどわせた。

　…──柚希が主従契約の呪いを発動する事は、澪と比べるとかなり少ない。

　呪いは、配下が主を裏切るような真似をしたり、主に対して後ろめたい感情を抱いだいてしまった場合に発動する。そういう事になってしまうのは、基本的に澪なのだ。

　もちろん根は優しく良い子なのだが、澪は刃更に対してつい素す直なおじゃない言動を取ってしまう。そうした自身の態度に後ろめたさを得て、呪いが発動してしまうのだろう。

　一方、ストレートに刃更への好意を行動で示してくる柚希は、刃更に対して後ろめたい感情を抱くような事はほとんどなく、呪いで催淫状態になってしまう事は少なかった。

　…──勿もち論ろん、主従契約の呪いは別の角度からでも発動する場合もある。

　それが『嫉しつ妬と』だ。

　主の移り気を疑うその感情は、主への信しん頼らいを疑う事によって生じるもの。

　主を大切に想っているのに、疑念を抱いてしまう……渦うず巻まく暗い感情によるその後ろめたさは強力にして濃のう厚こうで、ある意味では主に対する最大の裏切りとなる。

　柚希が刃更に対して裏切りや悪感情を抱く事がほぼない以上、主従契約の呪いを発動させる原因としては嫉妬心しか考えられないのだが、

　……でも、何でなんだ？

　刃更はまだ腑ふに落ちない。

　たとえばこれが、刃更と一緒に買い物へ来ていたのが万理亜で、柚希は留守番をしていたというのならばまだ理解できるのだ。万理亜がわざと刃更に密着し、それを目もく撃げきさせる事で柚希が嫉妬して呪いが発動した事はこれまでにもあった。

　本来は一番の嫉妬の対象は澪だが、彼女は嫉妬による呪いの発動の対象外である。

　配下同士が互いへの嫉妬で呪いを発動させる事は、主の手間を余計に増やす事に繋つながるという理由から、主従契約の呪いは発動しないようになっているのだ。

　また胡桃に対しては、雌めす犬プレイを見られた後の流れで刃更と一緒に胡桃を屈服させた事で姉としてのプライドを満たせたのか、余よ裕ゆうを持って接する事ができているらしい。

　…──そんな中、刃更が万理亜と二人だけで外出するようなケースは非常に少なかった。

　うっかりあのロリエロサキュバスを刃更と二人きりにしようものなら、どんな事になるか解らず──そうした想いを抱いた留守番中の柚希や澪が呪いを発動して催淫状態になりでもしたら困るからだ。

　普ふ段だんの買い物については万理亜が一手に引き受け、刃更達が学校へ行っている間に済ませているのは、彼女が家事全ぜん般ぱんを担になっているからだけでなく、そういった側面もあった。

　だが──今日の買い物は、刃更と柚希の組み合わせである。

　買い物をしている最中、刃更は他ほかの異性の話は一いつ切さいしていないし、店内の通路で擦すれ違ちがう女性客に見み惚とれるような真似まねもしていない。

　そんな気持ちになる訳がないのだ。

　…──この所、柚希や澪の女性としての魅み力りよくが加速度的に増している。

　ただでさえ学校内でファンクラブが作られてしまうほど可愛かわいかったというのに、最近の彼女達は何気ない時にも凄まじい色気を放っている。

　万理亜の分ぶん析せきでは、それは刃更に屈服するためにいやらしい行こう為いを繰くり返している事で生じた変化との話だったが、

　……参ったよな、本当に。

　普段の日常ですらそうなのだ。催淫状態に陥った時など、それこそ二人の艶めかしさはとんでもない事になっており、刃更の自制心は今ではもう風前の灯ともし火びになっていた。

　現にゾルギアの一件の後、刃更はこれまでどうにかギリギリの所で保っていた己おのれの理性を完全に飛ばして、澪を襲おそってしまっている。

　あれ以来、刃更の中ではどうにも箍たがが外れやすくなってしまっているのだ。

　よって今の刃更は、同居している女の子達を否いや応おうなく意識してる状態で、今日の買い物の最中も、柚希はずっとこちらに腕うでを絡からめて身体を密着させたまま離はなれてくれず、刃更は必死に頭の中で２から順番に素数を足してゆく計算をしていたくらいである。

　…──だからこそ、柚希が主従契けい約やくの呪いを発動させた理由が解らない。

　だが、彼女が今こうして催淫状態に陥おちいっているのは紛まぎれもない事実であり現実だ。

　よって、とにかく柚希を屈くつ服ぷくさせられる場所を探す。

　……駅前まで出てきていたのは不幸中の幸いだったな。

　以前、澪と一緒に家の近所のスーパーに買い物へ行った際に不良達に絡まれた事があったため、今日は駅近くの商業ビルの中に入っているスーパーを訪おとずれていた。

　利用者の数は増えてしまうが、しかし建物の構造上、他の人が来にくいような場所は多く存在している。そうした場所で人ひと除よけの結界を展開すれば、他の人の眼めには付かず、また魔ま力りよくを帯びている結界の中の映像や音を監かん視しカメラが捉とらえる事もない。

　そうして、

「…………よし、ここなら」

　刃更が柚希を連れ込んだのは、非常用の階段の踊おどり場だった。

　……問題ない、な。

　人除けの結界を展開して一時的に立ち入れなくしても、周囲に大きな迷めい惑わくは掛からない。

　刃更は柚希の腰に両腕を回して彼女と向かい合う体勢になると、踊り場の壁かべに背中を預けてゆっくりと床へと腰こしを下ろした。その時にはもう、柚希はすっかり呪いの催淫効果で瞳ひとみを潤うるんだものにしていて、

「んっ……はぁ、お願い刃更……」

　屈服させられる事を求めるように、刃更へと撓しな垂だれ掛かってくる。

　そんな柚希の艶つやっぽさに、

「っ──────…」

　刃更はすぐにでも自分へと激しく屈服させてしまいたい欲望に駆かられる。しかし、その前にやらなければならない事があった。

　だから問う。

「…──なあ柚希、お前がどうして呪いを発動させちまったのか理由を教えてくれ」

　激しい快楽で意識を飛ばさせて、強ごう引いんに柚希を楽にしてやる事はできる。

　…──しかし、それでは根本的な解決には至らない。

　意識を取り戻もどせば、柚希はまた嫉妬心を募つのらせて呪いを発動させてしまうだろう。

　そうさせないためには、柚希の気持ちを乱してしまった原因を刃更が理解し、安心させてやる必要があった。

　すると、催淫の熱で瞳を蕩とろけさせていた柚希が、

「っ……学校で、相川と榊から聞いた……」

　それでも少し恨うらめしそうな眼をしながらそう言って。

　そして──柚希は刃更に事情を話してくれた。

　近ちか頃ごろ、他の女子達の間で刃更の人気が上がっており、養護教きよう諭ゆの長谷川も刃更の事を気に入っているという噂うわさがある件について聞かされた……と。

　他の女子達からの評判については刃更も初耳だったが、長谷川が刃更を気に入っている節があるのは本当だった。そうでなければ、わざわざ家に招待して手料理を振る舞ってくれたり、それこそ入浴を共にしたりはしないだろう。

　そして長谷川は、あの大きな乳ち房ぶさで刃更の背中を洗ってくれただけでなく、初めてのキスまで捧ささげてくれて……刃更が理性を飛ばしてこちらから強引に求めても、長谷川は刃更の事を受け入れてくれた。のぼせてしまったのか、途と中ちゆうで刃更は意識を飛ばしてしまったが、眼を覚ました時の長谷川の言葉から察するに、あの浴室での事は夢ではない筈だ。

　……でも。

　長谷川もまた現状では、一いつ般ぱん人を操あやつって駅で刃更を襲しゆう撃げきしてきた事件の容疑者だ。

　もしも長谷川が真犯人だとしたら、ああやって刃更に接近してきたのは何かしら狙ねらいがあっての事なのだろう。

　とはいえ長谷川が無実の可能性もあるため、あの晩の事は柚希達には伝えていない。

　長谷川は刃更を信じ、悩なやみを打ち明けた結果としてああなったのだ──それを他の誰だれかに話すような事はできない。

　よって柚希からしてみれば、長谷川が刃更を気に入っているという噂は、刃更を襲った可能性を高める証言にしかならず、嫉妬を抱く対象にはならない気もする。

　だとしたら導き出される可能性は、

「…──俺が他の女子から人気があるって話が気になっていたのか？」

　と刃更が柚希に原因を尋たずねると、

「…………………………っ」

　刃更の腕の中に収まっている柚希がコクンと頷きを返してくる。

　原因は解った。だが、まだ理解はできない。

「どうしてだ？　柚希は俺が、他の女子とその……付き合ったりするとか思ったのか？」

　話した事もないような女子達に何を言われようが、刃更が柚希達よりも好意を抱くような事は絶対にない。それぐらいの信頼関係が、自分達の間にはある筈はずだ。

　付き合いの長さや、一緒に暮らしている程度ではまだ不安なのだろうか。

　そんな疑問を込めたこちらの問い掛かけに、

「っ……だって……刃更はもう勇者の一族じゃない……っ」

　だから、と柚希。

「一般人として生きるなら、普通の女の子と付き合うべき……私や澪と関かかわれば、それだけ刃更を普通の男の子から遠ざけてしまう……」

　吐はき出すようにして絞しぼり出されたその言葉に、

「そう……だったのか」

　刃更は、ようやく柚希が抱いている不安と嫉妬の正体を知った。

　自分が関わる事で刃更を非日常へと足を踏ふみ入れさせてしまう柚希にとって、似た立場である澪は、主従契約を同じくしている事もあり、言わば競きそい合えるライバルだ。

　そんな柚希にとって恐おそれの対象となるのは──自分達が刃更に与あたえられない『普通の日常』の世界で生きている、ただの女子高生達だったのだろう。

　……そうか……俺が悪かったんだな。

　今の状じよう況きようを、刃更はそう結論付けた。

　…──柚希や澪に負担を強しいる主従契約を結んでいるのだ。

　ならばせめて、刃更は彼女達を安心させなければならない。

　それは主あるじとしての務めではなく、二人の事が大切だからだ。

　それなのに、今の刃更は柚希に心配させてしまっていた。

　恐らくは帰宅するよりも前から──学校にいた時からずっと。

　…──もしかしたら、澪にも不安を与えてしまっているかもしれない。

　これまでは、柚希や澪に可能な限り気を遣つかって負担を少なくしてあげる事が、二人への優やさしさだと思っていた。恐らくそれは間ま違ちがってはいない──だが、

　……それだけでは駄だ目めだったんだな。

　だから、

「ゴメンな柚希……不安にさせちまって」

　刃更は柚希の頬ほおにそっと触ふれて、

「そんな心配は必要ないって、お前に教えても良いいか……今ここで」

　刃更が望んでいるのは名前も知らない女子との日常ではない。

　柚希ら大切な女の子達と過ごす日々だ。

　そのためならば──どんな非日常へと足を踏み入れる事も厭いとわない。

　…──そして、もう一つ教えたい事があった。

　それは刃更の柚希らへの想い。

　刃更もまた──男としての衝しよう動どうを抑おさえていたのだ。

　これまではずっと我が慢まんしていた。だが──そうする事で柚希達を不安にさせてしまうくらいなら、刃更はもう己の衝動に蓋ふたはしない。

　そんなこちらに、

「………………………………」

　眼の前の柚希は何も言わなかった。

　ただ黙だまって──刃更にギュッと抱だき付いてきた。

　それが柚希の答えだ。

　だから、

「…────解わかった。たっぷりと教えてやる」

　刃更はそう告げると、順番に二つの事をした。

　自分の理性の箍を外して──そのまま、ぐっと抱き寄せた柚希の唇くちびるを乱暴に奪うばった。







　…──それは野中柚希が、初めて刃更に乱暴にされた瞬しゆん間かんだった。

　キスをしたまま刃更の右手でセーラー服の上から滅め茶ちや苦く茶ちやに左胸を揉もまれ、さらに左手でスカートのプリーツがグシャグシャになるくらいに強く柚希の右の尻しりたぶを鷲わし掴づかみにされた。

　それはずっと催さい淫いん状態で感覚を敏びん感かんにしていた柚希を、一瞬で絶頂させるには充じゆう分ぶんすぎる快感をもたらす乱暴な愛あい撫ぶで、

「っんぅ────────っ♥」

　刃更の太ふと股ももの上に跨またがった状態の柚希は、唇を奪われながら躰からだをいやらしく震ふるわせた。

　と同時、柚希の喉のど元もとに浮うかんでいた首輪のような痣あざがスッと消える。刃更へ屈服した事で、主従契約の呪のろいが収まったのだ。

　…──柚希の知っているいつもの刃更なら、ここで終わりにしていた。

　だけど、今日の刃更はいつもとは違う刃更で。

　よって、ここからが始まり──胸むな元もとにある正面のファスナーを強引に引き摺ずり下ろされた柚希は、剥はぎ取られるようにしてセーラー服を脱ぬがされた。ファスナーが壊こわれてしまったかもしれないが、柚希は構わなかった。刃更が完全に理性を飛ばし、我われを忘れて柚希を求めてくれている。その事が嬉うれしくて、思わず震えるような幸せを得ながら、

「ふぅっ……ちゅっ、はぁ……刃更ぁ♥　くちゅ……刃更ぁ、んぅ……ちゅっ♥」

　柚希も即そく座ざに理性を手放すと、夢中になって自分からも刃更を求めていった。すると刃更の両手がスカートの中へと差し入れられ、さらに腰の後ろから柚希のショーツの中へと侵しん入にゆうするなり官能的な動きでまさぐってきた。弱点の尻を直接いやらしく揉まれた柚希は、堪たまらず二度目の絶頂を刻まれる。淫みだらに舌を絡めた恋こい人びとのようなキスに溺おぼれていたのに、上体を仰のけ反らせて、その拍ひよう子しに唇が離れた瞬間、

「はあぁっ、ふぁあぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁあぁ────っ♥」

　二人きりの非常階段に、柚希の絶頂の嬌きよう声せいがいやらしく響ひびき渡わたった。そのまま気を失ってしまいそうになるが、柚希は唇を噛かんで意識を手放す事を拒きよ否ひする。刃更は乱暴に柚希を求めてくれているが、それでもこちらが意識を失ってしまったらきっと止めてしまうだろう。いつもは恥はずかしさもあり、柚希は刃更に与えられた絶頂で意識が飛んでしまうのを我慢するような事はしない。だが──今の柚希はもっと刃更を感じていたかった。

　すると、

「────────────」

　そんな柚希の気持ちが通じたのか、刃更は対面座位のような体勢から背面座位のようにこちらと躰を入れ替かえると、背後から抱きすくめるように柚希の両胸を揉んでくれた。澪ほどではないが、刃更に胸を触られると柚希もまたおかしくなりそうな程ほどの快感を得る事ができる。また刃更にいやらしく屈くつ服ぷくしてきた事で、柚希の躰はより大きな快楽を感じられるように開発されていて──胸をメチャクチャにされる快感に腰をくねらせると、刃更の太股に尻を擦こすりつける格好になった。

　そんな淫らな己おのれに、柚希はどうしようもなく興奮を昂たかぶらせて、

「んっ……はぁ、もっとして刃更……いっぱい乱暴して……ぇ♥」

　野中柚希は甘えた声で懇こん願がんした。一度口にした言葉はもう取り消す事はできない──だから刃更はこちらを踊おどり場の壁かべ際ぎわへと立たせると、

「なら壁に手を突ついて……尻をこっちへ向けてくれ」

　背後からこちらの耳元で囁ささやくように命令してくる。その言葉は今の柚希には絶対で、

「…………ぅ……ん……♥」

　柚希は刃更の言う通りにした。踊り場の壁に両手を突き、背後の刃更へと向かって、いやらしく尻を突き出す。すると敏感になっていた柚希の尻はそれだけで感じて、
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「…………ん……あぁ……っ♥」

　スカートという布が一枚あるかないかで、こんなにも違うのか……柚希は熱い吐と息いきを漏もらしながら甘く身を悶もだえさせる。ショーツ越ごしでもこんなに気持ち良いというのに、

　……私……っ。

　もしもショーツを下ろされてしまったら──自分は一体どうなってしまうのだろう。想像してゴクリと喉を鳴らした柚希に、刃更が答えを教えてくれた。こちらのショーツのウエストに手を掛け、一気に膝ひざ上うえ辺りまで引き摺り下ろしたのだ。

「やっ……──ぁああぁ……っ♥」

　主従契けい約やくを結んで以来、刃更に揉まれ続けて艶なまめかしく変わったいやらしい尻。そんな己の淫らな尻を、人ひと気けのない非常階段でいやらしく晒さらす背徳感。こんなにも恥ずかしいのに、けれど柚希の口から出てきたのは自分でも驚おどろくほど嬉しそうな声で……そんなこちらに、刃更はもっと凄すごい事を教えてくれる。

「…──────行くぞ柚希」

　そんな宣言と共に、柚希は刃更の両手で尻を鷲掴みにされ揉みしだかれて、

「っ────────～～～～～～～～～～～♥」

　三度目の絶頂へ押し上げられた柚希は、先程の願いを刃更に叶かなえて貰もらう事になった。

　ひたすらに乱暴に、それ以上に淫らに尻を蹂じゆう躙りんされて。

　意識が飛んでしまうまで、野中柚希は無数の絶頂を己の心と躰に刻まれていった。




　　　　５




　…──その頃ころ。

　東城家の浴室では、かれこれ一時間近くが経過していた。

　万理亜のボディソープによって催淫状態に陥おちいった胡桃を楽にしてあげるため、澪は自分も胡桃と同じ状態になってあげる事で互たがいに得ている激しい羞しゆう恥ちを共有する事にした。

　そんな澪に、これまでずっと頑かたくなだった胡桃は心を開いてくれて……壁のフックに掛かけてあるシャワーから適温のお湯を出し、ボディソープの泡あわを流した後、澪と胡桃は浴室の床ゆかで交合まぐわうようにして催淫状態のお互いを慰なぐさめ合い続けていて、

「んっ……はぁ、ちゅっ……胡桃ちゃ……ん、ふぅ……れろっ……ちゅ……んちゅ♥」

「はぁあ、ん……やぁ……っ、はぁ……んぅっ……澪、あぁ……んっ……澪ぉ……♥」

　二人が行なっているのは──互いの弱い場所を攻せめ合い、絶頂を得る毎ごとに交代するというもの。だから澪は胡桃の脇わきを攻め、胡桃は澪の胸を攻めていった。

　…──当初の澪の予想では、そんなに時間は掛からないものだと思っていた。

　万理亜が催淫ボディソープを仕込んだ目的は、刃更に使わせるためだ。そして催淫状態に陥った刃更に、澪と柚希がいやらしく奉ほう仕し。これにより刃更の心をこちらへ強く引き寄せるだけでなく、澪と柚希も性的な奉仕を通して刃更への精神的な屈服を深めて、主従の絆きずなを強められる──そうしたサキュバス的な一石二鳥が、万理亜の目もく論ろみだったらしい。

　しかし、男の刃更を強すぎる催淫状態にして、それでもし完全に理性を飛ばしてしまったら、刃更が澪達を襲おそってしまう可能性がある。現に刃更は以前、初めて澪と万理亜の二人と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入った時──万理亜に唆そそのかされた澪が胸で刃更の背中をいやらしく洗ったり、万理亜と二人で彼の躰を舐なめた事で理性を飛ばして、澪と万理亜を強ごう引いんに押し倒たおしてきた事があった。あの時は刃更が興奮のあまりのぼせてしまったのか、途と中ちゆうで意識を失ったため事なきを得て──刃更には夢だったと伝えた。

　…──そうしたのは刃更が優やさしいからだ。いくら彼の理性を飛ばした原因が澪や万理亜にあろうとも、もし自身が澪達を襲ったと知ったら、刃更はきっと己を責めるだろう。

　刃更にはそんな風に思い詰つめて欲しくなくて、だから澪達は夢だと誤ご魔ま化かした。

　その時の教訓もあって、ボディソープの催淫効果は弱めに設定してある──そう万理亜は言っていて、澪が感じていたように普ふ段だんの主従契約の呪いよりも催淫の力は軽いという話だった。だから──澪は比ひ較かく的てき早く終わるものと思っていたのだ。

　…──ところが、澪が胡桃の脇を舐めて唾だ液えきでベタベタにし、また胡桃も澪の乳ち首くびを吸ってヌラヌラにしているというのに、二人の催淫は一向に消えてくれなかった。

　流石さすがにこれはおかしいと思い、先ほど澪が万理亜にどういう事か尋たずねると、

「何を言ってるんです澪さま、そんなの当たり前じゃないですか」

　ロリエロサキュバスはさも当然のように、

「『屈服』する強さに時間は関係ありませんが、『奉仕』は長ければ長いほど服従感を強められるもの。なのでボディソープの催淫効果は強さを抑えている反面、持続時間はかなり長めに設定しました。催淫の強さを抑えてあるため、必然的に得られる快感も控ひかえ目になります。これなら絶頂しても意識が飛ぶような事がないので、たっぷり奉仕ができるという訳ですよ。どうですこの隙すきのない私の気き遣づかい。これぞ正しく完かん璧ぺきです！」

　などとヌケヌケと抜ぬかしてきたので、思わず気が遠くなると共に殺意が湧わいた。

　催淫状態の者同士──さらには恥ずかしさもあって、激しくする事ができない澪と胡桃は、互いに軽く達する程度までしか相手をいやらしく攻められず。やがて無む間けん地じ獄ごくのような淫らな迷めい宮きゆうへ入り込んでしまっていた。それでも浴室のミストサウナのお陰かげで、湯冷めなどして二人が躰を冷やしてしまう事はない。

　……ううん。

　そもそも、そんな必要はないのだ。たとえ効果が弱くても、催淫状態にある澪と胡桃の躰はどうしようもなく熱く火ほ照てってしまっている。そして今──澪は浴室の壁に背中を凭もたれさせ、向かい合う体勢で胡桃の躰をギュッと抱だき締しめていた。

　…──だが、今は澪が攻められる側だ。

　対面座位のような状態で抱き締め合っているこちらの腕うでの中、胡桃は澪にしがみ付くようにしながら、いやらしく張り詰めている澪の胸の先せん端たんを夢中になって吸ってくれていた。それでも普段と比べて弱い催淫のため、澪は刃更にされている時にはない余よ裕ゆうを得ていて、

　……んっ♥　ふふ……胡桃ちゃん可愛かわいい……。

　甘えるように胸の先を吸われる度たびに、じんわりと快感が胸の奥へと伝わり、心臓の鼓こ動どうと合わせて全身へと広がってゆく。そうして胡桃を抱き締めてあげていると、万理亜のようなフリではなく、本当に自分にも妹ができたかのような気持ちになってくる。

　…──とはいえ、いつまでもこうやって絡からみ合っている訳にもいかない。

　このまま刃更達が帰ってくるのを待つという選せん択たく肢しもあったのだが、

　……胡桃ちゃんから、頼たのまれちゃったものね……。

　万理亜の仕込みとはいえ、催淫ボディソープを使ってしまったのは自分の不注意だと思ったのだろう。近い存在だからこそ、己のミスを知られたくないと思ったのか、

「刃更とお姉が戻もどってくるまでに何とかして……二人に知られるのは、嫌いやぁ……っ」

　催淫ですっかり潤うるんだ瞳ひとみでそう懇願されては、どうにかしてあげるしかない。不本意ではあるが、快感を得て楽にされる事では胡桃よりも澪の方が経験豊富なのだから何とかしてあげないと──そう思い天てん井じようを見上げた澪は、

　……あ……。

　ふとあるものに眼めが留まった。それは、この状じよう況きようを終わらせる事のできる可能性を秘ひめたもの──澪にはできない、凄すさまじい快楽を胡桃に与あたえてあげられるアイテムだ。だから、

「んっ……胡桃ちゃん」

「……………………？」

　こちらの呼び掛けに、胡桃は澪の胸の先端から口を離はなすと、とろんとした瞳で見てくる。

　今は胡桃が攻める番で、まだ澪をイカせていないが良いいのか──と。そんな胡桃に、

「ちょっと試ためしてみたい事があるの。これなら多分、胡桃ちゃんの事を楽にしてあげられると思うから……良い？」

「………………うん」

　こちらの問い掛けに、思考を蕩とろけさせた胡桃は疑う事を知らない雛ひな鳥どりのようにコクンと頷うなずいてくる。そして許しを貰った澪は、胡桃から躰からだを離して立ち上がると、浴室内に存在する「ある物」を取った。壁のフックに掛かっていたシャワーだ。

　…──かつて、澪は学校のシャワールームで刃更に激しく屈服した事がある。

　その時の方法を利用する事にしたのだ。そして澪は、まずはシャワーヘッドの首元に白いタオルを括くくり付けると、

「胡桃ちゃん……これを好きな方の脇で挟はさんで」

「えっ？　それって……──」

　一いつ瞬しゆん困こん惑わくした胡桃は、すぐにこちらの意図が理解できたのかゴクリと喉を鳴らした。

　そして不安そうにシャワーヘッドを見つめる彼女に、

「…────大だい丈じよう夫ぶ。あたしもされた事あるから」

　恥はずかしさに頬ほおを赤らめながら、それでも微び笑しようを浮うかべて告げると、

「……………………ん」

　胡桃はこちらの手からシャワーを受け取ると、右の脇にヘッド部分を挟んだ──当然、向きは散水板が脇に当たるようにだ。そして澪はそんな胡桃の背後へと回ると、シャワーヘッドの首元に括り付けていたタオルを胡桃の脇の両側へと通し、肩かたの上で固定するようにギュッと結んであげる。すると、

「あ、んっ……はぁ……あ……っ♥」

　それだけで、胡桃は可愛らしく躰をピクンと反応させる。そんな胡桃を自分と向かい合わせると──その肩が小さく震ふるえていた。これから自分がどうなってしまうか解わかっているのだろう。だから澪は胡桃をそっと抱き締めて、

「胡桃ちゃん、我が慢まんしないで良いよ……最後までこうしていてあげるから」

「──────────っ」

　すると胡桃もギュッとこちらを抱き締め返してくる。だから澪は左手を胡桃の腰こしに回すようにして抱いてあげると、右手でシャワーの栓せんを思いきり全開にした。直後──ホースを内側から振ふり回すような勢いで大量のお湯が一気に噴ふん出しゆつし、

「やっ──────あああぁぁぁああぁあぁぁぁぁっ♥」

　途と端たんに澪の腕の中の胡桃が、浴室を震わせるような嬌きよう声せいと共に激しく身を暴れさせた。

　…──それは、澪が初めて見る胡桃の本気の絶頂だ。激しい快楽に晒された胡桃を、澪は力を込めて抱き締めた。そして壁かべに凭れ掛かると、背中を滑すべらせるようにしながらゆっくりと床に腰を下ろす。立った状態よりも、座った方が胡桃を強く抱き締めてあげられるからだ──それは胡桃を逃にがさない事にも繋つながり、

「──────っ!?　やっ、はあぁっ、ふあぁぁんっ♥　ぁあぁっ、はぁああぁぁっ♥」

　嵐あらしのように押し寄せる絶頂に、もはや胡桃は為なす術すべもなく激しい快楽に打ち震えていた。だが──澪はそんな胡桃を決して離さず、抱き締める事で彼女を拘こう束そくし続ける。ここで手を緩ゆるめてしまったら、いつまでも催さい淫いん状態から抜け出せない。だからこれで終わらせる──ここで胡桃の意識を飛ばす。そう意を決した澪は、そのために必要な事をした。

　胡桃を攻め立て、激しく絶頂させているシャワーヘッドは一つ。しかし胡桃の弱点である脇は左右に存在し、もう一方は空いている。そして胡桃はしがみ付けるものを求めて澪の首の後ろに左手を回していて──だから澪は首を傾かたむけると、

「胡桃ちゃん…──ちゅばっ」

　無防備になっている胡桃の左脇へ唇くちびるを寄せ、大きな音が鳴るくらい思い切り吸いついた。

　弱点である脇をシャワーと澪の口で左右同時に犯おかされた胡桃は、

「っ────────────────…♥」

　躰をこれまで以上にビクンと跳はねさせた瞬間──胡桃の股こ間かんから官能に熱された淫みだらな女のシャワーが吹ふき出し、澪の臍へその辺りをいやらしく濡ぬらしていった。

　そして、胡桃はそのままぐったりとこちらへ身を預けてきた──気を失ったのだ。

　だから急いでシャワーを止めた澪が、大きく嘆たん息そくを一つすると、

「いや～お見事でした澪さま……催淫の効果自体は、私からサキュバスの洗礼を浴びて刃更さんと柚希さんに屈くつ服ぷくさせられた時ほどではなかったでしょうが、それでも潮を吹かせて意識を飛ばしてしまうほど絶頂させてしまうというのは、そう簡単にできるものではないですよー！」

「別にあたしが凄すごい訳じゃ……あたしはただ、刃更の真似まねをしただけ」

「だからこそ凄いんですよ、あんなにご自分が屈服させられたプレイを応用してしまうなんて。刃更さんにされた事を完全に受け入れている証しよう拠こです。やっぱり刃更さんにされたあの時、澪さまは悦よろこんでたんですよ……良かったですね、刃更さん」

「え──────…？」

　万理亜の言葉にキョトンとなった澪は、ようやくそこで気が付く。いつの間にか浴室の扉とびらが開いており──脱だつ衣い所に刃更が佇たたずんでいた。裸はだかのこちらを見ないように、澪達には背を向けていて、

「な、何で刃更が……いつの間に？」

「それは────…」

　呆ぼう然ぜんとなった澪の問いに刃更が答えようとして、しかしそれより先に、

「澪さま達だけでは収しゆう拾しゆうがつかなくなった場合に備えて、念のため刃更さんの携けい帯たいにメッセージを送っておいたんですよ。そうしたら、柚希さんもスーパーで主従契けい約やくの呪のろいを発動させてしまっていたんですって。いやあ流石は刃更さんの下げ僕ぼく仲間、チームワークが抜ばつ群ぐんです。私達の前ぜん途とは明るそうですねっ！」

　はしゃぐように言った万理亜の言葉に、澪は驚おどろいたように刃更を見て、

「柚希が……大丈夫だったの？」

「ああ、どうにか呪いは落ち着かせてやれた。今はアイツの部屋のベッドに寝ねかせてるよ」

　心配するこちらに、刃更は頷きを返して言った。

「柚希を楽にしてやれたタイミングで、万理亜から澪と胡桃が催淫状態になってるって連れん絡らくが入ったから、買い物を切り上げて帰ってきたんだ……大丈夫なのか？」

　見れば刃更の首筋のあたりには汗あせの雫しずくが浮いていた。きっと柚希を抱きかかえた状態で、彼に出せる全速力のスピードで帰ってきてくれたのだろう。

　……刃更……。

　そんな刃更の様子に澪が思わず嬉うれしさを得ていると、

「というか……こっちはどうしてこんな事になったんだ？」

「ああ、それはですねえ」

　刃更の放った問いに、万理亜が言った。

「私が、かねてから用意していた催淫効果のあるボディソープをうっかり胡桃さんに使われてしまいまして……それで澪さまは、ご自分が胡桃さんを楽にしてあげる事で、お二人の間にあるぎこちない空気を解消しようと頑がん張ばられていた訳です」

　さあ刃更さん。

「澪さまを褒ほめてあげて下さい。澪さまはご自分よりも胡桃さんを優先されたんです。刃更さんが最近、学校で他ほかの女子や美人の養護教きよう諭ゆさんから人気だという噂うわさを澪さまは心配されていて……それこそ催淫効果のあるボディソープを刃更さんに使わせて、澪さまと柚希さんで刃更さんにいやらしく奉ほう仕しして、主従の絆きずなを今まで以上に深めつつ、刃更さんを澪さま達の与える快楽の虜とりこにしてしまえば安心できますよ、なんて私の提案にホイホイ乗ってしまうくらいだったというのに」

「ちょっ、それだとあたしが刃更を嵌はめようとしてたみたいじゃ────…んぅっ♥」

　慌あわてて異論を唱えようとした澪は、しかし途と中ちゆうで甘い声を漏もらして言葉を切った。

　万理亜の言い方は語ご弊へいがあるが、それでも彼女のアイディアに乗り掛かかっていたのは事実だし、ならばある意味、刃更を陥おとしいれようとしていた側面がある事は否定できない──そうした刃更への後ろめたさに主従契約の呪いが反応したのだ。それは先さき程ほどまでのボディソープによる軽いものとはまるで違ちがう、どこまでも澪を屈服させる強きよう烈れつな催淫だ。

　そんなこちらに、

「…………そうか、やっぱり澪も」

　刃更は低い声でそう言うと、

「万理亜、胡桃を介かい抱ほうしてやってくれ。俺は澪に教えてやりたい事があるから」

「は？　刃更さん……どうしたんですか？　何だかお顔が凜り々りしいですよ？」

「…────頼む」

「は、はあ……解りました、それでは」

　いつもと異なる刃更の雰ふん囲い気きに万理亜は戸と惑まどいを見せていたが、念を押すような刃更の言葉を承しよう諾だく。そして胡桃を抱だきかかえている澪の傍そばに屈かがむと、

「…………良かったですね澪さま。どうやら、私のボディソープはもう必要なさそうですよ」

　そう澪にだけ聞こえるように囁ささやいてきて、

　……万理、亜……？

　催淫の効果で意識を酩めい酊ていさせている澪は、ぼんやりとその言葉の意味を想った。その時には万理亜はもう、澪の腕うでの中で気を失っている胡桃を抱きかかえて浴室を出て、そのまま脱衣所を後にしていて──そして、

「澪────…」

　低い声の呼び掛けと共に、浴室の中へと足を踏ふみ入れた刃更が、こちらのすぐ脇わきに腰を落とした。どうしよう──刃更が凄く怒おこっている。焦あせりよりも先に申し訳なさが来て、

「んっ……ゴメンね、刃更……あたし……そんなつもりじゃ──…」

　催淫の甘く切ない感覚にもはや全身を冒おかされながら、それでも必死に澪は謝った。

　だが──その言葉の途中で、ちゅぶっと澪の左胸の先せん端たんがいやらしい音を立てた。

　……え……？

　澪は思わず呆然となった。…──一いつ瞬しゆん、何が起こったのか解らなかった。だが音がした場所を見れば、そこには刃更の顔があった。張り詰つめさせた澪の胸の先端を、刃更が頬ほお張ばるようにして滅め茶ちや苦く茶ちやにしゃぶっている。そこは先程まで胡桃が口を付けていた場所。澪の胸の先端で、刃更と胡桃が間接キスをしている──そして刃更と主従契約を結んでいない以上、胡桃は立派な嫉しつ妬との対象だ。よって、本来なら澪はさらに嫉妬を募つのらせて催淫を強めてしまう筈はずだった。…──だが、今の澪にはそんな事を想う余よ裕ゆうすらなかった。

　刃更に左胸の乳ち首くびをしゃぶられている。その状じよう況きようを澪の思考が理解するよりも先に、刃更の両手が澪の右胸と左の尻しりたぶを掴つかんで、滅茶苦茶に揉もみしだき始めていて、

「やっ、ぁ────ふああぁぁぁああぁあぁぁぁぁんっ♥」

　一瞬だった。成瀬澪は一瞬で、刃更によって激しく絶頂させられた。そして、

「あっ……は、ああぁ♥　ん、やっ……ぁ……んぅ♥」

　胡桃にされた時とは次元がまるで異なる絶頂の残ざん滓しに浸ひたりながら熱い息を吐はくと、刃更はそのまま乱暴に澪の唇を奪うばい、こちらの口内へと舌を滑り込ませてきた。激しい快楽の余よ韻いんに酔よいしれている今の澪は、刃更の唇と舌を受け入れる以外の方法を知らなくて、

「あぁ……ん、ちゅ……んぅ♥　ふぁ……ぁむ、ちゅる……れる……はあぁ♥」

　最初はされるがままだった澪は、やがて自分からも淫らに刃更と舌を絡からめ合いながら、

　……刃更……。

　彼との熱いキスに溺おぼれながら、成瀬澪は理解する。これは、ゾルギアの一件の後に理性を飛ばした刃更が、澪を襲おそってしまった時と同じだと。

　しかし──澪が抱いだいたのは、恐きよう怖ふや驚きではなかった。

　震ふるえるような悦びだ。

　…──先ほど刃更は言っていた。澪に教えてやりたい事があると。

　そして刃更は今、理性を飛ばしてこちらを滅茶苦茶に求めてくれている。そんな彼のキスや手での愛あい撫ぶが教えてくれるのは、彼が澪にどこまでも興奮して──さらには大切に想ってくれている事。だから、いつしか体勢を背面座位のようにして、背後から両胸をいやらしく揉まれながら、長いキスに溺れていた澪は、刹せつ那なに行なう息いき継つぎの合間に言った。

　右の肩かた越ごしに背後を──己おのれの大切な家族にして主あるじである刃更を振ふり返り、

「お兄ちゃん、もっと強く教えて……二度とあたしが余計な事を考えられないように」

　そう告げて、今度は自分から刃更へといやらしくキスする。すると、

「──────────」

　貪むさぼるようにこちらを求めてきた刃更が、そのまま右手を伸のばしてあるものを取った。

　それは、万理亜がもう必要ないと言っていたもの──催淫ボディソープの入ったボトルだ。そしてボトルの蓋ふたを捻ねじ切るように乱暴に開け放つと、刃更はその中身を澪の胸むな元もとから全身へと掛けてゆく。主従契約の催淫に、ボディソープの催淫を上乗せしようとしているのだ。刃更が本気で自分を滅茶苦茶にしようとしているのが解わかり、

「やっ……お兄ちゃん、そっ、あぁ……はぁ……あぁあっ……んぅっ♥」

　澪は甘く悶もだえながら、そうした刃更の行こう為いを受け入れた。ボディソープの催淫効果は、使用量によって強さが変化する。そして今、刃更はその全すべてを澪に使った。それは先程、澪が胡桃を楽にしてあげる際に、胡桃と同じ状態になってあげるために使用した量を遥はるかに上回る。既すでに刃更への後ろめたさで発動させていた主従契約の呪いで得ている催淫に、適切な使用量を完全に無視したボディソープの催淫が重なるとどうなるか？

　その答えを──成瀬澪は己の身を以もつて思い知る。

「ん…………っ、や……ぁ……あぁ♥　っ……はぁ……あああぁぁっ、ぁぁぁあぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁあぁぁ…………っ♥」

　躰からだの前面を催さい淫いんの白はく濁だく液まみれにされた澪は、刃更の太ふと股ももの上で浴室が震える程の甘い嬌きよう声せいを上げた。だが──それでは終わらない。

「…────行くぞ、澪」

　絶対の宣言と共に、刃更の両手が澪の両りよう脇わきの下へと差し入れられ──澪の両胸を覆おおうように近付いてくる。もうすぐ自分がどうなるか、数瞬先の未来を想った澪が、

「…………あ、あぁ……っ♥」

　諦あきらめと悦びの入り交じった声を上げた直後。ボディソープまみれの澪の胸が、くちゅっと淫みだらな音と共に、刃更の手指の間からいやらしい形ではみ出して──さらに刃更は、中指と薬指とで澪の乳首をキュッと挟はさむと、そのまま乳ち房ぶさごと激しく揉みしだいた。催淫の白濁液まみれでヌラヌラになった胸をいやらしく揉まれた澪は、

「────────────────────っ♥」

　刃更の太股の上で、異次元ともいうべき官能の絶頂へと押し上げられた。




　　　　６




　…──そんな刃更と澪の様子を、成瀬万理亜はリビングで観みていた。

　胡桃を介抱した後、万理亜は自分のノートパソコンに、浴室に仕込んである隠かくしカメラの映像を表示していた。イヤホンからは音声もばっちり聞こえてきていて、

「やっぱり……刃更さんの中には、こういうちょっぴり鬼き畜ちくな面も潜ひそんでいるんですね」

　ふふっと笑った万理亜が見つめるモニターのウィンドウでは、とうとう澪が刃更に盛せい大だいに屈くつ服ぷくし始めていた。激しい絶頂から戻もどってきた澪の表情は、先日の雌めす犬プレイの時がお遊びのように艶つやっぽくなっていて……刃更に胸を揉まれる度たびにいやらしく腰こしや脚あしをくねらせながら『お兄ちゃん、お兄ちゃん♥』と、官能に甘えきった声を上げている。

　そんな澪に、いよいよ刃更も興奮を抑おさえきれなくなったのか、

「ふふっ……刃更さ～ん。腰が動いちゃってますよぉ」

　恐おそらく、催淫ボディソープを掛けた澪の胸を揉んでいる事で、手の平を通して体内に吸収されているのだろう。少しずつ刃更も催淫状態に陥おちいっている。しかし、

「まあ、普ふ段だんは自制が利きき過ぎているくらいですから、たまにはこうやって暴走させてあげるのも良いいですね。あんまりパンパンに溜ため込みすぎると身体からだにも良くありませんし」

　そして万理亜は、浴室の刃更と澪の鑑かん賞しよう会を続けた。

　刃更の事だから、自分が催淫状態になった時の対策も考えているとは思うが、

「もしもの時、刃更さんを楽にしてあげるのは……サキュバスの私の役目ですっ」

　ぐっふっふ、と成瀬万理亜は忍び笑いを漏らした。




　…──そして。

　浴室では今も……刃更と澪が、どこまでも淫らに絡み合っている。
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　…──現魔ま王おう派との決戦が行なわれる敵地レンドヴァルに出発する数日前。

　穏おん健けん派の本ほん拠きよ地ち、ウィルダート城内の一角で行なわれている真ま面じ目めな話し合いがあった。

　それは血の繋つながった三名のサキュバスによるもので、

　……万ま理り亜あ？　シェーラさんにルキアさんも……。

　通りすがりに見かけた澪みおが、何事かと眉まゆを顰ひそめていると、

「…──お母さん、ルキア姉様、やっぱり『団体戦』って難しいんでしょうか？」

　真しん剣けんな顔で万理亜がそう問い掛けた。

「やり方にもよるわねぇ……慣れないと三人でも意外と難しいわよん」

「そうですね。同時に複数の相手をすると、どうしても意識や集中力が分散します。基本的には、人数の多い方が攻せめ、少ない方が受けに回るのがオーソドックスなやり方です」

　頼たよりになる母親のシェーラと姉のルキアが、年長者としてのアドバイスを行なっている。

「今まではどうだったの？」

「勿論、何度かはあります……でも、ここまで数が多いというのは流石さすがに」

　初めての経験です。シェーラに問われ、心配そうに言葉を返した万理亜に、

　……万理亜……そうだよね。やっぱり緊きん張ちようしちゃうよね……。

　澪は思わず気持ちを同じにした。

　万理亜の抱いた不安が、痛いくらいに解わかったからだ。

　…──現魔王派との決戦は、互たがいの代表メンバー同士で行なうチーム戦となった。

　以前、澪が一時的に勇者の一族から消しよう滅めつ対象と判断されてしまった時。

　結界を張った市街地を舞ぶ台たいに三対三で戦った事があったが……あの時の戦いは正に死し闘とうといっても過言ではないほど厳しいものだった。

　辛かろうじて渡り合う事はできたものの……それは地の利があっての事。

　またシェーラの言うように、一対二や二対一で戦うのも意外と難しいのだ。

　現に霊れい槍そう『白びやつ虎こ』を操あやつる早はや瀬せ高たか志しを相手に、澪は万理亜と協力して挑いどんだものの、時間稼かせぎをするだけでも精せい一いつ杯ぱいだった。

　ゾルギアとの戦いでも、柚ゆ希きと共に当時はまだ敵だったゼストと戦った際には、やはりギリギリの勝負を強しいられている。

　そんな中、今回の現魔王レオハルト達との戦いは、これまで以上に強敵で、さらに数も多い。また地の利も相手にあるのだ。

「………………………………」

　間もなく訪おとずれる事になる命を懸かけた激げき闘とうに、自然と澪が真剣な顔になっていると、

「良いですか万理亜……最も大事なのは、チームワークとフォーメーションです」

　向こうでルキアが、万理亜へと実じつ践せん的な助言を始めた。

「前衛・後衛・援えん護ごといった役割分担を、状じよう況きように合わせてリアルタイムで変へん更こうを行ないつつ、チャンスがあれば一気に共に攻めるなど……複数でする場合はメンバー間の呼吸やアイコンタクトが非常に重要になってきます。無論、それは一いつ朝ちよう一いつ夕せきに得られるようなものではありませんが、幸いまだ数日あります」

「ええ……その気になれば、今からでも遅おそくはないわよん」

　励はげますルキアとシェーラの言葉に、

「………そうですよね。まだ諦めるには早すぎますよね」

　うん、と頷うなずいた万理亜の顔からは、もう迷いは消えていて。

「頑がん張ばりなさいマリア」

「私達でよければ力になるわ」

　などと、優やさしく語り掛ける姉と母に囲まれている万理亜の姿に、これ以上は彼女の家族水入らずを盗ぬすみ見るような真似まねは止めようと、澪はそっとその場を離はなれた。

　だが──万理亜と同じく、もう澪の眼めにも迷いはない。

　…──きっと後で、万理亜は澪たちに提案してくるだろう。

　チームワークとフォーメーションの強化を行ないましょう、と。

　ならば、その時は自分が積極的に賛成しよう。

　刃バ更サラも柚希も、胡桃くるみもゼストも、きっと賛成してくれる。

　この戦いに勝ち、穏おだやかな日常を手に入れるために。

　だから、

「…………頑張ろうね、万理亜」

　そう言いながら歩を進めると距離が離れて──その結果、澪は次の会話を聞き逃のがす。

　それは血の繋がった三名の、淫いん魔まサキュバスによるもので、

「いや～、流石に６Ｐは初めてなので不安だったんですけど、相談して良かったです」

「安心して良いいわよん。刃更君のために、もの凄すごい強きよう壮そう剤ざいとか作るから」

「上手うまくやれた時の達成感は最高ですよ……想像しただけで滾たぎってしまいます」







[image: 第８章　明かされた真実を受け止めて]




「………………ん」

　心地ここちの良い温かさに包まれながら眠ねむっていた成なる瀬せ澪みおは、繰くり返していた穏やかな呼吸の合間に発した小さな吐と息いきのタイミングで、ふっと眼を覚ました。

　室内はまだ夜の暗さを残しているものの、澪は眠っている間に瞳ひとみを閉じていた事で闇やみに慣れていて……すぐ眼の前に瞼まぶたを閉じた横顔があるのを見つける。

　東とう城じよう刃バ更サラだ。

　澪は今、そんな刃更に寄り添そうようにしてベッドで横になっており、彼の右みぎ肩かたから二の腕うでの辺りにかけてを枕まくらにさせて貰もらっていた。

　そして、掛かけ布ぶ団とんの代わりにしているシーツが素す肌はだに直接触ふれている感かん触しよくが全身にあって──澪が今、ショーツ一枚の姿でいる事を教えてくる。

　そして、シーツの中で澪と肌が触れている刃更もまた裸はだかの状態で、

　……そっか、あたしまた刃更に……。

　まだじんわりと甘い熱が躰からだの奥に残っているのを感じながら見れば、刃更を挟はさんだ向こうでは胡桃くるみがこちらと同じような体勢で眠っており、さらに澪の背後には万ま理り亜あが、胡桃の向こうには柚ゆ希きが寝ねている。そしてもう一人。

「ゼスト──…」

　澪はふと美しい女魔族の名を呼んだ。褐かつ色しよくの肌の両りよう膝ひざを揃そろえ、その柔やわらかな太ふと股ももを眠っている刃更の枕にしていた彼女と薄うす闇やみの中で眼が合ったからだ。

　すると刃更の髪かみに触れる程度にそっと彼の頭を撫なでていたゼストが、こちらへ優しい微び笑しようを向けてきて、

「…………もしかして、寝てないの？」

　刃更達を起こさないように澪がそっと問うと、ゼストは小さく首を横に振ふり、

「いいえ、少し休ませていただきました。ただ、私はあまり睡すい眠みんを必要としませんので」

　澪と同じく囁ささやくような口調で言った。

　そして、

「…──少し落ち着かれる事ができましたか？」

　こちらを気き遣づかうように尋たずねてきたゼストに、

「………………うん、もう大だい丈じよう夫ぶ」

　澪は頷きを返しながら、自分が置かれている状況をゆっくりと思い出す。

　今が、現魔王派との決戦と魔神ケイオスとの死闘を終え、無事に穏健派の本拠地であるウィルダートへ戻もどってきた後である事。

　そして、

「…………先刻はパニクっちゃってゴメンね」

　そう──澪は先さき程ほど、一時的に取り乱した状態になった。

　それは刃更に現魔王レオハルトや魔神ケイオスとの戦せん闘とうで彼が見せた重力系の力について尋ね、そして刃更の口から一つの真実を聞かされたからだ。

　…──刃更の母親が、澪の父にして先代魔王ウィルベルトの妹だったという真実を。

　かつて自分が普ふ通つうの人間ではなく魔族だった事に加え、先代魔王の娘むすめであるという真実を知った時、澪は大きなショックを受けた。

　それでも今、刃更達はこうして澪の傍そばにいてくれる。

　そんな彼らの優しさに触れ、澪はようやく己おのれの出自を──刃更や柚希、胡桃とは異なる存在である事を受け入れられるようになってきていたところだ。

　そのため、刃更もまた魔族の血を引いていた事──さらには、澪と従い兄と弟この関係だったという真実は、澪を動どう揺ようさせるには充じゆう分ぶんすぎるものだった。

　…──澪としては刃更が自分と近い存在だった事が嬉うれしくないと言えば嘘うそになる。

　だが、勇者の一族として生まれた刃更にしてみれば喜ばしい事ではないかもしれない。

　現に刃更が魔族の血を引いていた事実は、同じ勇者の一族の柚希や胡桃を大きく動揺させてしまい、それこそ感情が豊かな胡桃などは泣き出してしまっていた。

　そうした胡桃につられるようにして、気がつけば澪も自分の感情をどうして良いか解らず泣いていて──そんな澪と胡桃を、刃更達がベッドの上で慰なぐさめてくれたのである。

　刃更にキスをされながら、柚希や万理亜、ゼストらの手で服を脱ぬがされて裸にされ、自分達の弱い場所を優しく愛あい撫ぶされる事で得られる幸せは、徐じよ々じよに澪と胡桃から不安や苦しみを理性と共に優しく奪うばって──やがて澪と胡桃は、一つの事だけを想おもうようになった。

　…──刃更が魔族の血を引いていようと、何も変わらないのだと。

　眼の前に刃更がいて、そして皆みながいてくれる──それを信じて良いのだと。

　だから今、澪の心は落ち着きを取り戻せていた。きっと胡桃もそうだろう。

　そんなこちらに、

「それならば、良かったです……」

　と、ゼストは優しく微笑ほほえむと、

「夜明けまでまだ時間があります……もう少し刃更様に甘えられてはいかがですか？」

「…………うん、じゃあそうするね」

　その言葉に澪はふっと笑えみを返すと、刃更に自分の躰を密着させてそっと瞳を閉じた。

　鍛きたえ抜ぬかれた刃更の肉体とその温かさが教えてくれる、彼の存在を確かに感じながら。
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　…──魔界に赴おもむいた刃バ更サラ達が、現魔王派や枢すう機き院との戦いにひとまずの決着を付けた頃ころ。

　刃更・澪みお・柚ゆ希きの三人が通っている聖ヶ坂学園では、既すでに三学期を迎むかえていた。

　刃更達は、自分達の日常生活を可能な限り大切にしたいと考えていたが、魔界の未来を左右するような決戦をそう都合良く終わらせる事など不可能で、刃更達が不在のまま学校が始まってしまったのだ。

　三学期開始早々、同じ家で暮らしている三人の生徒がまとめて欠席すれば、学校側としても心配になる。

　特に東とう城じよう家は、保護者である刃更の父親の迅じんが仕事で海外へ行っているので尚なお更さらだ。

　おまけに刃更達が所属している１年Ｂ組については、他ほかにも少なからず神経質にならざるを得ない「問題」があった。秋に行なわれた体育祭の最中に、担任教諭の坂崎守が謎の失踪を遂げるというトラブルが起きていたからだ。

　とはいえ刃更達は魔界へ行く際に自分達の携けい帯たいの中に特とく殊しゆな魔力チップを入れている。

　そのため、向こうから「冬休みを利用して海外へ出かけたが、旅行先でトラブルが発生したため帰国が遅おくれてしまいそうだ」という旨むねの連れん絡らくを学校に入れていたという事もあり、取り立てて深刻な問題として捉とらえられるような事はなかった。

　だが──刃更達が登校していない事に、彼らを心配する者もいれば、寂さみしがる者もいた。

　それは、刃更達がそれだけこの学校に自分達の居場所を作っていたという事の現れだ。

　…──そして三学期が始まって三日目の放課後。

　聖ヶ坂学園が誇ほこる「美しすぎる養護教きよう諭ゆ」の長は谷せ川がわ千ち里さとは、自分の城である保健室で一人の生徒から相談を受けていた。

　デスクの椅子いすに脚あしを組みながら座っている長谷川の眼の前で、

「あの……長谷川先生、東城君達がまだ学校へ来てないみたいなんですけど」

　そう言って心配そうな表情を浮うかべたのは、この学校で最も可愛かわいらしい外見で「奇き跡せきの男子」ともっぱらの噂うわさの橘たちばな七なな緒おだ。

　胸の前で左右の手指を、指の股またの間に入れて交差させるようにしながら、上うわ目め遣づかいで窺うかがうようにこちらを見てくる七緒に、

「ああ……どうやらそのようだな」

　と、長谷川が特に気にした様子を見せずに頷きを返すと、

「…………先生は心配じゃないんですか？」

　七緒はやや眉まゆ根ねを寄せたものにして、怪け訝げんそうに尋ねてきた。

　そうやってこちらを見つめる七緒の瞳に、不満げな色が滲にじんでいるのが見えて、

　……やれやれ、まるで恋こいする少女だな。

　長谷川千里は思わず苦く笑しようする。

　七緒は長谷川の正体や秘密を知らないだろうが、長谷川は七緒の正体と秘密を──七緒がヴァンパイアハーフである事や、一定の周期で変化するホルモンバランスによってその肉体が男と女、両方の性を行き来する特異体質である事などを知っている。

　…──無論、七緒がそれらの秘密を長谷川に打ち明けた訳ではない。

　神族の中でも最高位である十神のひとりだった長谷川が、普通に見み抜ぬいただけの話だ。

　一方の七緒は、そうした長谷川の正体を知る由よしもない。

　そんな七緒に対し、

「東城達は海外からきちんと事情や状じよう況きようを知らせてきている。友人であるお前の方にも、直接連絡が来ているんじゃないのか？」

　と長谷川が問うと、

「それは……はい」

　七緒はこちらへ頷うなずいたが、それでも表情は曇くもったままで晴れる事はない。

　……無理もない、か。

　長谷川と同じく、七緒もまた刃更が魔界へ赴いている事を知っている。

　刃更から「大丈夫だ」とメールを貰っても、自分を心配させないようにしているだけではと不安で仕方がないのだろう。

　…──そうした七緒の心配を、長谷川が取り除いてやる事は難しい。

　以前ならまだしも、今の七緒にとっては長谷川よりも刃更の言葉の方が重いからだ。

　多少乱暴な手を使っても良いなら、それこそ神族アフレイアとしての力で七緒の記き憶おくを操作するという方法もなくはない。十神としての力は刃更のためにしか使えないが、七緒の記憶を操作するくらいなら今のままでも可能だし、それこそ「七緒が心配する事で刃更に不利益が生じる」という捉え方をすれば、制限を抜ける事ができるかもしれない。

　……しかし。

　七緒は刃更にとって大切な友人だ。

　恐おそらく七緒は澪達と同じく、刃更にとって「絶対に譲ゆずれないもの」のラインの内側に含ふくまれている。

　そんな七緒の記憶や精神を、無む駄だに操作するような真似まねは長谷川としても避さけたかった。

　だから長谷川は、別のアプローチで七緒の不安を取り払はらってやる事にする。

「…──だいたい橘、どうして私が東城達の事を心配するんだ？」

　長谷川は少し意地悪な聞き方で尋ねた。

　七緒の不安を解消するために長谷川が選んだ方法。

　それは挑ちよう発はつだ。

　こちらに話題を変えられた七緒は、

「だって、それは……」

　そこまでを言うと、顔を赤くしながら口くち篭ごもった。

　…──これまでの七緒なら、そのまま黙だまり込んで終わりだっただろう。

　或あるいは現在も、他の話題ならば自分の気持ちを言葉にしたりはしなかったかもしれない。

　だが。

　長谷川の視線の先で、七緒はゴクリと喉のどを鳴らすと言った。

　頬ほおを朱しゆに染めながら、

「先生も……東城君と付き合ってるんですよね？」

　それでも確かに、こちらと視線を合わせて。

　長谷川は、そんな七緒の変化を悠ゆう然ぜんの笑みで受けながら、

　……やはりな。

　先さき程ほどのやや棘とげを含んだ問い掛かけは、刃更の恋こい人びとなのに無責任ではないかという意味でのもので間ま違ちがいないようだ。

　しかし。

　……先生も、か。

　七緒が口にした「も」が掛かるのは、七緒自身にではない。

　恐らく七緒は、刃更と澪達の関係についておおよその察しを付けているのだろう。

　だから「長谷川も」という訳だ。

　そうした七緒の考えを想いながら、長谷川は一つの事実を告げる。

「何をどう勘かん違ちがいしたのか知らないが、別に東城は私と恋人関係ではないぞ？」

　嘘ではない。

　無論──刃更とは体育祭の後から二人だけの秘密の男女関係を結んではいるが、あれを恋れん愛あい関係と呼ぶのは違うだろう。

　……まあ。

　長谷川の方は、庇ひ護ごする側の愛情だった筈はずの気持ちが、今ではすっかり恋愛感情のそれになってしまっている事は否定しない。

　だから長谷川は、「私と東城は恋人関係ではない」ではなく、自分の感情を隠かくせる「東城は私と恋人関係ではない」という言葉の選び方をしたのである。

　七緒が聞きたかったのもあくまで刃更の事であって、長谷川の事ではないのだろうから、あの言い方で間違ってはいないだろう。

　しかし、そんな長谷川の隠された真意を七緒に読み取れというのは不可能で、

「でも……この間の打ち上げの後だって、東城君と一いつ緒しよのタクシーに乗って」

　と尻しりすぼみになりながら言ってくる。

「あれは酒に酔よった私を、東城が心配して家まで送ってくれただけだ。お前が気にするような事は何もなかったよ」

「本当ですか？」

「ああ……」

　これは嘘うそだ──明確に。

　…──刃更は長谷川を送っただけで帰ったりはしていない。

　長谷川は刃更を誘さそってタクシーから降ろし、自分のマンションの部屋へ入れたからだ。

　エレベーターの中では胸を揉もまれながら舌を絡からめたキスをしたし……部屋に入ってからは寝しん室しつのベッドの上で「今夜は年上の女を滅め茶ちや苦く茶ちやにしてみないか」と誘い、もっと淫みだらな行こう為いにまで及およんでいる。

　長谷川は胸の谷間に刃更のモノを挟はさんだり、いやらしく口でしゃぶったりして彼を射精に導いた。そして刃更もまた長谷川のショーツの中に彼のモノを乱暴に差し入れて、長谷川の女の入り口を滅茶苦茶に擦こするなどして信じられないような快楽を与あたえ……それこそ最後には、神族の姿に戻もどってしまうような凄すさまじいレベルの絶頂を与えられてしまっている。




　それが、あの日の晩の真実だ。

　……でも。

　別にあの日の晩だけで、いきなりあそこまで行ってしまった訳ではない。

　長谷川と刃更の関係は、それよりも前──体育祭が終わってから数日後に、この保健室で始まったものなのだから。

　すると「何もなかった」というこちらの言葉に、

「そうだったんですね……すみません」

　と、七緒が眼めを伏ふせて謝った。

　…──しかし、長谷川が言った事を完全に信じているという感じでもなかった。

　恐らく七緒は、長谷川と刃更の関係についても、少なからず察しているのだ。

　だから教える。

「東城の事なら心配はいらない。一両日中には戻るそうだ」

「っ……連絡があったんですか？」

　ハッと顔を上げて尋たずねてきた七緒に、長谷川は笑えみと共に「ああ」と頷きを返した。

　とはいえ──昨夜、長谷川へその情報を教えてくれたのは刃更本人ではない。

　…──連絡を入れてきたのは、刃更の父親である迅だ。

　現魔ま王おう派との争いや、枢すう機き院といった権力者達の存在など、澪にまつわる一連の政治的な問題についてはひとまず解決したそうで、今はもう刃更達と一緒に穏おん健けん派の本ほん拠きよ地ちへと戻っているらしい。とはいえ戻ってくるのは刃更達だけで、迅の方はもうしばらくサフィアの情報を魔界で探してくるとの事だったが。

　もうすぐ刃更が戻ってくると解わかって安心したのだろう。

　それからひとしきり軽い雑談をしたところで、

「…──じゃあボク、そろそろ失礼します」

　そう笑顔で言って、七緒は保健室から去っていった。

　そして一人になった長谷川は、

「やれやれ……すっかりモテモテじゃないか、東城」

　そう言って苦笑した。

　今の刃更は澪達に加えて長谷川まで自分のものにしているというのに、あの分だと七緒まで想おもいを寄せているのは間違いない。

　……それに、もう一人。

　恐らく副生徒会長の梶かじ浦うら立りつ華かもそうだ。

　彼女もまた、今いま頃ごろは刃更の事を想っているだろう。

　…──とはいえ彼女の事は心配する必要はない。

　きっと七緒が生徒会室へ戻り、こちらから聞いた刃更が戻ってくるという情報を梶浦に話すに違いないからだ。

　だから。

「…──────東城」

　長谷川は、改めて自分にとって誰だれよりも大切な青年の事を想う。

　…──刃更との秘密の関係が始まった日の事を、長谷川は鮮せん明めいに覚えている。

　刃更を想うと切なくて、苦しくて……助けてと懇こん願がんしたこちらに、最後の一線だけは越こえない事を条件に刃更は応こたえてくれた。

　だから、長谷川はゆっくりと白衣を脱ぬいで教師からただの女になると、胸むな元もとが開いた構造のタートルネックのセーターを、さらに上下に開いて胸を露ろ出しゆつさせて刃更を誘った。その時に長谷川が腰こし掛かけていたのは、つい先程まで七緒が座っているキャスター付きの丸椅子いすだ。

　そんな長谷川に、刃更もとうとう興奮を抑おさえきれなくなって……そこから先はもう、ただひたすら淫らで幸せな時間になった。

　腕うでを強ごう引いんに引っ張るようにして椅子から立たされると、そのまま乱暴に唇くちびるを奪うばわれて。

　いやらしく胸を揉まれながら、そこにあるベッドへと連れて行かれた。そしてベッドの上で着ていた服を一枚ずつ脱がし合って裸はだかになると、長谷川と刃更は互たがいの性別を数え切れないほど確かく認にんしていった。

　全校生徒と全職員が利用できる筈のこの保健室は、あの日、あの時から……二人だけの逢おう瀬せの瞬しゆん間かんだけは、長谷川と刃更だけのものへ変わるようになっている。

　長谷川が刃更を悦よろこばせる方法を教えて欲しいと懇願すると、最初は気き兼がねしていた刃更も、徐じよ々じよにこちらへ調教を行なうようになっていって……鍵かぎは掛けても人ひと除よけなどは使っていないため、たまに他ほかの生徒や教師がドアの所までやってくる事があるが、今ではそれも興奮を高める刺し激げきの一つとなっている。

　…──長谷川千里の心と躰からだは、それ程までに刃更のものになっていた。

　そして彼への想いは、一度も会えなかった冬休みの間に、もはや抑えきれない程にまで昂たかぶっていて、

「さて……どう埋うめ合わせをして貰もらおうかな」

　そう言って長谷川千里はふふっと笑った。

　…──魔界では、さぞかし澪達との関係を深めた事だろう。

　ならば、こちらもたっぷりと可愛かわいがって貰わなくては不公平というものだ。

　そして程なく、長谷川千里は妙みよう案あんを思いついた。

　艶なまめくような笑みと共に呟つぶやく。

「…………よし、温泉旅行に行こう」

　もちろん刃更と二人きりだ。泊とまりがけなのは言うまでもない。

　刃更が魔界から戻ったら、夜が明けるまで彼に屈くつ服ぷくさせて貰うと決めていたのだ。

　彼と過ごしたあの夜に──クリスマスの晩に。

　…──冬休みの間中、ずっと一人で良い子にしていたのだ。

　そろそろサンタクロースに、プレゼントを持ってきて貰わなくては。
















この関係は、決して他人に言う事はできないけれど。

それでも俺は信じてる──俺らは確かに家族だと。
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　…──魔ま界かいでの現魔王派との決戦の後。

　刃バ更サラ達が人間界へと帰き還かんしたのは、三学期が始まって数日が経たった金曜日の事だった。

　しかし──教師達から咎とがめられたり、問題になるような事はなかった。

　特とく殊しゆな魔法チップを組み込んだ携けい帯たいで、魔界から学校へと連れん絡らくを入れてあったからだ。

『冬休みを利用して海外へ赴おもむいたが旅先でトラブルがあり、帰国が少し遅おくれる』

　そう刃更が伝えたところ、比ひ較かく的てきすんなりと学校側はこちらの事情を理解してくれた。

　そして翌日の土曜は、新たにゼストが同居となった事で家が手て狭ぜまとなったため、澪みお・万ま理り亜あ・ゼストの三人を連れて不動産の物件探しへ。

　さらに、街で出会った滝たき川がわとも現状について情報を交こう換かんした。

　そこで──滝川から、「引っ越こすのではなく、ゼストの土系魔法で地下フロアを増築したらどうだ？」とアドバイスをされ、刃更達はその案を採用させて貰もらった。

　今住んでいる家には様々な思い出があり、強い思い入れもある。

　現魔王派との決戦後──穏おん健けん派からの褒ほう賞しようとして、魔界で産出された大量の金きん塊かいを刃更達は貰っており、余よ程ほどおかしな贅ぜい沢たくをしない限りは金銭的に困らずに済むようになった。

　よって赴いたリフォーム店で、万理亜たっての希望もあり皆で入れる巨きよ大だいジェットバスを購こう入にゆう。さらに、家具インテリア店で新たに必要となる寝しん具ぐなど諸もろ々もろ一式を買い上げた。

　…──週明けには、刃更達は学校へ登校しなければならない。

　その前に、まずはゼストの居住スペースを設けるため、全員で話し合って決めた構造の地下フロアをゼストの魔法によって造り上げた。

　そして成人の日で祝日だった昨日──購入時に店側に特急料金を支し払はらう事で、購入した家具の搬はん入にゆうや組み立て、ジェットバスの納入、配電などの工事一式を済ませて貰っている。

　……かなりバタバタしちまったけどな。

　それでも、どうにか地下フロアは完成。ゼストの部屋についても無事に確保できた。

　そんな中──新たに東とう城じよう家に造られた地下フロアの目玉は、やはり万理亜の要望で導入した巨大ジェットバスがある大浴場だ。

　そして、

　……もう一つは。

　澪達が刃更により深く屈服し、強くなっていけるようにと造られた広い寝室である。

　そこには、刃更や澪達が全員で淫らに絡からみ合う事ができるよう、豪ごう華かなラブホテルにありそうな超ちよう巨きよ大だいなベッドが置かれてあり……さっそく昨夜、刃更達は全員で大浴場と大きなベッドの両方を試ためしてみている。

　…──魔界での現魔王派との決戦前に、刃更は澪達全員を徹てつ底てい的に屈服させていた。

　よって六人の関係は、既に淫らなものへと変わってしまっていて……恥はじらいながらも、自分達の躰からだを使ってこちらの全身を洗ってくれる澪達に、刃更もまた当然のように興奮を昂たかぶらせていった。

　だから、

「…────どうせなら、また皆で強くなりませんか？」

　そう艶つやめいた瞳ひとみで提案した万理亜に、反対する者など誰だれ一人としていなかった。

　…──地下室では、どれだけ叫んでも声が外へ漏れる事はない。

　刃更は思う存分に澪達を屈服させ、澪達もまたそれを悦よろこんで受け入れて淫らに乱れた。

　刃更の与あたえる究極ともいうべき凄すさまじい絶頂に、全員が意識を飛ばしてしまうまで。
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　多くの高校の校舎内が、一気に賑にぎやかさを増す時間帯がある。

　午前中の授業が終わった事で迎むかえる昼休みだ。

　…──食堂と購こう買ばいとが一気に混雑し、行列必至の戦場が展開されてゆく中。

　成なる瀬せ澪と野の中なか柚ゆ希きは、１年Ｂ組の教室で持参したお弁当を食べていた。

　向かい合わせになっている机は全部で四つ。

　うち二つに澪と柚希が座り、そして残る二つに仲の良い相あい川かわ志し保ほと榊さかき千ち佳かが座る形。

　そして──四つ寄せ合う事で食しよく卓たくのテーブルとなった机の上に、澪と柚希は持ってきたお弁当を開いた。それは三段重ねの重箱という豪華なもので、

「うわぁ、すっごい美味おいしそう……だけど、何だってこんなに豪華なの？」

「これ全部、成瀬さんと委員長が二人で？」

　色とりどり、様々なおかずが敷しき詰つめられた重箱の中身に驚おどろきの声を上げた相川と榊に、

「だったら自じ慢まんしちゃうんだけどね……ここまで凄すごいのは、あたしと柚希にはちょっと無理かな。ね？」

　と澪が苦く笑しようしながら隣となりへ同意を求めると、隣の柚希はコクンと頷うなずきながら、

「このお弁当は澪の妹と、新しく一いつ緒しよに暮らし始めた女性の合作」

　そう──これは今朝、万理亜とゼストの二人が作ってくれた特製のお弁当だ。

　…──これまで、東城家の家事全ぜん般ぱんを取り仕切ってきたのは万理亜だった。

　そこへ新たにゼストが加入した。

　するとゼストは、魔界から戻った翌日に、穏健派でシェーラやルキアらから仕込まれたメイドとしてのスキルを遺い憾かんなく発揮。

　まるで高級ホテルのものと見み紛まがうような豪華な朝食を作り上げてみせた。

　そんな凄まじい家事スキルを持つゼストに、万理亜がめずらしく嫉しつ妬として軽い一ひと悶もん着ちやくがあったのだが、

　……それも、最終的にはいつもの調子で丸く収まっちゃったし。

　ジェットバスの購入が決定した後、真ま面じ目めすぎるせいで主従契けい約やくの呪のろいを発動させてしまったゼストを刃更が屈服させる際、澪と万理亜も参加した事でその問題は解決した。

　……何よりも。

　東城家の地下フロアに作られた大浴場や巨大寝室も、万理亜の発案したものをゼストが形にしたものなのである。

　今後の家事については、万理亜とゼストで分担し、必要なものは協力するという事で落ち着いたらしく──その結果、澪達の今日のお弁当は二人が力を合わせた力作となった。

　……あまり豪華にすると、引かれちゃうって一応言ったんだけど。

　万理亜とゼストは、澪達の健康維い持じも自分達の仕事だからと譲ゆずらなかった。

「ただ、まあ……ここまで豪華なのは今日だけだけどね」

「あれ、そうなの？」

「うん。だって、毎日こんなのは大変でしょ？　作るのはもちろん、持ってくるのもね」

　料理が出来上がって重箱に詰め終えたところで、万理亜とゼストは大きなお弁当がこちらの荷物になってしまう事に気が付いたようで……刃更の迷めい惑わくになる事をしてしまったと気にしたゼストが、また主従契約の呪いを発動しかけてしまったのはご愛敬だ。

　…──とはいえ、せっかく作ってくれたのだ。

　澪と柚希は重箱を袋ふくろに入れて持って行く事にし、刃更はそれとは別に一人分のサイズの弁当を渡わたされていた。

　その刃更は昼休みになると、お弁当を持って何人かの男子と教室を出ていった。

　……すっかり馴な染じんでるみたいで良かった。

　転入当初こそ色々あってぼっち全開だった刃更だが、体育祭実行委員をやってからは滝川以外にも仲の良い男子ができたようで、近ごろ昼食は澪達とは別々に取っている。

　澪や柚希としては、やはり刃更と一緒に食べたい気持ちはあるのだが、

　……あんまり一いつ緒しよにいすぎて、面めん倒どうな事になっても嫌いやだもんね。

　澪や柚希には、校内に熱ねつ狂きよう的なファンの男子達がいる。

　…──そして彼らは、澪達と同居している刃更の事を快く思っていない。

　特に三年の堂どの上うえや穂ほ積づみを始めとするグループは、刃更を校舎裏へ呼び出して絡んだり、体育祭実行委員でも色々とトラブルを巻き起こしたりしていた。

　刃更とは家に帰れば、好きなだけ一緒にいられるのだし、

　……それに、ね。

　澪や柚希が、相川や榊といった仲の良いクラスメイトとこうして過ごしているのだ。

　刃更にも友情を育はぐくんで、もっともっと学校生活を楽しいものにして欲しい。

　……だって。

　ようやく自分達は──こうして日常を取り戻もどす事ができたのだから。

　そして、相川と榊の二人にも手伝って貰いながら豪華なお弁当を食べ終えた後。

「そうだ成瀬さん、委員長。今度、二人の家に遊びに行っても良いいかな？」

　ふと思い付いたかのように相川が言った。

「…………家に？」

　突とつ然ぜんの問いに、澪は思わず眼めをパチクリとさせた。

　それは隣の柚希も同じだったようで、少し驚いたような表情を相川へと向けている。

　そんなこちらに、

「あれ……そんなにおかしいこと言った？」

　相川が若じやつ干かん戸と惑まどいの表情になりながら、

「ほら、これまで放課後に一緒に寄り道とかはした事あるけど、二人の家には行った事ってないでしょ？　一体どんな家に住んでいるのか前から気になってたんだよ。ねえ千佳ちん」

「え？　うん……」

　相川の隣で、ようやく可愛かわいらしいサイズのお弁当を食べ終えた榊千佳は、求められた同意に肯こう定ていの頷きを返しながら、

「二学期になって東城君が転入してきて、成瀬さんと同居してるって聞いた時はちょっと驚いたけど……でも親同士が再さい婚こんするって話だったから。転入生と同じ家に住んでるって聞いたらビックリしちゃうけど、一緒に暮らす事になったから転入してきたっていうのなら、普ふ通つうにあり得る話なのかなって」

　でも。

「成瀬さんのお母さんも、東城君のお父さんも、ずっと家を空けているんだよね？」

「ああ……っと、うん。まあそうね」

　澪達の素す性じようや生おい立ち、さらには取り巻く状じよう況きようなどを一いつ般ぱん人に話す訳にはいかない。

　よって相川や榊を始め、周囲に対しては偽いつわりの設定で通している。

　それは当初、まだ刃更や迅じんがどういう人間なのかを知らなかった澪と万理亜が適当にでっち上げた作り話を、そのまま都合の良いように流用したものだ。

「それに……しばらくしたら、委員長も一緒に暮らし始めたでしょ？」

「…………その経けい緯いなら、前に話した通り」

　榊の言葉に、柚希が微み塵じんも動どう揺ようすることなく告げると、

「確か……東城と幼おさな馴な染じみなのは、親同士の仲が良いからなんだよね？」

　相川は、柚希がした同居に至る説明を思い出すように言った。

「で、こっちで一人暮らしをしていた委員長を、田舎いなかの両親はずっと心配していて……それなら下宿しろって東城のお父さんが言ったんだっけ」

　という相川の言葉に、澪は「うん」と頷いて、

「あたしのお母さんも『そういう事なら』ってＯＫしたの。子供だけで生活させる親の不安は理解できるからって」

　そう言いながら、澪は心の中で嘘うそをついている事を申し訳なく思った。

　…──相川と榊は、仲の良い大切な友達だ。

　二人を裏切りたくないと思う。

　だが──それでも本当の事を話す訳にはいかなかった。

　話したところで頭がおかしいと思われるのがオチだし、

　……何よりも。

　澪達と刃更が裏ではどういう関係で、どんな行こう為いをしているかを知れば……それこそ幻げん滅めつされるだけでは済まない。

　いかに強敵や苦難を乗り越こえるためだったとはいえ、サキュバスの催さい淫いん特性で主従契約を結んでいる澪達の関係は、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいほど淫みだらだ。

「…………………………」

　澪は思う。自分達の関係は、決して普通の人に理解して貰もらえるようなものではないと。

　…──とはいえ、別にそれらは周囲に話す必要のないものだ。

　どれだけ仲が良かったとしても、他人に話せないような事は誰にだってある。

　たとえ血の繋つながった家族同士であろうとも。

　それこそ──相手を大切にしたいからこそ、言えない事はあるものだから。

　…──澪は、相川と榊の二人が大切だ。

　二人との友情をとても大事にしている。

　だから──これは仕方のない事。

　彼女達に、真実は決して言えないし言わない。

　だけど、

「…………そうね。二人が来たいって言うなら別に良いよ」

　澪は、相川と榊の要望を了りよう承しようした。

「柚希も構わないでしょ？」

「もちろん。相川と榊が来てくれたら、刃更もきっと喜ぶと思う」

　念のため確かく認にんすると、柚希はコクンと頷きを返してくる。

「ホントに？　やったぁ」

「ありがとう。凄く楽しみ」

　相川と榊は笑えみを弾はじけさせた。

　そうやって喜んでくれる二人に、澪もまた嬉うれしく思う。

　…──これまで、澪はずっと現魔ま王おう派の魔族達に狙ねらわれていた。

　だから──なるべく周囲を巻き込まないように生きてきた。

　それこそ、仲の良い友人を作る事など以もつての外だ。

　相川や榊とも学校ではよく話をしたが、外で会うような事は基本的にしなかった。

　それこそ、帰り道にどこかへ軽く寄り道するくらい……それも数えられる程度だ。

　しかし──色々な事はあったが、それでも現魔王派との問題は一応の決着を見た。

　……これでもう。

　連中から、澪の中にある先代魔王の力を狙われる事はない。

　そのせいで周囲を巻き込むのではと怯おびえる必要もなくなった。

　…──無論、これで百％完全に安心して良くなった訳ではない。

　現魔王派の中には、穏おん健けん派との同盟を嫌きらう者はまだ少なからずいるだろう。

　とはいえ──そういった者がこちらを狙ってくる可能性は、通り魔や変質者に遭そう遇ぐうしたり、酔よっ払ぱらいに絡からまれたりするリスクとそう大差のないものになった筈はずだ。

　だから勇者の一族である柚希も、相川と榊の訪問を問題ないと判断したのだろう。

　それもこれも、

　……刃更や、みんなのお陰かげ。

　刃更も万理亜も、柚希も胡桃くるみも、そしてゼストも。

　皆みなが澪のために危険を冒おかし、命を賭として戦い──そして勝利してくれた。

　だからこそ今、澪はこうして日常へと戻ってくる事ができた。

　…──そして手にしたのは、養父母が殺されてからずっと失われていたもの。

　ごく当たり前の平穏な日常だ。

　そのありがたさを改めて噛かみ締しめながら、

「ただ、家に来るのは良いけど……あんまり期待はしないでよ？」

「だいじょーぶ。クラスメイト同士で同じ家に住んでいるってだけで充じゆう分ぶんに面おも白しろいから」

　澪の言葉に、相川は「あはは」と笑いながら、

「確か名義上は東城の家に、成瀬さんと委員長が住んでいるんだよね？」

「そう。他ほかに私の妹の胡桃と、澪の妹の万理亜もいる」

　という柚希の言葉に、

「へえ～。それはまた、随ずい分ぶんと賑にぎやかそう」

「ウチは一人っ子だから、人数が多いのって憧あこがれちゃうなぁ」

　相川と榊が羨うらやましそうに言った。

　そんな二人に、

「あとね──さっき柚希が言ったように、最近もう一人同居人が増えたの」

　だから、と成瀬澪は共に告げる。

「今度二人が来てくれたら……きちんと紹しよう介かいするね」




　　　　３




　放送部に所属している島しま田だ太た一いちなど、数人のクラスメイト達と昼食を共にした後。

　刃更は彼らと別れたその足で、保健室へと向かった。

　あの美しすぎる養護教きよう諭ゆに用があったからだ。

「…────失礼します」

　刃更は軽くノックをすると、扉とびらを開けて保健室の中へ。

　すると入ってすぐ、こちらを迎むかえるようにして温かな空気が刃更をそっと包み込んだ。

　…──そこは真冬の冷たい空気が立ちこめる廊ろう下かとは別世界。

　心地ここちの良い室温だけでなく、充分な湿しつ度ども保たれており、清せい浄じような空間となっている。

　……いつも思うけど流石さすがだな。

　刃更は、これまでに何度となく保健室を訪おとずれている。

　その度たびに長は谷せ川がわの作り出す心地の良い空気に尊敬の念を抱いだいていたのだが……或あるいは保健室の真価は、冬という季節にこそ解わかるものなのかもしれない。

　それにしても、

　……今日はまた一段と凄すごくないか？

　何というか、これまで以上に保健室の空気が柔やわらかく澄すんだものに感じられる。

　数日前まで赴おもむいていた、魔素の濃こい魔界とは全くの正反対ともいうべき空間だ。

　…──刃更は、向こうの世界で飛ひ躍やく的に力を上げた。

　ゼストと新たに主従契けい約やくを結び、さらにレオハルトら現魔王派との決戦前には、澪達全員を徹てつ底てい的に屈くつ服ぷくさせたりもしたからだ。

　そうして力を上げた今だからこそ、これまで気付けなかった事も感じ取れる。

　この空間が──どれほど凄すさまじいものであるかを。

「…………………………」

　刃更は無言で、保健室の奥へと歩を進めた。

　しかし──いつもならこの段階で刃更の来訪に気付き、発せられる歓かん迎げいの言葉がない。

　つまり、

「…………居ない、か」

　呟つぶやきと共に刃更が見たのは、窓まど際ぎわにある長谷川のデスクだ。

　普ふ段だんの定位置に彼女の姿はなかった。

　だが、刃更はすぐに踵きびすを返す事はしない。

　壁かべ際ぎわに並んで置かれたベッド──その一つが、カーテンが引かれた状態になっている。

　誰だれかが使用中だ。

　……まさか……。

　刃更は思わずゴクリと喉のどを鳴らした。

　…──思い出すのは、体育祭の準備をしていた頃ころ。

　刃更が保健室を訪れると、今のようにベッドの一つが使用中だった。

　使っていたのは長谷川で──そして彼女は、特注したフロントファスナー付きの競泳水着を脱ぬげなくなってしまっていた。

　……あの時は。

　驚おどろいたこちらに、長谷川は水着を脱ぐのを手伝って欲しいと頼たのんできて……刃更は仕方なく了承。液体のハンドソープを潤じゆん滑かつ剤ざいにして、強ごう引いんにファスナーを引き摺ずり下ろした。

　その結果──不ふ可か抗こう力りよくながら、刃更は長谷川の大きな乳ち房ぶさを丸見えの状態にした。

　さらにその後は、彼女のマンションに招待されて手料理をご馳ち走そうになり。

　食後には生徒からの恋れん愛あい相談に乗れるように、男女間の様々な経験をしたいという長谷川の要望を受けて、キッチンで背後から彼女を抱だき締めて。

　それこそ──最終的には、一いつ緒しよにお風ふ呂ろにまで入ったりした。

「………………………………」

　そしてあの豊かな乳房でいやらしく背中を洗われ、さらにキスまでされてしまった結果、刃更と長谷川は二人とも理性を飛ばしてしまって……互たがいに激しく求め合ってしまった。

　最後の一線こそ越えなかったものの、裸はだかで淫らに絡み合い、刃更は長谷川の胸や尻しりを攻せめて何度も絶頂させてしまった。

　また長谷川も、彼女の胸の谷間で刃更のものを挟はさんでいやらしくしごき、刃更を盛せい大だいに果てさせている。

　だから、

　……そう……なんだよな……。

　思えば、あの日が始まりなのだ。

　長谷川との関係が、ただの生徒と教師ではなくなっていったのは。

　…──そして今、刃更の眼めの前にはあの時と同じ状じよう況きようがある。

「……………………………………」

　中のベッドにいるのが長谷川とは限らない。

　普ふ通つうに考えれば、使っているのは体調不良の生徒や教員などの学校関係者だ。

　女子生徒が休んでいる可能性は充分にあるし、保健委員でもない刃更が勝手にカーテンを開ければ問題になってもおかしくない。

　…──しかし、自分は長谷川に用があってここへ来た。

　だから、

「あの、すみません長谷川先生……いますか？」

　使用中のベッドではなく、保健室内へと呼び掛かけるように刃更は尋たずねた。

　すると──カーテンの向こうから聞き覚えのある声が返ってくる。

『…………えっと……もしかして東城君？』

　遠えん慮りよがちに尋ねてきた可愛かわいらしい声は長谷川のものではない。

　だがそれが誰か、刃更は即そく座ざに思い至り、

「その声は……橘たちばなか？」

　こちらがそう言うなり、勢い良くカーテンが開けられ──橘七なな緒おが飛び出してきた。

　七緒は駆かけ寄るように、一目散にこちらの胸へと飛び込んできて、

「────────────」

　驚きながらも、とっさに刃更は七緒を抱き留める。

　すると柔らかな感かん触しよくがきて、

「東城君……良かった。無事に魔界から戻もどって来られたんだね」

　こちらの腕うでの中で、七緒はそう言って顔を上げた。

　ベッドで横になる時に眼鏡めがねを外していたらしく、露あらわになっている状態の赤い瞳ひとみの端はしには、じんわりと涙なみだが浮うかんでいる。

　…──ヴァンパイアハーフの七緒には、刃更は自分達の素す性じようを明かしている。

　そのため七緒には、冬休みの間に魔界へと赴く事も伝えてあった。

　そして魔界から、予定より遅おそくなったものの、どうにか問題が一区切りしたというメッセージも送ってあったのだが……それでも無事な顔を見るまで不安だったのだろう。

「…………もう大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ああ。ひとまずは何とかなったよ」

「そうなんだ……良かった」

　こちらの言葉に、七緒が胸を撫なで下ろしたように表情を柔らかくした時だった。

「っ──────…」

　刃更は思わず息を呑のんだ。

　ベッドで休む際に、身体からだを楽にしたかったのだろうか。

　七緒の上半身は学ランを脱いで、ワイシャツだけの状態だった。

　ベルトの締め付けも辛つらかったのか、下半身に至ってはズボンも穿はいていない。

　七緒は男子としてこの学校へ通っている。

　…──だが実際の七緒は、一ヶ月毎ごとに身体の性別が切り替かわる特異体質の持ち主だ。

　クリスマスの時は女の子だった七緒は、今日もまだ女の子のままで……そのためかワイシャツの裾すそ下から見える下着は、女性用のショーツだった。

　さらに横になっていた時に寝ね汗あせを掻かいて脱いだのか、或いは最初から着ていなかったのか、肌はだ着ぎ代わりのＴシャツのようなものは何も身に付けていない。

　…──そのため、ワイシャツの下の素す肌はだが透すけているのだ。

　少しでも身体への締め付けをなくしたかったのか、サラシは解いてしまっているようで、胸の膨ふくらみと併あわせて、男子として通すのは完全に不可能な状態である。

　そして何より──刃更に対して見せる無防備な七緒の可愛らしさは、反則級と言っても過言ではない。

　よって刃更が眼を奪うばわれてしまうのは必然で、

「あっ……ゴメンっ！」

　こちらの視線に自分の格好を思い出した七緒は、頬ほおを赤くしながら離はなれようとして、

「あ────…」

　しかし体調不良からか床ゆかを踏ふみしめる足に力はなく、ふらりと身体が揺ゆれる。

「…────っと」

　そんな七緒を、刃更がとっさに腕を伸のばして抱き留めるように支えると、

「あ……ゴメン東城君、ボク……」

「気にしなくて良いいって……具合悪いんだろ？」

　申し訳なさそうに言った彼女に首を横に振ふって答えると、刃更は華きや奢しやな七緒を両手でひょいと抱き上げ、そのまま寝ていたベッドへと運んであげる。

　そして七緒を抱き留めた時に感じた事を確かめるため、そっと彼女の額へ手を伸ばし、

「やっぱりちょっと熱いな……大丈夫か？」

「…………えっと、あのね」

　尋ねたこちらに、七緒は両手で眼鏡を掛けながら、少しだけ困ったような表情になると、

「ボク……今、生理が来ちゃってるの」

　恥はずかしそうに自分の状態について告白してきた。

「これまで、女の子の身体になった時に腹痛はあったんだけど……こんなの初めてで。長谷川先生にはいつもの腹痛って言ったら、痛み止めをくれてベッドで休ませてくれたの。あとは先生が席を外したから、こっそり棚たなから生理用品を貰もらって使ってみたんだけど」

　あの、と七緒は不安そうに、

「ナプキンの使い方ってこれで合ってるのか解らなくて……東城君、見てくれる？」

「っ……無理だ、そんなの俺もよく解らないって……っ」

　慌あわてて刃更が首をブンブンと横に振ると、

「…………そっか。そうだよね。ゴメン……ボク、変なお願いしちゃって」

　と七緒は眼を伏ふせながら恥ずかしそうに笑った。

「でも、まさか自分の身体がこんな風になるなんて……驚いちゃった。胸がね、ビックリするほど張っちゃうんだよ？」

　七緒は胸の前で両りよう腕うでを交差するようにして、キュッと己おのれの身体を掻き抱いだいた。

　すると、クリスマスの時よりかなり大きくなった胸が強調される形になり、

「っ……そ、そうなのか……大変だな」

　予想だにしていなかった告白に、刃更はどう言って良いのか解らずドギマギする。

　…──澪達とそれなりに長く暮らしているのだ。

　女の子の月経に免めん疫えきがない訳ではない。
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　とはいえ澪達は女の子だ。だから、それは当然の生理現象である。

　しかし七緒自身の肉体がそうであるように、刃更も七緒の性別認にん識しきを固定していない。

　性別に関係なく、大切な友人……それが刃更にとっての橘七緒という存在だ。

　嘘うそじゃない。

　……でも。

　クリスマスの夜に行なったゲームの指示で、女の子の状態の七緒とトイレへ入り、女物の下着や制服を着せて以降、刃更の中で七緒の性別は女の子へと傾かたむきつつある。

　…──そして今、生理が来ているという告白を受けて刃更は一気に意識する。

　やはり七緒は──女の子なのだと。

　そう思ったら、彼女の胸や太ふと股もも、ショーツなどが何だか無む性しように眼に付いた。

　女の子の身体がどれほど柔やわらかく、心地ここちの良いものであるかをよく知っているからだ。

「よ、よく解わからないけど……辛いなら、もうちょい休んでいた方が良いと思うぞ」

「うん……そうだね、そうしようかな」

　刃更が視線を逸そらしながら促うながすと、七緒は素す直なおに従ってベッドへと横になった。

　そして布ふ団とんを掛けてあげようとすると、仰あお向むけになった七緒が、

「あ……あのね東城君、お願いしたい事があるんだけど……良いかな？」

「あ、ああ……俺にできる事なら」

　潤うるんだ瞳で言われ、刃更はとっさに頷うなずきを返した。

　すると、

「…………………………」

　七緒は無言のまま、ゆっくりとワイシャツの前を左右に開き始めた。

　そして胸むな元もとから臍へその辺りまでを露わにして、

「お願い東城君、ボクこんなの初めてで怖こわくって……」

　だから。

「少しの間だけで良いの……お腹なかを撫でてくれる？」

　縋すがるような上うわ目め遣づかいで、七緒が懇こん願がんしてくる。

　あり得ない話だが──もし普通の女子に、同じ事を頼たのまれたら刃更は断っただろう。

　内線電話で職員室に繋つなぎ、長谷川がいるか確認し、最悪いなければ校内放送で呼び出して貰うように頼んでいたに違ちがいない。

　…──だが、もし同じ状況で澪達から同じ事を頼まれたら。

　間違いなく刃更は応こたえる。

　それはこちらとの間に確かな関係が──信しん頼らいと絆きずながあるからだ。

　……だとしたら。

　刃更と七緒との間にも、決して揺るがない信頼がある。

　そんな大切な相手が今、自分を頼たよってきているのだ。

　ならば答えは一つで、

「……………………解った」

　刃更は了りよう承しようした。

　恥ずかしさもあるだろうに、それでもなおこちらへ助けを求めてくるという事は、初めての苦しさや辛つらさに、どうしても不安になってしまっているのだろう。

　…──澪達の話では、生理期間中は他人に触さわられる事を嫌いやがる娘こもいるという。

　しかし今──七緒は刃更に触ふれられる事を望んでいた。

　そしてこちらは、自分にできる事はすると言ったのだ。

　その言葉を──刃更は嘘にはしない。

　だから、

「橘……できる範はん囲いで良い。呼吸を楽にして、身体の力を抜ぬいてくれ」

「う、うん……」

　思考を冷静なものへと切り替えて告げると、七緒はこちらの言う事に従った。

　そして七緒の呼吸に合わせて、そっと彼女の腹部を右の手で撫で始めると、

「んっ…………」

　途と端たんに七緒がピクンと反応する。

「っ……大丈夫か？」

　良くない触り方だったのかと思い、手を止めたこちらに、

「うん……平気だから続けて」

　と七緒に促され、刃更は七緒のお腹に優やさしく手を滑すべらせる。

　すると、

「東城君の手、大きくて温かくて……凄すごく安心する」

　七緒は少しだけくすぐったそうに身をよじらせた。

　そんな七緒を見つめながら、刃更が柔らかくスベスベしたお腹を撫でていると、

「…………っ……あ……はぁ、ん……ふぅ……あぁ……♥」

　次し第だいに七緒の漏もらす吐と息いきが甘く濡ぬれたものへと変わってきて……いつしか内うち股ももを擦こすり合わせ、ピクンピクンと胸を小刻みに震ふるわせ始める。

　…──その反応が何なのかを刃更は知っていた。

　間違いない。刃更に触れられて、七緒は女の快感を得ているのだ。

　七緒が熱を帯びた吐息を漏らす度たびに、大きくなっている胸がふるんふるんと揺れ、その動きに合わせてボタンを外して前を開いているワイシャツが微かすかに乱れて……すると七緒の乳ち房ぶさの先せん端たんは、いやらしく張り詰つめたものになっていた。

　…──だが刃更は、七緒の胸に触れる事はしなかった。

　彼女が刃更に求めているのは、痛みを得てしまっている腹部を撫でる事だからだ。

「…………………………」

　だが刃更は思う──もし七緒が胸も触れて欲しいと頼んでいたら。

　…──きっと自分は、彼女に応えてしまっていただろうと。

　それどころか、澪達のように滅め茶ちや苦く茶ちやにイカせて屈くつ服ぷくさせてしまったかもしれない。

　そう思わずにはいられない程ほどに……眼めの前の七緒は、ただただ魅み力りよく的な女の子だった。




　　　　４




　…──程なくして薬が効いてきたのか、七緒は呼吸を穏おだやかにしながら眠ねむりに就ついた。

　そんな彼女に布団を掛かけた刃更は、起こさぬようそっと保健室を後にする。

　そして廊ろう下かへ出て溜ため息いきを一つ吐ついた瞬しゆん間かん、ハッとなった。

「先生────…」

　それは横。保健室の扉とびらのすぐ脇わき。

　廊下の壁かべに凭もたれるようにして長谷川千ち里さとがそこにいた。

　恐おそらく刃更が保健室から出てくるのを待っていたのだろう。

　だとしたら、

「先生……いつからそこに？」

　刃更は軽い困こん惑わくを覚えながら尋たずねた。

　…──保健室は長谷川が司つかさどっている彼女の部屋だ。

　わざわざ外で待つ必要はない。

　それをしていたという事は、何かしらの意図があっての事だろう。

　……もしかして。

　刃更と橘が二人きりでいられるよう、気を遣つかってくれたのだろうか。

　そんな眼の前の長谷川を、刃更は改めて見た。

　…──クリスマスの夜以来、半月ぶりに再会した長谷川は凄かった。

　見る者の思考を奪うばう圧あつ倒とう的な美しさと、艶なまめかしく咲さき誇ほこる抜ばつ群ぐんのプロポーション。

　そして。

　今日の長谷川には、さらに刃更を驚おどろかせるものがあって、

「それに……どうしたんですか、その服」

　長谷川が着ているのは、いつもと異なる衣服だった。

　下はタイトミニではなく、プリーツのある黒のミニスカート。

　……──そして圧巻なのは、肢し体たいのラインが出るタートルネックのセーターだ。

　その胸元は大だい胆たんなカットがされており、長谷川の大きな乳房の上半分が完全に露ろ出しゆつし、深い胸の谷間が丸見えになってしまっている。

　眼の毒すぎるその格好に、刃更が頬ほおを赤くしながらも眼を奪われていると、

「…………久しぶりだな東城」

　長谷川は艶つやっぽい笑えみを浮うかべて……そのまま刃更との距きよ離りをゼロにした。

　抱だき付いてきたのだ。

　誰だれに見られるか解らない学校の廊下だというのに──まるで当然のように。

　そして、

「会いたかった……東城」

　こちらへ頬を寄せながら、甘く潤んだ声で囁ささやいてくる。

　…──あの体育祭以降、刃更と長谷川の関係はいよいよ本格的なものになっている。

　主従契けい約やくを結んでいる訳でもないのに、性的な行こう為いを何度もしている秘密の間あいだ柄がらだ。

　あくまで「先生」と呼びはするが、その時の刃更と長谷川は生徒と教師ではなくて、完全に男と女になっている。

　そして今──長谷川は現在、白衣を身に纏まとっていなかった。

　それは養護教きよう諭ゆである彼女が、今は教師ではないという事を意味している。

　…──長谷川が校内で白衣を脱ぬぐのは、刃更の前でただの女になる時だけ。

　そして長谷川が白衣を脱いだら、刃更も生徒ではなく一人の男になる約束だ。

　互たがいに時と場所は選んできたのだが……冬休みの間ずっと会えなかったからだろうか。

　長谷川は完全にスイッチが入った状態で、

「…──────っ」

　七緒の看病で興奮を得ていた刃更は、そうした長谷川の色いろ香かに抗あらがう術すべがない。

　…──昼休みの廊下は、本来なら人通りが多い場所。

　だが遠くで生徒達の笑い声はしているものの、近くには刃更達以外の姿はなかった。

　だから、

「先生────…」

　刃更は長谷川の腰こしへ腕うでを回してグッと自分へと抱き寄せた。すると、

「あん……ふふっ、こんなに強く抱き締しめ返したんだ……もう同意だぞ」

　長谷川は潤んだ瞳ひとみでそう言うと、そっと刃更に唇くちびるを重ねてきた。

「んっ、ちゅ……はぁ、東城……んむ、くちゅ……んんっ♥」

　唇だけだったキスが、あっという間に舌を絡からませ合った淫みだらなものになってゆく。

　それは刃更からも長谷川を求めていったから。刃更と長谷川は自分達のいる場所を忘れて、くちゅくちゅと淫らな水音を廊下で鳴らした。その状態で、刃更は長谷川の腰を抱いていた己おのれの両手を下へと降ろしてゆく。そしてスカートの上から、やわやわと長谷川の尻しりを揉もむと、手の平いっぱいに温ぬくもりと柔らかな感かん触しよくが広がり、

「んぅ……はぁ、あぁん♥　東城……その先は、あそこでしよう？」

　甘い喘あえぎ声と共に身をよじらせた長谷川が、刃更を保健室の近くにある別の部屋へと誘さそった。それは、これまでも保健室で二人きりになれない時に使っていた場所。

　…──生徒指導室。

　教師と生徒が密室で二人きりになる事もあり、普ふ段だんは問題発生防止の観点から扉の鍵かぎは開けられている。また部屋の奥にある窓の外からも室内が見えるように、カーテンも鍵付きのタッセルによって留められ固定された状態だ。そしてその鍵は、生徒はもちろん教師にも貸し出される事はない。それがこの学校が定めたコンプライアンスである。

　…──しかし、長谷川だけは例外だ。

　養護教諭としてこの部屋で生徒のカウンセリングを行なう彼女は、生徒のプライバシー保護の観点からこの生徒指導室の鍵を持つ事を許されていた。よって鍵穴に差し込んだキーを回して施せ錠じようし、タッセルの鍵を開けてカーテンを引いてしまえば、生徒指導室は刃更と長谷川のための密室へと変へん貌ぼうする。そして──念のため、最後にもう一度部屋の扉が完全に閉まっている事を確かく認にんした刃更は長谷川へと振ふり返る。

「───────────」

　そこで言葉を失った。

　長谷川はいつの間にか──部屋の中央でキャスター付きの丸椅子いすに座っていた。ミニスカートから露出している両りよう脚あしを大きく開き、黒のショーツの股こ間かんをいやらしくこちらへ晒さらした状態。長谷川は艶めかしい姿をこちらへ晒しながら、

「この服が気になったか？　これは……お前のために購こう入にゆうしたものだよ」

　ふふっと笑うと、カットされているセーターの胸むな元もと部分へゆっくり両手を差し入れていって……右手で胸の上側の布地を捲まくり上げた。そして左手の親指を下側の布地──胸の谷間辺りへと掛けると、引っ張り下ろすようにしてスリットを広げてみせてくる。服の構造の問題だろうか──今にも溢あふれて零こぼれそうな状態の長谷川の胸は、ブラジャーを着けていなかった。そして、

「──────────」

　会いたかったというのは本心なのだろう。長谷川は、セーターの布地をいやらしく押し上げるほど乳ち首くびを張り詰めさせていた。そんな淫らな乳房をまるで見せつけるように、

「…………おいで、東城」

　長谷川は蠱こ惑わく的な笑みを浮かべると、唇をなぞるように艶めかしく舌でぺろりと舐なめてみせた。

「……………………っ」

　長谷川の乳房の柔やわらかさと、いやらしい肉質を刃更はよく知っている。ぷっくりと膨ふくらんだ乳首も、刃更のモノをすっぽりと呑のみ込める胸の谷間の奥までも、刃更の手と舌が触ふれていない場所はないし、何度となく性奉ほう仕ししてきた長谷川の乳房もまた刃更のモノの感触や精液の熱さを知っている。

　…──あの胸は、長谷川の立派な性器なのだ。

　だから──ゴクリと喉のどを鳴らした時にはもう、刃更は自分の股間が長谷川との淫らな行為を望んで膨れ上がってゆくのを抑おさえられなかった。あそこへ自分のものを刺さし入れて、滅茶苦茶にしてしまいたい。そんな想おもいに駆かられていると、長谷川はそうした刃更に気が付いて、
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「良いいんだよ……この服はそういう使い方をするものだ」

　艶っぽい笑みをよりいっそう官能的なものにする。

「…………でも、先生の服を汚よごす訳には」

　口ではそう言っているのに──刃更の足は長谷川へと向かうのを止められない。すると長谷川は逃にげ道を奪うように、

「気にしなくて良い。こういう時のために保健室とこの部屋のロッカーに、私達の着き替がえを入れてあるんじゃないか」

　そう──秘密の関係を始めてすぐに、刃更達は校内に着替えを隠かくしておくようになった。

　…──互いの分ぶん泌ぴつ液で、服が汚れてしまっても構わないように。

　刃更と長谷川の関係は、最も早はやそうした行為が当然のようになっている。そして保健室と生徒指導室のロッカーの鍵は、長谷川にしか開けられないため他ほかにバレる心配もない。

「それに……このニットは安物だ。こうやって無理に広げたら生き地じがのびてしまう」

　よって。

「どうせもう着られやしないよ。だったらせめて──お前のもので汚してくれ」

　そう長谷川が言った時には刃更は彼女のすぐ眼めの前に立っていた。もはや彼女の言葉に逆らう理由などなくて──だから刃更は、ゆっくりとズボンのファスナーを下ろすと、穿はいているパンツをズラして己のモノを取り出した。すると、はち切れんばかりに膨れ上がった刃更の剛ごう直ちよくが露あらわになる。痛いくらいに屹きつ立りつしたモノは、長谷川を求めて昂たかぶる刃更の鼓こ動どうに合わせて震ふるえていて、

「…………あぁ……ん……♥」

　淫らな期待に長谷川の瞳が官能に濡ぬれ、口からは恍こう惚こつとした声が漏もれた。

　そして刃更は、

「──────────」

　長谷川の言葉に甘えて──彼女のいやらしい乳ち房ぶさへ己の欲望を呑み込ませていった。







　…──体育祭の後、刃更と長谷川の関係は一気に淫らなものへと昇しよう華かしていた。

　同居している澪達に対し、密ひそかに刃更が抱いだきながらも、ずっと我が慢まんし続けていた性的な欲求と衝しよう動どう──それを自分に解消させて欲しいと、長谷川から申し出られたからだ。

　…──だがこれは、刃更に都合が良いだけの話ではなかった。

　恋れん愛あい経験が全くなかった長谷川は、刃更と入浴を共にして互いに理性を飛ばしてしまったあの日から、刃更の事しか考えられなくなってしまっていた。そして教師と生徒の関係だというのに想いが抑えられなくて苦しいと、当の刃更に助けを求めてきたのである。

　…──浴室でされたような事や、それ以上に淫らな事をして欲しいと。

　幾いくつも恩のある長谷川からの頼たのみだ。

　だから彼女の求めに応こたえる形で、刃更は男子生徒と女教師の垣かき根ねを越こえた、秘密の男女関係を始めた。最後の一線だけは越えない──それだけを絶対の条件にして。

　…──その約束を刃更と長谷川は守った。だが歯止めにはならなかった。

　生徒と教師の間柄が、男と女の関係になると、刃更達は二人で淫らな行為へと没ぼつ頭とうしていって……いつしかより深い絶頂を与あたえ合う官能の奈な落らくへと溺おぼれていった。

　すると長谷川は、刃更を気持ち良くする事に対してはどこまでも貪どん欲よくで、より淫らな行為を望むようになり──必然のように刃更が彼女に性調教を行なうようになっていった。二人で様々なやり方を試ためしながら、手や口、胸を使った性奉仕のやり方を徹てつ底てい的に仕込んでやると、長谷川はそうした性調教を嬉うれしそうに受け入れて、刃更と淫らな事をしてゆく度たびに、ただでさえ凄すさまじかった色気を、より淫らで艶なまめいたものにしていった。

　…──魔ま界かいへ行っている間に、澪達との関係はかなり進化した。

　刃更が一方的に屈くつ服ぷくさせるだけでなく、彼女達からも性奉仕を受けるようになっている。

　しかし──それまで刃更の性的な欲求は、長谷川によって満たされていたのだ。

　それこそ魔界へ赴おもむく直前──クリスマスの夜にも、体育祭実行委員会の打ち上げの後、刃更は長谷川のマンションでたっぷりと彼女に甘えている。

　それらの経験があったからこそ、魔界での現魔王派との決戦前、刃更は澪達を徹底的に屈服させる事に成功し、主従関係を深めて力を上げる事ができたのだ。

　長谷川がいなければ……こんなにも積極的に、彼女が性的に求めてくれなければ、とてもじゃないが刃更は澪達に対して、あそこまでの行為はできなかった。長谷川がこれほどまでの官能の悦よろこびを教えてくれたから、刃更は本能の赴くままに己の衝動を澪達へぶつけられるようになっていて、

　……先生のお陰かげだな。

　刃更は噛かみ締めるように感謝の想いを強くする。

　壁かべ際ぎわにある二人掛けの革かわ製ソファに寝ね転ころがっている刃更は裸はだかで──脱いだ服は床ゆかに散乱していた。そして、そこには長谷川の着ていた服やショーツも落ちている。

　…──あれから一時間。

　とうに昼休みは終わり、始まった五時間目が終わろうとしている。

　それでも刃更は、生徒指導室で過ごしていた。もちろん長谷川も一いつ緒しよにいて──彼女は現在、刃更の腰へ両りよう腕うでを回してこちらへ躰からだを密着させている。ただ、右の手は刃更の尻の下から回り込むように前面へと伸のびていて、裏から刃更の陰いん嚢のうを艶めかしい手つきで揉みしだいていた。そして──そんな長谷川の顔は、刃更の股間へと寄せられていて、

「んっ……ちゅ、ふぅ……ちゅぷ……くちゅ、ん……ちゅぱ……んちゅ♥」

　官能の恍惚に瞳をとろんとさせながら、長谷川は幸せそうに刃更のモノをしゃぶっていた。ねっとりとした舌した遣づかいは、刃更をイカせるものではなく、放った精を舐め取るものだ。

　五回──それが二人きりになってから刃更が長谷川の性奉仕で精を放った回数。しかし、長谷川の躰の方が刃更よりも温かく、その口内はとろけそうなほど熱かった。その理由は単純──長谷川は、刃更によってこちらの三倍の数の絶頂を与えられているからだ。

　生徒を正しい道へと導くための生徒指導室だというのに……この部屋は今、生徒と教師という関係でありながら、ただの男と女になって官能へと溺れた刃更と長谷川が放つ、噎むせ返るほどの淫みだらな匂においで満ちていて、

「…………………………」

　長谷川の自分への想いを、刃更はきちんと理解している。だが──こうしている今でも、まだどこか信じられない気持ちだった。こんなにも綺き麗れいで……目眩めまいがする程ほどの美しさを持った女性が、刃更に想いを寄せてくれていて、さらには彼女の躰まで自由にさせてくれるなんて。…──けれどこれは夢ではない。だから刃更は、自分と長谷川の躰の間に滑すべり込ませるようにして右手を入れて、長谷川の胸をいやらしく揉もんでみた。二ふた桁けたを超こえる絶頂を得た長谷川の躰はしっとりと官能の汗あせをかいていて、吸い付くような感かん触しよくと共に手の平いっぱいに乳房の柔らかさが広がる。手から溢れてしまう程ボリュームのある女の乳房の揉み方は、手のどこかで乳首を愛あい撫ぶできるようにするのが正解だ。だから刃更は、手の平の中央に長谷川の乳首がくるようにした。すると長谷川は、刃更のモノをいやらしく咥くわえながら興奮を得て乳首を硬かたく立たせていて、柔肉に指を食い込ませるようにして揉んでやると、こちらの手の平をくすぐるように長谷川の乳首が擦こすれる形になり、

「…──────んぅっ♥」

　途と端たんに長谷川は鼻を甘く鳴らしながら、ビクンと敏びん感かんに躰を反応させた。快楽を得て腰こしがくねるように下がり、代わりに上がった尻しりがいやらしい動きで小さく揺ゆらめく。だが、

「ん……はぁ、む……くちゅ……ふぅ、ん……ちゅ……っ♥」

　それでも──長谷川の口が刃更のモノを離はなす事はなかった。ただ、子供の悪戯いたずらを慈じ愛あいたっぷりに受け入れるように、上目遣いでこちらを見た瞳ひとみが艶めかしく笑えんでいる。

　…──もちろん、長谷川がしているのは配下としての奉仕ではない。

　彼女はただ、刃更へ抱いだいている想いのままに、こちらを求めてくれているだけだ。それでもきっと長谷川は、たとえこちらがいきなり彼女を押し倒たおし、組み伏ふせ、乱暴に犯おかしたとしても──刃更の全すべてを受け止めてくれるだろう。

　…──自分達の間に、主従契けい約やくは存在しない。

　それでも長谷川は確かに刃更を支え……そして満たしてくれていた。

　まるで救い導くように。だから、

「…────ありがとうございます、先生」

　そんな長谷川の頭を、刃更はそっと撫なでた。すると、長谷川は刃更のモノの奥から先せん端たんへゆっくりと唇くちびるを滑らせるようにしながら、ようやく口でしていた奉仕を止める。そして、流れ落ちるように頬ほおへと掛かかった長い黒くろ髪かみを肩かたの後ろへ流すように掻かき上げながら、

「これは私が好きでやっている事だ。お前は気にせずに、ただ悦んでくれれば良いよ」

　官能的な笑みを浮うかべながら言ってくる長谷川に、

「いえ、その事じゃなくて……」

　刃更は困ったように笑いながら言った。とはいえ伝える感謝は、この淫らな関係についてではなくて、

「クリスマスに会った時、海外旅行のアドバイスをしてくれたじゃないですか。大切なものを見失わないように、近視眼的にならないように注意しろって。先生のあのアドバイスのお陰で、旅行先では凄すごく助かりました。さっき保健室へ行ったのは、そのお礼を言うためだったんです」

　魔神ケイオスとの戦いの後──レオハルトの姉リアラは、枢すう機き院の高位魔族たちを皆みな殺ごろしにした。そのお陰で、魔界における将来的なリスクの大半は排はい除じよされたと考えて良い。

　しかし、枢機院のトップにして魔界の裏の権力を統すべていたベルフェゴールを始末したのは刃更だった。それも最終決戦の後に追い詰つめるのではなく──決して逃げられないよう、油断している決戦前夜に彼を密かに暗殺したのだ。

　これにより、決戦後は魔界において長きに亘わたって争っていた穏おん健けん派と現魔王派は休戦協定を結び、現在は同盟締てい結けつの話が進んでいる。

　しばらくは澪が魔界の政治的な思おも惑わくに巻き込まれるリスクは少ないだろうし、

　……上手うまく行けば。

　今後、魔族にまつわるリスクをほとんど考えずに済むようになるかもしれない。

　すると、

「そうか……役に立ったのならば何よりだ」

　こちらの言葉に、長谷川は眼を細めて喜びながら、

「ただ、助言はあくまで助言にすぎない。もしお前の旅が実りあるものになったのなら、それは私の言った事に対する、お前の解かい釈しやくや考え方が良かったからだよ」

　確かに、長谷川はベルフェゴールを暗殺しろなどとは一言も言っていない。

　あの策はあくまで刃更が考え、実行したものである。

　しかし、

「それでも……俺が向こうで柔じゆう軟なんな思考ができて、色々と上手くやれたのは先生のあのアドバイスがあったからです」

　だから、

「本当に……ありがとうございました」

　東城刃更は改めてお礼の言葉を口にした。

　すると、

「…………東城がそう言うなら、そういう事にしておこう。お前に感謝されるのは、私にとっては最上級に嬉しい事の一つだからな」

　長谷川はふふっと笑いながら言った。

「でもそうだな……もし恩を感じてくれているのなら、一つお願いがある」

「そういう事でしたら何でも言ってください。俺も先生の役に立ちたいです」

　そう刃更が告げると、長谷川は「そうか」と嬉しそうに言って、

「旅先では成瀬達と色々と楽しんだんだろう？　だから、今度は私と出掛けて欲しい」

「出掛けるって……旅行へ行くって事ですか？」

「ああ。冬休みの間ずっとお前に会えずに寂さびしい想おもいをしていたんだ。構わないだろう？」

　長谷川は甘えるように、こちらへしなだれ掛かりながら言ってきて、

「先生と旅行へ────…」

「別に海外へ行こうとは言わない。もう三学期が始まってしまっているし、かといって春休みまではとてもじゃないが待ち切れないからな。とはいえ、日帰りのお手軽なものでは納なつ得とくしないぞ。きちんと泊とまりがけの旅行じゃなきゃ駄だ目めだ」

　だから。

「なあ東城、温泉宿へ行こう。私と二人きりで」

　泊まりがけで長谷川と温泉へ行く。それがどういう意味であるかは明らかだ。

「…………………………」

　魔族にまつわるリスクが減ったとはいえ、完全に安心できるようになった訳ではない。

　家を空けるような真似まねはなるべく避さけたいのが本音だ。しかし、長谷川に大きな恩があるのもまた事実である。彼女の願いに応える事で、その恩が少しでも返せるというなら刃更としてはなるべく叶かなえてあげたい。

　……それに。

　レオハルトとの決戦の際──シェーラに貰もらった薬によって魔ま族ぞくの血を活性化させた刃更は、魔ま剣けんブリュンヒルドの『記き憶おく』の一部分に触ふれた。

　そのため刃更はもう、長谷川千里の秘密を──彼女の正体についてを知っている。

　こんなにも美しい大人の女性である長谷川が、なぜ刃更に対してここまで想いを寄せてくれているのか。もちろん、刃更への強い思し慕ぼの感情があるのは間ま違ちがいない。

　だが──それだけではない。裏には、刃更の生まれも関係していたのだ。

　…──よって、これはきっと良い機会。

　長谷川がずっと抱かかえ続けている秘密や苦しみから、彼女を解き放ってあげるには。

　だから、

「…………解わかりました。行きましょう先生」

　刃更が笑みと共に告げると、

「そうか……嬉しいよ」

　長谷川は喜びの表情で言った。

「では、今度の週末は予定を空けておいてくれ。場所は私の方で決めておく」

「はい……」

　と刃更が頷うなずきを返した時、生徒指導室内にとある電子音が流れた。

　それは校内全体に響ひびき渡わたっているもの。

　五時間目の終しゆう了りようを報しらせるチャイムだった。




　　　　５




　…────放課後。

　澪はいつものように、刃更と柚希の二人と一緒に帰宅した。

　制服から私服に着き替がえたら、自然とリビングに全員で集まり、ソファでそれぞれその日にあった事を話し合う──それがこの家で暮らす澪達の日課だ。

　澪・刃更・柚希の三人は学校であった事を。

　万理亜・胡桃・ゼストの三人は家にいた時の事や、買い物に出掛けた時の事などを報告。互たがいに何か問題がなかったか確かく認にんし合うのである。

　だから澪は、今日学校であった事を伝えた。

　それは昼休みの出来事で、

「クラスメイトに、今度ウチに遊びに来たいって娘こ達がいるの。あたしと刃更と柚希が同居してるから興味があったみたい。断るのも変だからＯＫしたんだけど、大だい丈じよう夫ぶよね？」

　この話が出た時、柚希は一いつ緒しよにいたし、刃更には帰り道に話している。

　だから意思の問い掛けは、万理亜・胡桃・ゼストの三人に対してだ。

　すると──真っ先に了りよう承しようの言葉を口にしたのは胡桃で、

「別に良いいんじゃないの？　まあ、流石さすがにあの地下室を見せる訳にはいかないけど……あそこの入り口って、ゼストの魔法でどうとでも誤ご魔ま化かせるんでしょ？」

「ええ、もちろん可能です」

　とゼストが頷いて、

「澪様のご友人ならば、刃更様や柚希さんのご学友でもあるのでしょう。私はメイドです。刃更様たちが問題ないとご判断されたのなら、最上級のおもてなしをさせていただきます」

「助かるよ。でも、歓かん迎げいするのは程ほど々ほどで充じゆう分ぶんだ。来るのは普ふ通つうの高校生だからな。ゼストが本気を出したらビックリさせちまう」

　あと、と刃更。

「ゼストの事は、これを機に俺の母方の遠とお縁えんって事にしよう。今は留学生としてこっちへ来ていて、俺らの家に下宿している。出来るなら、人前では普段みたいなかしこまった感じじゃなくて、砕くだけた口調で話してくれると助かるんだが……」

「私はそういう演技や腹芸は得意ですが、ゼストさんは真ま面じ目めですし難しいと思いますよ」

　と万理亜。

「外見的な年ねん齢れいで言えば、刃更さんよりゼストさんの方が年上ですけど……刃更さんの事を呼び捨てにとかできます？」

「…………刃更様がどうしてもと仰おつしやるのであれば」

　そう言ったゼストの表情は僅わずかに曇くもったものになっており、

「止やめておいた方が良い。ゼストの性格だと、絶対に刃更に対して申し訳ないと思う筈はず」

　柚希が冷静に分ぶん析せきする。

「私達の友人の前で、主従契約の呪のろいを発動させてしまう事態は避けたい」

「そうね……じゃあゼストは、刃更のお母さんの家に大きな恩がある事にするのはどうかしら？　刃更本人に恩があるっていう事にしたら、興味が出て事情を聞かれちゃうかもしれないけど、対象が家なら誤魔化しやすい筈よ」

　と澪が提案すると、

「そうですね。どんな家か訊きかれたら、資産家だと言うのが良いと思います」

　と頷きながら万理亜。

「迅じんさんとは駆かけ落ち婚こんだったから、今はもう絶縁状態って事にすれば、流石にそれ以上は聞いてこない筈です。もちろん、刃更さんがＯＫならですが」

「俺はそれで構わないよ。実際、表向きはそんな感じだろうしな」

「なら、これでもうあたし達の関係性の設定については解決で良いよね。あたしとお姉は本当の姉妹しまいだし、万理亜もこれまで通り澪の妹って事にすれば良いんだから」

　と胡桃。

「それで、来るのは澪とお姉の友達なの？」

「そう。相川と榊」

　柚希が二人の少女の名を口にした瞬しゆん間かん。

「………………………………」

「………………………………」

　万理亜とゼストが、ふっと表情を曇らせたのを澪は見た。

　理由は解る。

　…──かつて、ゾルギアが澪を狙ねらってきた時。

　澪を捕とらえるため、相川と榊は利用された。

　精神を操あやつられ、澪を嫉しつ妬とさせるための罠わなとして──卑ひ怯きような足止めとして使われたのだ。

　二人の精神を操ったのは万理亜。それを指示したのはゼスト。

　…──だが、全すべてはゾルギアが命じたものだった。

　当時のゼストはゾルギアに命を握にぎられた配下であり、万理亜もまた母親のシェーラを人ひと質じちに取られていたため逆らう事ができなかったのだ。

　その罠のせいで、澪は囚とらわれの身となり窮きゆう地ちに陥おちいっている。

　それでも刃更の機転と滝川の協力もあって、澪やシェーラの救出に成功。

　最終的にはゾルギアを倒たおす事もできた。

　そして責任を取って離はなれようとしていた万理亜を許して引き留め、後に魔界で再会したゼストも新たに仲間として迎むかえ入れている。

　よって──全てはもう済んだ話。それはこの場にいる誰だれもが理解している。

　だが、

「…………ん……はぁ、んぅ……ぁ……あぁ……っ」

　それでも──ふと切なげな吐と息いきが漏もれ始めた。

「ゼスト……」

「んっ……も、申し訳ありませ……わ、私……」

　ソファの脇わきに立っていたゼストが、そう言うなりぺたんと床ゆかにへたり込む。

　…──かつて刃更にした事を思い出し、後ろめたさを募つのらせてしまったのだろう。

　魔界に行った時に、シェーラからは主従契けい約やくの呪いを──催さい淫いんの効果を抑おさえる薬を貰ったが、あれは現魔王派と戦う時のリスクに備えてのものだった。その効果は、魔族が本来の力を発揮できるほど高こう濃のう度どの魔素で満ちている魔界に限られている。

　真面目な性格のゼストは、それこそ魔界から人間界へと戻もどって一緒に暮らし始めた翌日から、何度となく呪いを発動させてしまっていた。

　そして今──彼女の喉のど元もとには、首輪のような痣あざが浮うかんでしまっていて。

　近くに座っていた澪は、立ち上がるとゼストの横へと移動。

　そして腰こしを落とすと、

「ごめんゼスト……ゼストは、絶対にそうなっちゃうよね」

　横からギュッと抱だき締しめながら謝った。

　相川と榊を家に招待すると言えば、こうなってしまう事は解っていた。

　…──万理亜もゼストも、自分達の過去の行ないを忘れる事はない。

　それを証明するように、刃更と主従契約を結んでいない万理亜は、呪いを発動させる事こそしてないものの、申し訳なさそうに項うな垂だれたままでいる。

「…………万理亜」

　そんな万理亜の下もとへ向かったのは柚希だった。

　優やさしい呼び掛かけの声と共に、そっと万理亜の肩かたを抱いてあげている。

　そして──いつもなら、澪達の誰かが苦しんでいたら誰よりも先に駆け付け、助けてくれる刃更は、

「…………………………」

　この状じよう況きようでも、黙だまってソファに座ったままでいる。

　…──別に刃更が二人を許していないからではない。

　学校からの帰り道に、澪が頼たのんでいたのだ。

　相川と榊を家に招待すると言えば、きっと万理亜とゼストは自分達の過去の行ないを気にする──だが、まずは自分達に任せて欲しいと。

　そして、こちらが頼んだ通りにしてくれている刃更にありがたいと思いながら、

「ゼスト……それに万理亜も聞いて」

　澪は過去を悔くいている二人へと語り掛けた。

「ゾルギアの事が、貴女あなた達の中で今でも尾おを引いてしまっているのは解る。気にするな、なんて軽々しく言うつもりもない」

　だけど。

「二人があたしや刃更に対して負い目を感じてしまっているのと同じように……あたし達だって刃更に対しては消せない負い目があるんだよ」

　澪はそう言って、柚希と胡桃へ同意を求める視線を向けると、

「………………………………」

「………………………………」

　二人は同意するように、そっと瞳ひとみを伏ふせた。

　…──そう。澪達も、万理亜やゼストと同じなのだ。

　柚希は、《里》を追放される刃更を見送る事しかできなかった。

　胡桃は、一時期は想おもいをすれ違ちがわせて刃更を憎にくんでしまっていた。

　……そして。

　澪もまた、かつて万理亜と共に刃更を騙だましている。

　それどころか、

「この中で刃更に一番迷めい惑わくを掛けているのは……間違いなくあたしだと思う」

　だってそうだろう。勇者の一族ではなくなり、普通の高校生として生きていた刃更を、澪を取り巻く危険な状況へと巻き込んでしまったのだから。

　そのせいで刃更は何度となく命の危機に陥り、そして重傷を負ってきた。

　それら全てが自分一人のせいだなどと、傲ごう慢まんな自惚うぬぼれをするつもりはない。

　……けれど。

　それでも、その多くが澪のせいである事は疑いようがない。

　…──だから澪は、それが事実であると身を以もつて証明した。

　方法は簡単だ。想うだけで良い。

　自分は刃更を命の危険に晒さらしてきた──その事実を強く想った次の瞬間、

「…………んっ……あぁ……あぁああぁあ……」

　澪の口から、どこまでも切ない声が漏れた。

　ゼストを抱き締めたまま──自らもまた、思いきり主従契約の呪いを発動させたのだ。







　…──刃更は、澪とゼストが絡からまり合うようにリビングの床へと倒れ込んだのを見た。

　既すでに主従契約の呪いを発動させていたゼストは躰からだの力が抜ぬけていて、それ以上に強きよう烈れつな催淫状態に陥った澪を支える事ができなくて、

「っ────澪さまっ！」

　慌あわてて澪へと駆け寄る万理亜に続く形で、刃更もまた彼女の下へ。

　そして澪達の傍かたわらへと屈かがみ込み、

「澪……ゼストも、大だい丈じよう夫ぶか？」

「…………んっ……刃更様……私よりも、澪様を……」

　こちらの問い掛けに、官能に瞳を潤うるませながらも身を起こしたゼストが言った。

　…──ゼストも、主従契約の呪いを発動させている状態だ。

　そんなゼストが心配するほど、今の澪は凄すさまじい催淫状態にあった。

　黒のタートルネックで覆おおわれた喉元には、首輪のような痣がニットの生き地じ越ごしでもはっきり解わかるほど発光し、浮かび上がっている。

　表情をすっかり艶なまめかしくとろけさせた澪は、瞳の焦しよう点てんを完全に失っていて、

「…………澪、解るか？」

「…………ぁ……はぁ、ん……あぁ……んぅ……っ♥」

　顔を覗のぞき込んで声を掛けても反応せず、熱を帯びた甘い声しか漏らさない。

　ならばと刃更がそっと頬ほおに触ふれると、

「っ────ふぁああぁぁぁああぁあぁあぁあぁぁあん♥」

　それだけで澪は、嬌きよう声せいと共にビクンと躰を震ふるわせて喉を反らせた。と同時、澪の躰から一気に甘あま酸ずっぱい匂においが立ち上る。見れば、床に倒れた拍ひよう子しにスカートが捲まくれ上がって見えてしまっていたピンクのショーツ──その股こ間かん部分の辺りから、大量の女の淫いん蜜みつが染しみ出している。刃更が頬に触れただけで、凄まじい絶頂へと至ってしまったのだろう。

　──しかし、官能を極きわめきった直後だというのに澪の表情は苦しげだった。

　湧わき上がる快楽が強すぎて、苦痛になってしまっているのだ。

「ちょ、ちょっと……大丈夫なの澪っ？」

　そうした澪の様子に、胡桃が心配を通り越して焦あせりの声を上げる。

　無理もない。これまでにも、刃更と主従契約を結んでいる澪達が、呪のろいを発動させて催淫状態に陥った事は何度もあった──だが、ここまで凄まじいのは間違いなく初めてだ。

　そんな澪を目まの当たりにしながら、

「……………………っ」

　刃更は必死に冷静を保とうと努めた。これは澪自身が望んだ事だったからだ。

「澪さま……どうしてこんな事を」

　今にも泣きそうな顔で言った万理亜に、

「…────貴女とゼストに教えるため」

　同じく帰り道を共にし、事情を知っている柚希が言った。

　静かな口調ながら、それでもその表情は澪を心配した苦いものになっている。

「私とゼストさんの……？」

「そうだ。相川と榊から家へ遊びに来たいと言われた時……澪はお前達がゾルギアの事を思い出してしまう事を心配していた」

　オウム返しに真意を尋たずねてきた万理亜に、刃更は事情の説明を始める。

「ゾルギアの一件はもう終わった話だ。いつまでも囚われる必要はない。だけど、誰だって過去の強い後こう悔かいを忘れる事はできない。それは、ここにいる誰もが理解している」

　刃更もまた、己おのれの過去に強い後悔を抱かかえて生きている一人だ。

　…──かつて、勇者の一族の《里》で悲劇が起きた時。

　幼い刃更は、さらなる悲劇を重ねてしまった。

　その時の事は──その後悔は、これからも刃更が一生背負い続けてゆくものだ。

　それはそれで仕方がない。過去を消す事はできないのだから。

「万理亜、ゼスト……俺達は仲間で、そして家族だ。まだ長い付き合いじゃないけど、それでも俺達はそれなりにお互たがいの事が理解できているつもりでいる」

　そう言って、刃更はゾルギアの影かげに……過去に囚われてしまっている二人を見た。

　普ふ段だんは奔ほん放ぽうだが根は真ま面じ目めな万理亜。

　普段からずっと真面目すぎるゼスト。

「お前達は、たとえ俺や澪がどれだけ気にするなと言ったところで、きっと自分を許す事はできないんだろうな。けど、そうやって後悔している過去に囚とらわれていたら、こうして一いつ緒しよにいる今や、これからの未来が、どこまで行っても辛つらくて苦しいままになる」

　だから、と刃更。

「澪は教えたいって言っていた。お前達の苦しみをなくす事はできない……でも、分かち合う事はできる筈はずだって」

　何な故ぜならば。

「自分もお前達と同じだから、苦しいのはお前達だけじゃない。それが嘘うそじゃないって事をちゃんと教えたい……一緒に抱え合っていきたい。そう言っていたよ」

　本当ならば──その役割は刃更が担になうべきもの。

　万理亜やゼストに、独りで苦しむ必要はないと教えてやりたかった。

　…──しかし、残念ながらそれはできない。

　刃更と彼女達とでは、決定的な違いがあるからだ。

　性別が異なり、種族が異なり、そして主従契約による立場が異なっている。

　言葉を口にする事はできても、本当の意味で『一緒』の立場にはなれない。

　だから澪は、自分が教えたいと名乗りを上げたのだ。

　先代魔ま王おうの娘むすめで、万理亜とゼストからは敬われているが、実は二人よりも強い負い目を刃更に感じている──同じ裏切り者なのだと。

　…──そして今、澪はそうした想いを自らの身を以て証明していた。

　かつてないほど強烈に主従契けい約やくの呪いを発動させる事によって。

　それを可能にしたのは他ほかでもない……刃更や万理亜達に対する想いの強さだ。

「澪さま────…」

　そうした澪の優しさと覚かく悟ごに触れた万理亜の声は、涙なみだ混じりで震えていた。

　そんな万理亜の肩に刃更はそっと手を置いて、

「改めて言っておくよ──俺達は家族だ。たとえどれだけ普通と違おうと、誰だれが何を言おうと、俺はそう思ってる」

　だから宣言する。

「まだその事を信じられないようなら言ってくれ。今度は俺が教えてやる」

　成瀬澪が、野中柚希が、成瀬万理亜が、野中胡桃が、ゼストが。

　東城刃更にとってどれだけ大切で、決して譲ゆずる事のできない存在であるかを。

　すると、

『────────────』

　そんな刃更の想いに応こたえるように、澪以外の四人が迷いのない瞳でこちらを見た。

　ただ万理亜とゼストだけは、瞳の端はしに涙を浮うかべている。

　…──相川と榊が来たら、万理亜もゼストも、きっとまたゾルギアとの事を思い出す。

　だが、そうしたらまた何とかすれば良い。

　今から澪を助けるのと同じようにすれば良いのだ。

　少なくとも今──万理亜とゼストの眼めには『家族』しか映っていない。

　その瞳は確かに、過去ではなく『今』を見ていた。

　だから告げる。

「じゃあ始めよう……俺達で、澪を楽にしてやるんだ」




　　　　６




　…──刃更への申し訳なさを強く意識し、わざと呪いを強烈に発動させた瞬しゆん間かん。

　澪は二つの感覚に襲おそわれた。

　一つは、おかしくなってしまうくらいの甘い切なさ。

　そしてもう一つは、頭が割れそうなほどの激しい痛みだ。

　そのまま気を失う寸前──澪はそうした頭痛の理由を本能的に理解した。

　催さい淫いんの感覚があまりに強烈すぎて、脳がオーバーロードを起こしてしまったのだ。

　…──これまで澪は、刃更に屈くつ服ぷくするため、数え切れない程ほどの絶頂を与あたえられてきた。

　最後の一線だけは越えていないが、その性感はもはや人間が到とう達たつできる極限のレベルにまで開発されている。現に魔界では、刃更に胸を触れられると思っただけで、彼の手が触れるより先に達してしまった。よって、快感を受容して認にん識しきできるキャパシティは常人のそれを遥はるかに上回っている筈なのだ。

　しかし──意識的に強力に発動させた主従契約の呪いは、そんな澪でも許容できないほどの催淫をもたらしていた。もし、初めて主従契約を交かわした時にこのレベルの催淫が生じていたら……澪はその感覚に耐たえられずに命を落としていたかもしれない。

　…──そこまでの危険に己を晒しながら、それでも澪に後悔はなかった。

　万理亜とゼストに、自分の想おもいを教えてあげる事ができたからだ。

　薄うすれゆく意識の中、

　……これで……。

　澪の方が、もっと刃更に迷めい惑わくを掛かけているという言葉が嘘ではないと証明できた。

　万理亜とゼストだけが、引け目を感じる必要などない事もだ。

　…──大切な存在への強い後悔は、相手と距きよ離りを作り、自分で自分を孤こ独どくにする。

　澪には万理亜とゼストが抱いだいている後悔を晴らす事はできない。

　だが、それでも二人が心の奥で、こちらと距離を置いてしまう事は絶対に嫌いやだった。

　危ない真似まねをした事は理解している。

　しかし、それでも不安は微み塵じんもなかった。だってそうだろう。

　…──成瀬澪にはいるからだ。

　たとえどれだけ激しく主従契約の呪いを発動させてしまったとしても。

　いつだってそれを上回る強さで──澪を屈服させて救ってくれる絶対的な存在が。

　東城刃更が。







　…────そして。

「…────ん、ちゅっ……はぁ……んむ……あぁ……ちゅぷ」

　次に正気を取り戻もどした時、澪は舌を絡からめ合ったいやらしいキスをしていた。

　…──その相手は、もちろん言うまでもない。

　澪達はショーツ一枚だけの裸はだかだった。そして互いに向かい合った体勢で、澪は彼の太ふと股ももの上に跨またがるようにして乗り、彼の逞たくましい腕うでで腰こしを抱だかれていた。膣ちつ内への挿そう入にゆうこそしていないものの自分達は対面座位の体勢で、巨きよ大だいなベッドの上にいるようだった。まるで真夏の炎えん天てん下かのように暑いが、不快感はなく……むしろ躰からだの熱はひたすら甘く心地ここち良い。

　しかし、澪が得ている恍こう惚こつとした幸せの理由はそれだけではない。

　……あ……。

　下腹部に当たっている太くて硬かたい感かん触しよく。そしてショーツの中や臍へその辺りには、たっぷりと熱い液体がかけられている感覚があって──その正体が何なのかを知っている澪は、刃更を射精にまで導けていた事に、ぶるりと身み震ぶるいするような悦よろこびを得る。

　…──一体いつからこうしていたのか。

　澪の股間は、見なくても解わかるほどに熱く濡ぬれそぼっている。激しい絶頂を二ふた桁けた以上も経へなければ、とてもじゃないがこうはならない。

　そんなどこまでも淫みだらで官能的な状じよう況きようで、

「…………んっ……はぁ……お兄ちゃ、んぅ……くちゅ……あぁ……お兄ちゃぁん♥」

　澪は、より甘えるようにキスを濃のう厚こうなものにした。自分から彼の首の後ろへ両手を回すと、さらに彼の腰を両りよう脚あしで挟はさみ込むようにしてホールドして密着度を高める。大きな澪の乳ち房ぶさが、彼の胸むな板いたへと押し付けられていやらしい形に潰つぶれた。それは相手を強く求めた本能的な抱ほう擁ようだ。しかし今の澪は、それだけでも快感を極めてしまうほど敏びん感かんになっていて、

「んちゅっ……ぁあっ、ぁあぁぁああぁぁああ……っ♥」

　抱き付いただけで至った絶頂に、澪は全身をわななかせながら仰のけ反った。その表情は、完全に快楽に堕おちた艶なまめかしいものになっている。だが──それでも澪は正気だった。ただし理性は完全に飛んでいた。当然だ。眼の前の相手は、澪をどこまでも淫らな少女に変えてしまう存在なのだから。そして、

「…………あ……あぁ……ん」

　極きわまった官能の波がゆっくりと穏おだやかになり、澪が熱の篭こもった吐と息いきを漏もらすと、こちらの様子の変化に気が付いたのか、

「…──────大だい丈じよう夫ぶか？」

　彼は──刃更は静かに澪へと問い掛けてくる。こちらを心配するその声に、澪は優やさしさだけでなく、無条件に服従したいと本能的に感じてしまって、

「んっ……うん……」

　コクンと頷うなずきながら、澪は改めて怖こわいくらいに想う。やはり刃更は、自分にとって絶対的な存在なのだと。そして、

「…………そう、だ……あたし、リビングで……万理亜とゼストに教えようとして」

　そこでようやく、自分が何故こんな状態だったのかを思い出し、

「みんなは……？」

　とろんとした瞳ひとみでそう尋たずねた時だった。背後で、

「…────やっ、あぁ、あぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……っ♥」

　極まった嬌きよう声せいが上がり、澪は思考を快楽にとろけさせながら振ふり返る。

　…──そこに信じられない光景が広がっていた。

　巨大ベッドの上にいたのは澪達だけではなかった。澪が心配していた万理亜とゼストがおり、そして柚希と胡桃もいた。彼女達は激しい催淫状態に陥おちいっているようで、さらにはシェーラから渡わたされていたサキュバス特製のアイテムを使っているようだった。

　…──そして今、絶頂したのはゼスト。

　弱点の耳に特とく殊しゆな振しん動どうをするバイブイヤホンを嵌はめた状態で、己おのれの両胸をいやらしく揉もんでいた彼女は、焦しよう点てんを失った瞳で虚こ空くうを見ながら甘く悶もだえていた。そして右端にいる柚希は腰を高く上げた俯うつぶせの体勢で、穿はくと催淫効果と共に締しめ付けてくるショーツで覆おおわれた自分の尻しりを、後ろへ回した両手で滅め茶ちや苦く茶ちやに揉みしだいている。逆の左端にいる胡桃は、快楽中ちゆう枢すうを刺し激げきするパッドを両りよう脇わきに貼はった状態で、淫らに腰をくねらせていた。そして万理亜は──サキュバス特製の催淫ローションを塗ぬりたくった両手をショーツの中へと差し入れ、一番敏感な場所をいやらしく弄もてあそんでいて、
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「──────────」

　余りにも淫らなその光景に澪が思わず言葉を失っていると、こちらと視線を同じにしながら刃更が言った。

「万理亜のアイディアだ。澪は、万理亜とゼストが抱かかえているのと同じ苦しみを、自分がより強く感じてみせる事で、アイツらの気持ちを少しでも楽にしてやろうとしただろ。だから、万理亜も同じ事をするって」

　一体どういう事か。

「澪は五人の中じゃ、胡桃と並んで性的な行こう為いに対しては羞しゆう恥ちが強い……そんなお前が、万理亜とゼストのために自分から催淫状態になったんだ。それも、みんなの見ている前で俺に屈服する事になるのを承知の上で」

　淫いん魔まサキュバスとして性に奔ほん放ぽうな万理亜。刃更のためなら幾いくらでも大だい胆たんになれる柚希。刃更のメイドとして淫らな奉ほう仕しも厭いとわないゼスト。確かに、そんな万理亜たち三人と比べれば、澪と胡桃は免めん疫えきはできているものの、それでも性格的にいやらしい事に対しては奥手といえる。よって、

「だから澪の羞恥を掻かき消すために、自分達はもっと恥はずかしい真似をして……それをお前に見せる事にしたんだよ。柚希と胡桃も付き合ってな」

　そう刃更が言った瞬間、

「っ……あっ、もう……はあぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁあっ♥」

「やっ、あたしも……イっ、ふあぁぁぁぁぁあぁあああん♥」

　柚希と胡桃が、まるで示し合わせたかのように仲良く同時に達した。姉妹しまい二人が至った淫らな絶頂の様子に、

「…………………………っ」

　澪は無意識にゴクリと喉のどを鳴らしていた。余りに官能的な二人の姿に眼めを離はなす事ができない。そんな澪を、

「…………あっ、はぁ……澪さまぁ……」

　万理亜が甘く濡れた声で呼んできた。澪が視線を合わせると──幼いサキュバスは間もなく絶頂を迎むかえようとしていた。

「んっ……私の恥ずかしいところ、見ていて下さい……きっと澪さまと同じです、から」

　そう言った万理亜の表情は完全にとろけきっていて、瞳の端はしに浮かんでいる涙なみだには快楽の悦びと、澪への感謝が見て取れた。すると、

「…………澪。どうせならお前が言って、万理亜を楽にしてやれ」

　背後からこちらを優しく抱き竦すくめている刃更が囁ささやいてくる。

　…──それがどういう意味かを澪は知っていた。

　そして刃更は──澪の絶対的な主あるじである。だから、

「良いいわ万理亜……イキなさい」

　澪は、本当の妹のように想おもっている少女に絶頂を促うながした。

　そんなこちらに、万理亜は潤うるんだ瞳でコクンと頷くと、ショーツの中に入れている両手の動きを一気に淫らなものにしていって、

「っ──────────…♥」

　いやらしく腰を浮うかせた幼い躰の万理亜が、澪の眼の前で激しく快楽を極まらせた。




　　　　７




　…──刃更は澪と共に、万理亜たち四人が淫らな自じ慰いによって絶頂したのを見た。

　快楽を極まらせた彼女達に、刃更と澪の視線に気が付く余よ裕ゆうはない。盛せい大だいに主従契けい約やくの呪のろいを発動させた澪と少しでも近い状態になるため、万理亜がサキュバスの洗礼を使用したせいだ。さらに万理亜自身も、鏡を使って自らへと掛けていた。

　その威い力りよくは、以前に胡桃へと使用した時とは比べものにならない。万理亜もまた、魔界へ行っていた間に飛ひ躍やく的に力を上げていたからだ。さらに──万理亜達が淫らな自慰で達したのは、今が初めてではない。実は既すでに二十回近くを数えている。しかし、

　……流石さすがに、澪は覚えていないだろうな。

　無理もない。それ程ほどまでに、澪が発動させた主従契約の呪いは強力だったのだ。

　だから刃更は、澪をこの地下の巨大ベッドへと運んで、みんなで服を脱ぬがしてやった。

　すると程なく意識を取り戻したのだが……あまりに激しい催さい淫いんによって、澪の精神はトランス状態に陥ってしまっており、快楽以外の全すべてを認にん識しきできなくなってしまっていた。

　…──だがそれは、万理亜達を想ってした事の代だい償しようだ。

　だから──そんな澪を正気に戻すために、刃更は徹てつ底てい的に彼女を屈くつ服ぷくさせていった。

　弱点の胸を攻せめてやると、澪は驚おどろくほど簡単に何度も快楽を極まらせて……しかし、その程度の絶頂では、幾ら回数を重ねても、澪の呪いはまるで解けなかった。だから仕方なく、刃更は澪のショーツの中にまで己の剛ごう直ちよくを挿入して、彼女の一番敏感な女の入り口をひたすら擦こすりあげる事で、刃更が澪の主である事を強きよう烈れつに思い知らせてやった。何度か射精を行ない、熱い白はく濁だく液でショーツの中を満たすと、澪が大量に溢あふれさせた愛液と混ざり合い、最高にいやらしいローションになる。その状態で抽ちゆう挿そうを続けると、刃更と澪が得られる快楽はさらに高まって……極まった射精衝しよう動どうそのままに腹の辺りにまでたっぷりと精をかけてやると、澪はようやく刃更を認識したようだった。そして、「お兄ちゃん♥　お兄ちゃん♥」と、甘えた喘あえぎ声と共に腰こしをくねらせるようになって……うっかり膣ちつ内に挿入しないように気を付けながら、澪の入り口をいやらしく攻め続けた刃更の亀き頭とうの先せん端たんが、絶頂を重ねた彼女の愛液を練り上げて水みず飴あめのようにまでなった頃ころ。もはやイっているのが当たり前になった澪は、ようやく主従契約の呪いから抜ぬけ出した。これまで以上に深くこちらへ屈服したのか、図はからずも刃更達の力が上じよう昇しようしてしまった程だ。

　それでも澪は正気に戻もどらず、こちらを求める澪に応こたえるように刃更は彼女と淫らなキスを行なって──それから十数分後、ようやく澪は正気を取り戻したのである。

　…──そして。

　万理亜達は──刃更がそうして澪を屈服させ始めるのと同時に、自慰を開始していたのだ。主従契約の呪いが、主である刃更が彼女を屈服させれば解いてやる事ができるのに対し、サキュバスの洗礼は設定した条件を満たす事でようやく効果が消える。

　今回──澪のためにと万理亜達が相談して決めた解除条件は『正気を取り戻した澪が、万理亜達に見られていた事を知って得たものよりも、大きな羞恥を得る』というもので、

　……でも、どうやら大丈夫みたいだな。

　ベッドの上に倒たおれている万理亜達の表情には、官能的な艶めかしさはあるものの、苦しそうにはしていない。澪が完全に理性を失ったトランス状態だった事で、その間の事を覚えておらず、理性と一いつ緒しよに羞恥という概がい念ねんを消失させてしまっていたのが幸いしたのだろう。四人に掛かけられた万理亜の洗礼は解けているようだった。

　…──刃更はそうした事情と、万理亜達の想いを改めて澪へと教えてやった。

　澪のお陰かげで、万理亜とゼストはもう大丈夫な事も併あわせて。

　すると、

「…………そう、なんだ……良かった」

　家族として二人を助けられた事に安あん堵どの吐と息いきを漏らした澪は、そのまま万理亜達の事を見つめていた。

　そして、

「…────ねえ刃更。万理亜達が自分らでしているところって、どうだった？」

　ふと刃更の腕うでの中で、澪が上うわ目め遣づかいでこちらに尋ねてきた。

「どうって──…」

「…………興奮、した？」

　ジッと見つめながら問い掛けてくる澪に、

「それは……まあ、したかな」

　嘘うそをついても仕方がない。初めて目まの当たりにした万理亜達の痴ち態たいに、どうしようもなく己おのれを昂たかぶらせてしまったのは事実だ。そう正直に答えると、

「…………だよね。やっぱり……──んっ♥」

　納なつ得とくの言葉を口にした澪が、躰からだをピクンと甘く震ふるわせた。見れば、その首元には薄うっすらと主従契約の呪いの痣あざが浮かんでいて、

「澪、お前────…」

　恐おそらく澪は、自分がまだした事のない行為をやってみせた万理亜達に対して、軽い嫉しつ妬とを覚えてしまったのだろう。魔界で胡桃とゼストに性奉仕を先にされた事を知った時も、澪は主従契約の呪いを発動させたと聞いている。その時はシェーラの薬で抑おさえる事ができたそうだが、

　……こっちに戻ってきた今は、流石にもう無理だよな。

　だからこそ先程も、澪はあそこまでの官能の渦うずへと呑のみ込まれてしまったのだ。

　…──とはいえ、今は呪いが発動しかけただけの状態だ。

　澪が自分で心を落ち着かせる事ができれば……万理亜達へ抱いだいた嫉妬をなくす事ができれば大だい丈じよう夫ぶだろう。そして、そうした主従契約の術式構造は、他ほかならぬ澪自身も理解している。それでも、

「んっ……ねえ刃更……あたしだけ、仲間外れは嫌いやだよ……」

　澪はそう言って、刃更の胸むな元もとへ頭を預けるようにしなだれ掛かってきた。そしてこちらへと顔を上げた時──澪の瞳ひとみは深い官能に潤み、その顔は艶なまめかしいものになっていて、




「お兄ちゃん……あたしのも見て」




　恥じらいながらも、どこまでも淫みだらな問い掛けを口にした。そんな澪の言葉と表情に、

「────────────」

　刃更は一気に興奮を昂ぶらせて、思わずゴクリと喉を鳴らした。それは肯こう定ていのサインで、

「…………だったら、命令して」

　すると、澪は刃更に強制される事を望んだ。

　淫らな配下として懇こん願がんしてきた澪に──刃更は主として告げた。

「……──自分でしてみせろ、澪」

　今の刃更と澪の間では、その言葉は絶対で。

　澪は「はい」と従順な頷うなずきをこちらへ返した。

　ゆっくりと両りよう脚あしを開いてゆき、自らの手を敏びん感かんな場所へと持ってゆく。

　左手は胸に。

　右手は──熱く濡ぬれたままでいる己のショーツの中へと。

　そして、

「我が慢まんできなくなったら……お兄ちゃんの好きにして良いいよ」

　澪は蠱こ惑わく的な笑えみと共にそう言うと、刃更の眼の前で淫らな自慰を始めた。




　…──官能に潤んだその瞳は。

　過去の後こう悔かいではなく──眼の前にいる刃更だけを見つめている。
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　…──登校する刃バ更サラ・澪みお・柚ゆ希きの三人を家の前まで見送った後。

　東とう城じよう家の中へ戻ったゼストは、この日の家事を行なうためリビングへと戻った。

　するとソファに座った万ま理り亜あが、テーブルの上に置いたノートパソコンを眺ながめながら、

「うーん……どちらにしましょうかねえ」

　と、眉まゆ根ねを寄せながら悩なやましげな呟きを漏もらしていて、

「…………万理亜。またエッチなゲームですか？」

「まさかゼストさん、全然違ちがいますよ！」

　呆あきれたようにゼストが声を掛かけると、心外とばかりに万理亜がこちらを向き、

「胡桃くるみさんのために、最適なプレゼントを考えていたんです」

「胡桃さんの……？」

　窓越ごしに、庭で精せい霊れい達とのコンタクトの鍛たん錬れんに励はげんでいる胡桃の姿を横目で見ながら、ゼストは万理亜の隣となりへと移動した。

　そして彼女が見ていたノートパソコンの画面を覗のぞき込むと、そこには低周波のマッサージ機器が表示されており、

「胡桃さんが、肉体疲ひ労ろうによる不調を訴うつたえていた記き憶おくはありませんが？」

　主あるじである刃更だけではない──東城家の面々の健康管理は、メイドであるゼストの役目であり、当然その中には胡桃も含ふくまれている。

　すると、

「いえいえ、これは胡桃さんを調教する時に、刃更さんに使って貰おうと思いまして」

「胡桃さんの調教、ですか……」

　万理亜の言葉を繰くり返しながら、ゼストはどうしたものかと思う。

　…──万理亜は、この機器を胡桃の弱点である脇わきに貼はって使おうとしているのだろう。

　しかし、

「万理亜……胡桃さんは刃更様と主従契けい約やくを結んでいる訳ではありませんし、性格的な事を考えても、あまり無む茶ちやな真似まねはすべきではないと思いますが」

　と、ゼストが懸け念ねんを伝えると、

「ゼストさん……それは違いますよ」

　万理亜は、やれやれとばかりに嘆たん息そくして、

「確かに胡桃さんは現在、刃更さんと主従契約を結んでいません。しかし、将来的には解わからないでしょう？」

「それは────…」

　万理亜の言った可能性を、ゼストが否定できずに言い淀よどむと、

「そうなった時に、胡桃さんだけ刃更さんへの屈服度が低かったらどうなると思います？　澪さまや柚希さん、そしてゼストさんと比べて自分だけが劣おとっている……足を引っ張ってしまっている。そんな風に胡桃さんが自分自身を責めてしまうような、悲しい事になっても構わないとゼストさんは言うんですか？」

「──────────」

　万理亜の言葉に、ゼストは愕がく然ぜんとなった。

　…──刃更達と魔界で再会した頃ころ。

　胡桃は、勇者の一族としての使命と己おのれの感情との板いた挟ばさみで苦しんでいた。

　主従契約を結べない胡桃は、それでも皆みなと同じになりたいと思っていて、そんな彼女をゼストは刃更と共に慰なぐさめた事があった。

　結果として、一応は胡桃の苦しみを解消してあげられたが……しかし胡桃を真の意味で救ってあげる事ができるとしたら、それは擬ぎ似じ的なものではなく、実際に刃更と主従契約を結ばせてあげる事に他ほかならない。

　……私とした事が、愚おろかでしたね。

　ゼストは大いに反省した──ゼスト猛もう省せいだ。

　確かに今はまだ、色々な事情があって無理かも知れない。

　…──しかし、いつか状じよう況きようが変わる可能性だってあるのだ。

　その時になって、胡桃だけが置いてけぼりになるような事だけは避さけなければならない。

「という訳でゼストさん。胡桃さんが将来辛つらい想おもいをしないように、このマッサージ器を購こう入にゆうして、さらに調教用に私の方でチューンアップしようと思うんですが」

　と万理亜。

「これの購入費用……家計用のカードから落ちますかね？」

「…────無論です」

　ゼストは即そく座ざに頷うなずいた。

　……良かった、これで胡桃さんが辛い想いをせずに済みますね。

　日常には危険が潜ひそんでいると言うが、とんだ危き機き一いつ髪ぱつだった。

　すると、

「ゼストさん……今なら当日発送、翌日着とかもできるみたいですよ。有料ですが」

「幾いくら掛かかっても構いません。可能な限り最短で届くように備考欄らんへ記して注文を」

　万理亜に向かって、ゼストはそれが必然であるかのように告げた。

　……待っていて下さい、胡桃さん……。

　ゼストは窓の外、庭で鍛錬を行なっている胡桃を見ながら誓ちかう。

　あんなに可愛かわいい娘こに、辛い想いをさせてたまるものか。

　取り急ぎ──今夜は徹てつ底てい的に胡桃を調教すべきと、刃更に進言しなくては。
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　…──東とう城じよう家では、たまに刃バ更サラが不在にする事がある。

　そんな時──主従契約を結んでいる澪みお・柚ゆ希き・ゼストは、主である刃更の位置を感じ取る事は可能だ。

　しかし、澪達は刃更の居場所を捜さがす事はしないようにしている。

　誰だれでもたまには、プライベートな一人の時間を持ちたいもの。

　だから刃更がいない時は、澪達もまた思い思いの時間を過ごす事にしている。

　そんなある日の晩──お風ふ呂ろから上がった澪が、バスタオルを身体からだに巻いただけの格好でキッチンへと赴おもむき、冷蔵庫から牛乳のパックを取り出した時だった。

「あの、澪様……少しよろしいでしょうか？」

「ん？　どうかしたの、ゼスト？」

　かしこまった口調で声を掛けてきたゼストに、何事かと尋たずねると、

「はい……問題という程ほどではないのですが。先程から少し気になる事がありまして」

　そう言うとゼストは、澪をリビングへと連れて行く。

　すると、ソファでは不気味なデザインのアイマスクをしながら、まるでツタンカーメンか何かのように胸の上で腕うでを交差した無む駄だに良い姿勢で眠ねむっている万ま理り亜あがいて、

「…………ぬふっ、ぬほほっ、ぬぷぷぷっ……はぁあ良いい、良いですよぉ～～～」

　時おり気色の悪い寝ね言ごとを漏らしながら、クネクネしているロリエロサキュバスに、

「これは……問題じゃないかもしれないけど、ちょっとキツイわね」

「はい。このまま放ほうっておくのも少し躊躇ためらわれるような有り様でして」

　リビングのソファで眠る事自体は、咎とがめられるような行ないではない。

　とはいえ、流石さすがにこれは不気味だ。

　優やさしいゼストは、起こしては悪いと思ったのだろうが、

「良いわ任せて……ほら万理亜、寝るんなら部屋に戻もどって、ちゃんとベッドで寝なさいよ」

　澪はゼストに代わり、万理亜の肩かたを揺ゆすってやると、

「んふん……大だい丈じよう夫ぶですよぉ刃更さん、澪さまの『イヤ』は『して』って意味ですから……さあ早く澪さまの処女を乱暴に奪うばって、いやらしい大人の女にしてやりま」

「っ────勝手に何て夢を見てんのよ、アンタはっ！」

　ゴスっと澪が万理亜の脳天へと右の拳こぶしを振ふり下ろすと、

「あ痛ぁあっ……あれ、澪さま？　もう、何ですか……今すごく良い所だったのに～」

　万理亜はアイマスクを上へとズラしながら、不満げに言った。

　そんなロリエロサキュバスに、澪は嘆息混じりに、

「あのね……人に無断で、勝手な夢を見て遊んでるんじゃないわよ」

「とんだ誤解ですよ澪さま。私は遊んでなどいません。これは一種の睡すい眠みん学習といいますか、言うなれば『睡眠予習』です」

「？　何よそれ……？」

「刃更さんと主従契約を結んでいる澪さま達は、これまで強くなるために、刃更さんにいやらしく屈くつ服ぷくしてきたでしょう？　それはサキュバスである私や、ルキア姉様から闇やみのエレメントを譲ゆずり受けている胡桃さんも同様です。もはや私達の間では、いやらしい行こう為いはなくてはならない営みと言っても過言ではありません」

「それは……まあ」

「…………確かに、その事については否定しようがないですね」

　力説する万理亜に、澪とゼストは頬ほおを赤らめながら同意する。

　…──万理亜の言った事は真実だ。

　澪達は今まで、強くなるために何度となく刃更と淫みだらな行為を繰り返してきていた。

　別に──ああいう行為が好きだった訳じゃない。

　強敵との戦いが迫せまる中で、必要に駆かられて仕方なく行なってきた事である。

　……でも。

　魔ま界かいから戻ってきた現在、自分達の間で歯止めが利きかなくなってきてしまっている事を澪は自覚していた。刃更と淫らな行為をして、彼に屈服できた時──澪達は間ま違ちがいなく悦よろこびを得るようになってきている。

　刃更に胸や尻しりを触さわられると、恥はずかしさよりも嬉うれしさが勝まさるようになっているし、性奉ほう仕しで刃更をイカせる事ができた時などは、それこそ震ふるえるような幸せを感じてしまう。

　…──それが普ふ通つうの男女関係や、家族関係ではない事については澪達も理解している。

　それでも同時に、刃更になら何をされても良いし、何だってしてあげたいと思えるほど彼への想いを募つのらせられた事については、誇ほこらしさも感じている。

　たとえそれが──自分たち以外の、誰にも誇る事のできない秘密の関係だったとしても。

　すると、

「現状、澪さま達の力が失われてしまうリスクがあるため、最後の一線を越こえる事まではしていませんが……しかし、その問題をクリアにできる方法もどこかにはある筈はずです」

　という万理亜の言葉に、

「って事は、あたし達が──…」

「…──刃更様に抱だいていただけるようになる、と？」

　澪とゼストは、信じられないとばかりに顔を見合わせた。

　勿もち論ろん……そういう未来を夢想した事はある。

　…──本当の意味で刃更のものになる。

　それは──今の澪達にとっては最大の望みだった。

「ですが、いざ本番を迎むかえた時に上手うまくできなかったら……そんなのはもう興きよう醒ざめ以外の何ものでもありません」

　と万理亜。

「澪さま達には、それぞれ弱点がありますからね。そうなると、刃更さんにそこを攻せめられながら結ばれる事のできるような体位を、きちんと選せん択たくする事が非常に重要となります」

「…………そうなのですか？」

「もちろんですよゼストさん。何せ、いつどんなシチュエーションで刃更さんと結ばれるか解らないんですから。それこそ、一人ずつではなく全員で一いつ斉せいにという事もあり得ます」

　そして。

「いざそうなった時に……ベッドに仰あお向むけに並んで、さあどうぞ～と言ったらどうなると思います？　刃更さんも慣れていない最初の一人目が、もし合わない体位で無理に行なうような事になれば気持ち良くなる事はできませんし……それこそ全員が同じ体位で臨のぞもうものなら、後半の四人目や五人目が抱いて貰もらう頃ころには、刃更さんは飽あきてしまっている可能性だって出てきます」

　想像して下さい、と万理亜。

「初めて結ばれるというのに、作業みたいに抱かれてしまったらどうです？」

「刃更は、そんな酷ひどい真似まねなんか──…」

「もちろん、刃更さんはそんな人ではありません。ですが、心の奥底でご本人も気付かない内に退たい屈くつしてしまっていた……そんな事は、万が一にもあってはいけないとは思いませんか？　しかも、その原因が私達の準備不足や、何もかも刃更さん任せにしていたために起きたとしたら……それこそ後こう悔かいしてもしきれないでしょう」

「それは────…」

　思わず澪は言葉に詰つまった。

　自分の理想のタイミングやシチュエーションなど、何もかも望み通りに整った状況で刃更に抱かれる事ができるとは澪だって思っていない。

　…──それでも、もし抱かれるならせめて刃更に出来るだけ望まれたい。

　それは譲る事のできない自分達の乙女おとめ心ごころである。

　よって、

「…………だったら、どうすれば良いの万理亜？」

　澪が助言を請こうように尋ねると、

「それはもう……先ほど言ったように、まずはご自分に合った体位を決めておく事ですよ」

　万理亜は我が意を得たりとばかりに胸を張って、

「おっぱいが弱い澪さまであれば、刃更さんがリードしながら、さらに強く揉もむ事ができる正常位が良いでしょう。お尻が弱い柚希さんなら、絶対に後背位です。脇わきが弱点の胡桃さんは、抱かれながら舐なめて貰う事ができる対面座位が最適です。そうすれば刃更さんは、間違いなく私達一人ずつに対して興奮を強めてくれる筈です」

「では万理亜、私は……？」

「耳の弱いゼストさんは、背面座位が良いと思いますよ。対面でも耳を噛かんで貰う事はできますが、そうすると刃更さんの眼めの前に胸がきてしまいますから。背面座位にしておいた方が、良い意味で刃更さんの選せん択たく肢しを減らせるんです」

　そして、と万理亜。

「体位が決まったら、後は実じつ践せんあるのみです」

「実践って……流石にそれは」

「勿論、本当に抱かれる事はできません。だからこそ睡眠学習なんですよ。夢の中なら、どれだけ抱かれたって処女のままでいられます。そこで、このアイマスク『極ごく嬢じよう淫いん夢むシータちゃん』の出番なんです」

　えへん、と先程までしていたアイマスクをこちらへ見せながら、

「このシータちゃんを着けて眠ると、夢の中で望んだ相手とエッチな事がし放題になれるんです。その感覚は、最近流行はやりのＶＲなどとは比べものになりません。向こうは視覚と聴ちよう覚かくから脳を錯さつ覚かくさせるものですが、こちらは直接脳に作用する優すぐれモノですからね」

「確かにそれは凄すごそうだけど……でも、そんなリアルな夢を何度も見たら、精神的に変に慣れすぎちゃったりとかしちゃうんじゃない？」

　いくら上手く抱かれたいからとはいえ、初めての前に慣れすぎてしまっては本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　すると、

「それなら心配いりませんよ。シータちゃんは、表面を上にして着けた時に見た夢の内容は覚えていますが、裏面を上にして着けた時の夢は記き憶おくに残りません」

　つまり、と万理亜。

「記憶には残らないけれど、刃更さんを受け入れるように躰からだが勝手に反応してくれるようになるんです……きちんと処女としての初うい々ういしさを残しながら、ね」

　その言葉に、

「……………………………………っ」

「……………………………………っ」

　澪とゼストは完全に沈ちん黙もくした。

　ゴクリと喉のどを鳴らしたのは、万理亜の誘さそい文句がこの上なく魅み力りよく的だったからだ。

　そして、

「初体験が上手くいかずに、気まずくなってしまうというのは恋こい人びと間ではよくある話です。最悪それで別れてしまう事も珍めずらしくはありません。ですが、このシータちゃんさえあればもう何の心配もいりませんよ。だって絶対に失敗しなくなれるんですからね」

　そんな澪達の想おもいに気付いているのだろう。

「ほぉら……お二人も、このシータちゃんを試ためしてみたいとは思いませんか？」

　万理亜は、ふふっと艶つやっぽく笑いながら言った。

「言い訳などせずに、素す直なおに欲しいと……刃更さんとのいやらしい夢を見る目的のために使いたいと仰おつしやって下さるのなら、プレゼントするのもやぶさかではありませんよ。こんな事もあろうかと、きちんと人数分用意してありますから」

　その悪魔の囁ささやきに──澪もゼストも抗あらがう術すべを持たなかった。




　…──そして数分後。

「まさか、こうも上手く行ってしまうとは。この調子なら……ぬふふふ」

　成なる瀬せ万理亜は、忍しのび笑いを漏もらしながら二階にある野の中なか姉妹しまいの部屋の扉とびらをノックした。

「…………万理亜」

「何、どうかしたの？」

　扉を開けて、こちらを認めた柚希と胡桃に、

「はい……問題という程ほどの事ではないのですが、ちょっとお二人に見て欲しいものがありまして」

　そう万理亜は告げると、二人を連れて一階へと戻もどった。

　そして──リビングへと差し掛かると同時、

「あんっ……はぁ、お兄ちゃん……はぁん、お兄ちゃぁあん……っ♥」

「んぅ、あぁん……刃更様ぁ……あぁっ、刃更様ぁ……っ♥」

　室内からは、澪とゼストの甘い嬌きよう声せいが聞こえてきて、

「…………これは」

「ちょ、ちょっと……二人共どうしちゃった訳？」

　リビングへと足を踏ふみ入れた柚希と胡桃は、ソファで甘く悶もだえている澪とゼストを目まの当たりにして戸と惑まどいの声を上げる。

　そんな彼女らに、

「実は澪さまとゼストさんは今、夢の中で刃更さんに抱かれています。いつかの未来に、本当に刃更さんに抱かれる日に備えての睡すい眠みん学習をしているんです」

　ロリエロサキュバス、成瀬万理亜は言った。

　ぺろり、と唇くちびるを舌した舐なめずりしながら、

「どうです……お二人も、夢の中で刃更さんと結ばれてみませんか？」
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　春。

　聖ヶ坂学園では、新たな年度がスタートした。

　刃バ更サラ達は二年生へ進級し、万ま理り亜あと胡桃くるみが入学を果たし、ゼストは新たに非常勤講師になった。長は谷せ川がわだけは、これまでと変わらずに養護教きよう諭ゆのままだ。

　そんな始業式から一週間後。

「…──ようやく、戻って来られましたわね」

　セリス・レイドハートは、東京国際空港へと降り立った。

　斯し波ばの叛はん乱らんの裏に、聖王アルバレオスの禁きん忌きの研究があった事。そのアルバレオスが行方ゆくえ不明になった事で、勇者の一族の総本山たる《バチカン》は混乱に陥おちいった。

　…──事情を知らされたのが少し早いだけで、セリスだってまだどこか信じられない。

　勇者の一族である事。そして《バチカン》の聖せい騎き士しとなれた事はセリスの誇ほこりだ。

　そんなセリスにとって、アルバレオスが行なっていたクローン研究は想像だにしていなかったもので──そして、それ以上に受け入れがたいものだった。

　異い端たん審しん問もん官として斯波の叛乱の現場に立ち会っていたセリスは、幾いくつもの査問を受け、神しん剣けんゲオルギウスを失った事も含ふくめて上層部から責任を追つい及きゆうされる。

　その筈はずだった。だが──追及はセリスが想像していたよりも遥はるかに緩ゆるいものだった。

　何な故ぜならば。

　……刃更が私のために。

『斯波の叛乱の責任は、《バチカン》という組織そのものが抱かかえていた闇やみが原因であり、もし不要な責任をセリスに負わせるような事をすれば、その事実を公表する』

　そう刃更が《バチカン》に対して通告したのである。

　その結果、機先を制する形で釘くぎを刺さされた《バチカン》は、全すべての責任を行方不明のアルバレオスへと押し付けた。

　そして《バチカン》が勇者の一族を代表する形で、新たに刃更達の監かん視し役を派は遣けんする事になり、その役目がセリスに任されたのだ。

　とはいえ、言ってしまえばそれは建て前のようなもので、

　……実際は。

《バチカン》に戻る事で被こうむる可能性のあるリスクからセリスを守るために、刃更がセリスを寄よ越こすように《バチカン》へと求めたのだ。

　監視役という、《バチカン》の面子めんつを保つための方便まで用意して。

　…──《バチカン》には、刃更に従う以外の術はない。

　下手へたに拒きよ否ひすれば、斯波の一件の背景を公表されてしまう。

　そうなれば、これまで保ってきた勇者の一族内における主導権を他地区に奪うばわれてしまいかねない。アルバレオスという聖王を──組織のトップを失ったばかりの今、禁忌的なスキャンダルがある事まで知られれば、いよいよ《バチカン》は崩ほう壊かいしてしまうだろう。

　だからこそ、《バチカン》はセリスを派遣する事を承しよう諾だくしたのである。

　……また守られたんですのね、私は。

　入国審しん査さの列に並びながらセリスは思う。

　…──かつて日本の《里》を悲劇が襲おそった時。

　遠く離はなれたヨーロッパにいたセリスには何もできなかった。

　刃更が《里》を追われる事になり、柚希や胡桃らも心に深い傷を負っている事を知りながら、それでも彼らを想う事しかできなかった。

　だから修しゆ行ぎように耐たえ、さらなる力を付けて──セリス・レイドハートは聖騎士になった。

　そして神剣ゲオルギウスの使い手として選ばれるまでになったのだ。

　……それでも。

　叛乱を起こした斯波との戦いでは、セリスはほとんど役に立てなかった。

　それどころかゲオルギウスを斯波に奪われ、彼の計画に利用されてしまい、危機を拡大してしまった。

　そんなセリスを、刃更達は斯波を倒たおす事で救ってくれただけでなく、事後に責任逃のがれをしようとした《バチカン》上層部の矛ほこ先さきからも守ってくれたのである。

　よって、

　……今度こそ。

　セリス・レイドハートは誓ちかう。

　…──今度こそ自分が刃更達を守ってみせる、と。

　神剣ゲオルギウスを失い、聖騎士という肩かた書がきにも最も早はや価値はなくなった。

　そして今の刃更達は、主従誓せい約やくを経てセリスなど遥か及およばぬ領域の強さへと至っている。

　それでも──自分が刃更達の下もとへ行く事で、彼らの大切なものが少しでも守れるように。

　そんな誓いを胸に、セリスは入国審査のスタッフにパスポートを差し出した。

　すると、

「ようこそ日本へ……ご留学ですね」

　こちらのビザを確かく認にんしたスタッフが告げてくる。

　…──今回は公用ではない。

《バチカン》の手が少しでも及ばないよう、刃更達にも協力して貰もらって留学用のビザを用意した。明日からはもう、セリスは留学生として刃更達と同じ聖ヶ坂学園に通う事になる。

　だから──空港スタッフの言った事は間ま違ちがっていない。

　そして、

「ええ……留学のために参りました」

　そう頷うなずくと、さらにセリス・レイドハートは言葉を続けた。

　確かな笑え顔がおと共に。

「それと──大切な人達のために、今の私ができる事をするために」
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　四月某ぼう日じつ。

「…──何が悲しくて、男二人で銀座で指輪探しなんだよ」

　隣となりの滝たき川がわが愚ぐ痴ちを零こぼしたのを、共に人ひと混ごみの中で信号待ちをしていた東とう城じよう刃バ更サラは聞いた。

　刃更と滝川がいるのは都心の一等地。

　日本で最も地価の高い交差点で、

「そう言うなよ。俺と澪みお達の事情を知っている人は限られているんだ。それこそ買い物に付き合って貰えるような女性はいないんだよ」

「シェーラ殿どのやルキア殿あたりなら、喜んで見み繕つくろってくれると思うがな。話を振ふれば、速そつ攻こうで魔ま界かいからこっちへ来ると思うぞ」

「彼女達からは、もう色んなものを貰っているからな……指輪まで世話にはなれないよ」

　それに、と刃更。

「主従誓約を結んだ今、俺らは生しよう涯がいを共にする……その証あかしとして贈おくる指輪なんだ。『魅み了りよう』とか『催さい淫いん』とか、そういう効果をこっそり付けられたりすると困るんだよ」

「確かに……あのふたりだとバサっち達の事を真ま面じ目めに考えた上で、そういう効果を付けてきそうではあるわな」

「だからさ。今回はひとまず頼たよるのは止やめる事にしたんだ」

「それで、俺にお鉢はちが回ってきちまった訳か……ったく」

「そうぼやかないでくれ。お陰かげでこっちは無事に買い物ができた。助かったよ滝川」

「結構なこった。んで、俺達は今どこに向かってるんだ？」

「予約を入れている鮨すし屋やだよ。買い物に付き合ってくれって話をした時に約束しただろ」

「マジかよ……断ろうと思って無む茶ちやぶりしたのに、よく取れたな。あの店って今、電話予約とか受け付けてなくて、常連とか知り合いぐらいしか行けないんだろ？」

「親父おやじがカメラマンの仕事で、撮さつ影えいに行った事があってさ。大将が親父の撮とった写真を凄すごく気に入ってくれたらしくて、常連客用の番号を教えて貰っているんだ」

「戦神とか呼ばれるほど強い上に、カメラの腕うでも超ちよう一いち流りゆうか……つくづく化けモンだよな」

　うんざりとした顔で滝川が言ったところで、信号が青に変わり刃更達は歩き出す。

「まあ、折せつ角かくだからありがたくご馳ち走そうになるぜ。予あらかじめどこで買うかを決めてくれていたから、あちこち連れ回されずに済んだのは良かったよ。指輪の出来上がりはいつだって？」

「一ヶ月後だってさ。普ふ段だんから着けるものって事で、シンプルなデザインのものにしたから、在庫は全てのサイズあったんだけどな」

　そのまま購こう入にゆうして終わりにならなかったのは、文字入れを行なうからだ。

　たとえ既き製せいの指輪でも、それによって世界に一つだけの指輪となる。

「何だかんだいっても、やっぱり六月は結けつ婚こん式が多いみたいだ。それで、今の時期はかなり注文が入っているらしい」

「成る程ほどね……」

　と納なつ得とくの呟つぶやきを漏もらした滝川がふと、

「…──ちなみに、指輪は幾つ買ったんだ？」

　ニヤッと笑いながら尋たずねてくる。

　そんな滝川の問い掛かけを受け、東城刃更はふっと笑みを返した。

　そして──嘯うそぶくように言い放つ。

「…………さあ、幾つだろうな？」
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　…──とある日の事。

　東とう城じよう刃バ更サラは斜ななめ上すぎる問い掛けを受けた。

「…──最近、普ふ通つうの９Ｐだと何だか物足りないとは思いませんか刃更さん？」

　現場は東城家のリビング。

　普通なら思わず耳を疑うような問題発言をさらりと口走ったのは、同居しているロリエロサキュバスの万ま理り亜あで、

「すまん万理亜……言っている意味がよく解わからないんだが」

　ソファに腰こし掛かけてゆったりと寛くつろいでいた刃更が、眉まゆを顰ひそめながら問い返すと、

「おや、その様子だと刃更さんはあまり気になってないんですね」

　斜め後ろにいる万理亜は、ソファの背に両りよう肘ひじを置いて頬ほお杖づえを突つきながらこちらへ言った。

「今って私達、月曜日～木曜日は二人ずつ刃更さんに抱だかれてるじゃないですか。要は３Ｐです」

「…………まあ、そうだな」

　刃更は万理亜の発言を認めた。

　彼女が言っていることは事実だ。

　東城家では現在、毎晩のように三人での性せい行こう為いが行なわれている。

　…──この家には現在八人の乙女おとめ達がいる。

　成なる瀬せ澪みお。

　成瀬万理亜。

　野の中なか柚ゆ希き。

　野中胡桃くるみ。

　ゼスト。

　長は谷せ川がわ千ち里さと。

　橘たちばな七なな緒お。

　セリス・レイドハート。

　いずれ劣おとらぬ美少女と美女である彼女達は、もうすぐ刃更の妻になる存在であり、同時に刃更と永遠の主従誓約を結んだ配下達。

　また──全員がどこまでも淫みだらな官能へと堕おちた性奴ど隷れいのような存在である。

　…──そして刃更は、主従誓約へと至った八人の女の子達全員を孕はらませていた。

　サキュバスの魔力によって結ばれた主従契けい約やくによって、刃更はあり得ない程の快楽と、数え切れない程の絶頂を澪達へと与あたえてきていて……そして契約が誓約へと至った事で、その関係は永遠のものとなった。

　現在は刃更が性的な興奮を覚えると、主あるじの性欲を満たそうと女の子達は即そく座ざに激しい催淫状態へと陥おちいるようになっている。

　そんな彼女達と刃更は、地下の巨きよ大だい寝しん室しつで毎晩のように交わる日々を送っている。

　とはいえ平日は学校もあるため、時間が取りにくい。

　そこで月曜日～木曜日は二人ずつ刃更に抱かれて、八人全員が抱かれるようにしている。

「それから、金曜日と土曜日には四人ずつで二夜連続の５Ｐをして」

　そして、と万理亜。

「日曜日には全員一いつ緒しよに９Ｐへと洒落しやれ込こんでいる訳です」

「ああ……でも皆みんなで一緒にするのは週一回だけだろ。いったい何だって物足りないなんて話になるんだ？」

　という刃更の問いに、

「だって……３Ｐや５Ｐなら、まだ組み合わせのバリエーションが豊富で、色々と楽しめて良いと思いますけど」

　でも、と万理亜。

「当たり前ですが、９Ｐは全員参加ですから組み合わせは１パターンしかありません」

　そして。

「地下寝室のベッドは大きいのでみんな乗れますけど、流石さすがに刃更さんへのご奉ほう仕しを同時にやる時の基本のポジションって一つしかないじゃないですか」

　一人が刃更を膝ひざ枕まくら。

　左右の腕～手に一人ずつで二人。

　左右の脇わき腹ばらに一人ずつで二人。

　両りよう脚あしに一人ずつで二人。

　そして股こ間かんの担当が一人で計八名。

　たまに膝枕の担当が股間へとシフトして二人で刃更のモノを奉仕してくれる事もあるが、それでも大きな差異とまでは行かない。

「たっぷりと時間をかけて、全員がそれぞれのポジションを全すべて担当するようにローテーションをしてますが……このまま段々と慣れてくると、微び妙みように作業っぽさが出てきてしまう気がするんですよねぇ」

「まあ……本人がそう言うなら、そうなのかもしれないけどな」

「でしょう？　セックスも刃更さんに動かれてしまうと、躰からだが触ふれていられなくなる人が出てしまうからって、騎き乗じよう位い一いつ択たくになっちゃってるじゃないですか。それってやっぱり自然な状態じゃないと思うんですよ」

「いや……そもそも九人でやってる事に自然さを求めるなよ。そもそも滅め茶ちや苦く茶ちやな行こう為いをやってるんだから、全員が満足できるようにやるなんて流石に無理だろ」

　最も早はやアクロバティックでどうにかなる次元を完全に超こえている。

「物足りなさやマンネリ感があるって言うなら、全員でするのを止めても良いけど」

「いえいえ、９Ｐを止めたいって言ってるんじゃないです。最後の方になると全員で交合まぐわい始めるあのカオスな感じは官能の奈な落らくに堕ちている感じがして楽しいですし」

「って事は、何だかんだ楽しめてるし問題ないんじゃないのか？」

「最後の方だけなのが嫌いやなんですよ。九人でする事に最適解を求めすぎるあまり、やる事がほとんど同じになってしまっているというか」

　溜ため息いき混じりに万理亜が言った。

「私達は刃更さんと主従誓せい約やくを結んでいますし、もうすぐ皆で一緒に刃更さんと結婚もします。これからも共に在り続けるんです。挙式もまだだというのに、性生活にマンネリの兆きざしがあるとか……これはかなり憂ゆう慮りよすべき事態です。サキュバスの沽こ券けんにも関かかわります」

　それは９Ｐをしたり、同時に八人も嫁よめを貰もらうような奴やつがいないからじゃないのか……と突っ込もうかと考えたが、自分で言うのもどうかと思うので止めておく。

　……どうしたもんかな。

　ふーむと刃更は天てん井じようを見上げながら、万理亜の悩なやみの解決法を想おもった。

　…──万理亜が言うように、三人や五人で交わる性行為はバリエーションが豊富である。

　それは女の子達の組み合わせだけの話ではない。

　二人が相手なら同時に攻せめる事は可能だし、四人を相手にした時も誰だれかに挿そう入にゆうしながら口と両手で他ほかの三人もイカせる事ができる。

　……それに。

　刃更が挿入している者に対し、他の者達が刃更と共に攻めるという趣しゆ向こうも可能だ。

　また刃更だけでなく他の者からも攻められながら絶頂する事で、その時だけは皆と同列ではなく、自分がどこまでも淫らな存在なのだと強く実感する事ができ、八人ともその背徳感が堪たまらないようだった。

　しかし、流石に九人でやっている時に刃更と他の皆で同時に一人を攻めるのは、澪たち八人が同時に刃更へ奉仕するよりも難しい。仰あお向むけになった男の上に女性も仰向けになって乗る騎乗位の変形の『撞しゆ木もくぞり』という、背面女性上位の体位でアナル挿入をしてやりながら、両胸、両りよう脇わき、両耳をそれぞれ六人で攻めつつ、最後の一人が万理亜が作製した刃更のモノと同じサイズ・感かん触しよくのバイブで膣ちつを攻める双穴挿入を行なうしかやりようがないのが実情だ──無論やらないが。

　万理亜としても、それをどうにかしようという訳ではないだろう。

　しかし、彼女たち八人は全員が同列の刃更の配下で、性の下僕で、そして間もなく妻となる。だからこそ、八人全員が同時に刃更と満足のいく交合いをしたいと願わずにはいられないのかもしれない。

　その気持ちは刃更としても嬉うれしい部分がない訳ではないし、皆とより満足できるような一体感を味わえるのならそうしたいとも思う。

　よって、できる事なら何とかしてやりたいとも思うが、

「…………澪と先生はどう思う？」

　東城刃更はそう言って視線を下に落とした。

　すると大きく左右に開いている刃更の両脚の間……そこへ四よつん這ばいになりながら顔を寄せている二人がいる。

　刃更と万理亜がこの会話を始める前から、既すでに彼女達はそこにいた。

　…──刃更達が話している間、一言も発する事なく二人は何をしていたのか。

　その答えは彼女達の口から漏もれている淫らな声と音だ。

「はぁ、む……んふぅ、ちゅ………れろっ、んちゅっ……はぁ……んむ♥」

「ちゅぷ、は……あぁ……ふぅ、んむ……ちゅっ、んふ……ぁあ……っ♥」

　頬ほおを寄せ合うようにして刃更のモノを二人で愛いとおしげに舐なめしゃぶっているのは、澪と長谷川だ。二人は服を着ていない。下着さえも着けていない完全な裸はだかの状態で、夢中になって刃更にＷフェラによる奉仕を行なっている。

　しかし──服を着ていないのは刃更も同じだった。万理亜もだ。

　…──昨夜は柚希、胡桃、七緒、セリスとの五人で交わった。

　日付が変わる前に地下寝室へと赴おもむき、陽ひが昇のぼるまで四人を滅茶苦茶に犯おかし続け、たっぷりと膣内で射精をした。

　そして四人が意識を飛ばしたのと、澪、万理亜、ゼスト、長谷川の四人が地下寝室に隣りん接せつしている大浴場から出てきたのは、ほとんど一緒のタイミングで。

　そこで柚希達の介かい抱ほうを買って出てくれたゼストに後を任せ、刃更が他の三人と共に一階のリビングへ戻もどった。

　…──その頃ころには、澪と長谷川は主従誓約の副作用による催さい淫いん状態に陥っていた。

　脱だつ衣い所から出てきた澪達は、バスタオルだけを躰に巻いた状態で……そんな彼女たちの姿に刃更が興奮を昂たかぶらせてしまったせいだ。だから刃更がソファへ座ると、澪と長谷川は自分から四つん這いになり、当然のように二人でフェラチオを始めてくれた。

　万理亜にも催淫の効果は出ているが、サキュバスの能力特性由来のため耐たい性せいがあり、万理亜は刃更のために簡単な軽食を作ってくれた。

　…──今の会話が始まったのは、その軽食を食べ終えてからである。

　東城家の女の子達は刃更の性の下僕としての一面も持っており、こちらの快感のツボを完全に心得ている。そんな澪と長谷川の舌した遣づかいに、刃更はソファで三度ほど射精していた。

　こちらの呼び掛かけに、澪と長谷川はまだ硬かたく膨ふくれ上がった状態のペニスから口を離はなすと、ソファに腰こし掛かけている刃更の左右へと座り、官能に火ほ照てった身を寄せてきて、

「んっ……万理亜の言うもどかしさみたいなのは、確かに少しあるかも」

「ああ……しかし、だからこそ最後の本能的な九人での交合いに繋つながっているとも思うよ」

　こちらを挟はさむように腰掛けた澪と長谷川は、自分達が感じている事を口にしながら、それぞれの手で刃更のモノをいやらしくしごいてくれる。

　するとお掃そう除じフェラでは吸い出しきれなかった精の残ざん滓しが、ゆっくりと刃更のモノの先せん端たんから出てくる。それを、こちらの股間に顔を寄せた長谷川が「ちゅっ♥」と吸い出して、

「だが、刃更は万理亜が満足できるようにしてやりたいんだろう？」

「ええ、まあ」

　長谷川の問い掛けに頷うなずくと、澪が恍こう惚こつとした表情で言った。

「あたしは良いいよ……お兄ちゃんの好きに、したいようにして欲しいもの」

　それが新たな九人での性せい行こう為いを指しての言葉だとは解わかっている。

　だから刃更はそんな彼女達に応こたえるように二人の肩かたに両りよう腕うでを回すと、そのまま左手で澪の乳ち房ぶさを、右手で長谷川の乳房を揉もんでやった。

　左右の手に広がる異なる柔やわらかさと温ぬくもりと、

「やっ、はぁ……あぁ……ん♥」

「はぁ……ん、ふ……あぁっ♥」

　途と端たんにピクンピクンと嬉しそうに躰を震ふるわせる二人の反応が愛おしい。

　そうして二人の胸を好きにしながら、新たな九人での性行為の可能性に想いを馳はせる事しばし。

「長谷川先生の力で、七緒の魔ま眼がんの力と、万理亜のサキュバスの洗礼と主従誓約の効果とを重ねた催淫を増ぞう幅ふくして貰って、俺達自身に掛ける……とかはやれたりするのかな」

「それって……催さい眠みん状態で９Ｐをやるって事ですか？」

　万理亜の声のトーンが僅わずかに低くなる。

　不足している満足感を催眠で補うのは、対処法ではあるが全員が満足できる９Ｐを諦あきらめた上での逃にげ道のようなものだ。万理亜が望んでいる解決法とは異なるものだろう。

　…──万理亜が求めているのは、偽いつわりではなく実体を伴ともなった改善だからだ。

　少し悲しげな表情になった万理亜に、

「いや、そうじゃなくって」

　刃更は首を横に振ふった。

「催眠で理性を飛ばしてトランス状態になれば、理性的に考えても思い付かないような事もやれるようになる筈はずだ。それを、今後の九人でする時に活用できないかと思ってさ」

　簡単に無理難題を解決できるような名案を思い付く事はできない。

　しかし──それでも答えは自分達の中にある。

　その望みは、心の内側から湧わき上がったものなのだから。

「な、成る程ほど……そんな手がありましたか。さすが刃更さんっ！」

　こちらの説明を聞いた万理亜の表情がみるみる明るくなり、

「ちょっと七緒さんにお願いしてきます！」

　居ても立ってもいられないとばかりに駆かけ出し、リビングを出て行った。

　廊ろう下かの向こうへと消えた小さな後ろ姿に刃更が苦く笑しようしていると、

「んぅっ、あぁ……刃更……そろそろ」

「はぁ……お兄ちゃんお願い……して」

　刃更の剛ごう直ちよくをしごいていた長谷川と澪が切なげな声で懇こん願がんしてきた。

　…──こちらに胸を揉まれ続けた事で、完全に淫欲の火が付いてしまったのだろう。

　官能に潤うるんだ二人の瞳ひとみは、絶対を誓ちかった主あるじに……自分達が性の下僕である事を思い知らせて欲しいと望んでいた。

　だから。

「ああ、解ってるよ」

　東城刃更は頷きながら告げる。




「二人とも股またを開いてくれ……入れるぞ」







[image: エピローグ　守ってゆくもの]







　　　　１




「…────どうした、バサっち？」

　刹せつ那なにこれまでを振ふり返っていた刃バ更サラは、滝たき川がわの呼び掛かけに思考を現在へと戻もどした。

「ぼんやり虚こ空くうを見つめたきり、感かん慨がい深げな顔になりやがって……そんなに浸ひたっちまう程ほど、アレコレとあったのかよ？」

「そりゃな……こうして改めて考えると、色々と思い出深いよ」

「そいつは結構なこったな……」

　ハンと鼻を鳴らしながら滝川。

「まあでも、お前さんらはこれから今まで以上に賑にぎやかになるんだ。思い出なんざ幾いくらだって増えていくだろうよ」

「そうだな……」

　と刃更は頷うなずいた。

　…──滝川の言う通りだ。

　これまでよりもずっと長い時間を、自分達は共にしてゆく。

　だからこれは──終わりではなく始まり。

　新たな日々の幕開けだ。

「それこそ──今日は、俺達にとってとびきりの記念なんだよな」

「おいおい、思い出気分にゃまだ早いだろ。本番はこれからだってのに……花はな嫁よめたちを怒おこらせちまっても知らねえぞ」

　滝川はそこまで言ったところで、

「…………お、この飾かざりは？」

　ふと、鏡台のテーブル部分に置いてあるものを見て感心したように言った。

　…──それは、色取り取りの花をあしらった美しいコサージュ。

　新しん郎ろうが胸に着ける『ブートニア』だ。

「おっと……そろそろ着けておかないとな」

　アスコット・タイを巻く時に、何かで腕うでが当たって花の形が崩くずれたりしないよう後回しにしていたが、流石さすがにもう着けても問題ない。

　刃更は手を伸のばすと、そっと自分の左胸へと装着する。

　そうして準備を完かん了りようさせたこちらに、

「随ずい分ぶんとクオリティが高いな……大したもんだ」

「だろ？　結けつ婚こんの事をあいつに報しらせたら気を遣つかってくれたみたいで、これを送ってくれたんだよ」

「？　あいつって？」

「…────高たか志しだよ」

　滝川の問いに、刃更は幼おさな馴な染じみの青年の名を口にした。

「…………マジかよ」

　滝川はマジマジと刃更の左胸にある高志お手製のブートニアを見て、

「これをあいつがねえ……メシの差し入れに手料理を持って来た時といい、相変わらず不器用なのか小器用なのか、無ぶ愛あい想そなのか可愛かわいいのか解わかんねえキャラだな」

　しみじみ言う感想に、刃更は「そうだな」と同意の微び笑しようを浮うかべる。

　…──今回の結婚について連れん絡らくした時。

　電話の向こうの高志の反応は、どちらかというと素っ気ないものだった。

　花嫁の数は八人、種族も複数が入り乱れた特とく殊しゆすぎる結婚だ。

　もちろん、これまでの事もある。手放しで祝ってくれるとは思っていなかったし、ぶっきらぼうなのもいつもの事だ。

　だから──こんな贈おくり物は予想外で、

　……ありがとな。

　きっと高志なりに祝福してくれているのだろう。

　幼馴染みの気遣いに、刃更は改めて感謝していると、

「…────で？　この後の段取りはどうなってるんだ？」

「向こうの支し度たくができたら、携けい帯たいにメッセージが貰もらえる事になってる。そうしたら俺が先に外へ出て、みんなが来るのを待つ感じだな」

　刃更は言いながら携帯の画面を確かく認にんしたが、メッセージ着信の表示はまだない。

　…──だが、もうすぐ予定の時刻になる。

　そろそろ連絡が来る頃ころだろう。

「そこでようやく花嫁お披ひ露ろ目めのファーストミートってやつか。バサっちの格好を見るに、向こうの衣い装しようもドレスなんだろうが……人前式なんだよな？」

「ああ、俺達はそれぞれの立場や血筋が複雑だからな。全員にとって良い形にするなら人前以外は難しいし……」

　それに、と刃更。

「俺達の想おもいは……他人に問われて、神様へ誓ちかうもんじゃない。自分で自身に問い、お互たがいだけで誓い合うものだしな」

「なるほど……そういう意味じゃ、結果的に招待客を呼ばないこの形が一番の正解だったのかもな」

　滝川は納なつ得とくしたように言うと、

「さて……と。用は済んだし、俺はそろそろ行くわ」

「何だよ、最後までいてくれるんじゃないのか？」

　からかうように言ったこちらに、

「メシも出ねえのに居てもしょうがねえだろ。あと、下手へたに居座っておっかねえ花嫁たちに睨にらまれるのは避さけたいし」

　それに、と滝川はスッと眼めを細めて、

「どうやら──周囲の警護は万全みたいだしな」

「……………………ああ」

　僅わずかに緊きん張ちようを含ふくんだ滝川の言葉に、刃更は静かに頷いた。

　この式場の警護について、刃更は密ひそかに自分の配下に任せている。

　それは新たに主従契けい約やくを結んだ青年──斯し波ば恭きよう一いちだ。

　とはいえ斯波が生きている事を知っているのは、本人を除けば刃更と長は谷せ川がわの二人だけ。

　滝川には知る由よしもない筈はずだ。

　…──にも拘かかわらず、滝川は気が付いたのだろう。

　何者かがこの周囲を警護していて、恐おそらくそれが斯波であるという事まで。

　そして──その上で滝川は、このブライズルームへとやって来たのだ。

　……とはいえ。

　今の斯波は完全に『氣き』を断たっており、全すべてを知っている刃更でも主従契約の反応を探さぐらないと何ど処こにいるのかまでは掴つかめないのだ。

　それでも気が付けたという事は──恐らく滝川は、刃更なら密かに斯波を配下にしていてもおかしくないと、どこかで読んでいたのだろう。

　……やっぱり流石だよな。

　刃更は改めて、自分の判断が正しかった事を思った。

　…──刃更は滝川と、これまで裏で手を結んできた。

　澪みおを狙ねらう現魔ま王おう派との戦いを生き抜ぬく上で、最初に味方に付けたのが滝川だ。

　……きっと。

　滝川と手を組んでいなかったら、刃更達はゾルギアとの戦いで殺されていただろう。

　たとえゾルギアを切り抜けられたところで、早晩どこかで命を落としていた筈だ。

　魔界へ行った時も、斯波との決戦でも、いつだって肝かん心じん要かなめの鍵かぎは滝川だった。

　そして──きっとそれは、この先も変わらないのだろう。

　すると、

「それじゃあな──…」

　踵きびすを返して歩き出した滝川は、彼の行く手に直径二ｍほどの闇やみの球体を出現させた。

　去りゆくその背に──刃更は必然の声を掛ける。

　それはどこまでも素す直なおな想いで、

「…………色々とありがとうな、滝川」

　滝川には何度も救われてきた。その恩を忘れた事は一度もない。

　…──もしも、滝川に助けを求められたら。

　東とう城じよう刃更は必ず、彼の下もとへと駆かけ付ける。

　そうした確かな想いを込めて、感謝の言葉を告げると、

「──────────」

　滝川はふと足を止めた。そして、こちらに背を向けたまま、

「そうそう。もう一つ伝言があった──…」

　一息。

「結婚おめでとう。せいぜい幸せになれよ」

　そう言うなり、肩かた越ごしにこちらを振り返り、

「…────こいつは、俺からだ」

　こちらへ向かってニッと笑うと、滝川の姿はそのまま闇の中へと消えていった。




　　　　２




　…────滝川が去ってしばらくした頃。

　刃更の携帯にメッセージが届いた。

　差出人は万ま理り亜あ──書かれた内容は『準備完かん了りようしました！』とだけ。

　その一言でも、向こうのテンションの高さが伝わってきて、刃更は笑えみを深くする。

　そして、

「…────さて、と」

　刃更は携帯を胸の内ポケットに仕し舞まうと、新郎用のブライズルームから外へ出た。

　気象庁の発表により、関東は既すでに梅雨つゆ入り。

　しかし空には雲一つなくて、どこまでも澄すみ渡わたるような青空が広がっていた。

　季節特有の不快な湿しつ気けは微み塵じんもなく、心地ここちの良い風が花々で溢あふれる庭の草木をくすぐるように揺ゆらしている。

　そんな中──白い石いし畳だたみの通路を踏ふみしめながら、刃更が向かったのは約束の場所だ。

　左右に三人にん掛がけのベンチが並ぶそこは花嫁達が歩くバージンロード。

　その先には十じゆう字じ架かも祭さい壇だんも存在しない。

　あるのは、柔やわらかな光がスポットライトのように降り注ぐ事で生まれる陽ひだまりだ。

　先に着いたのは当然ながら新郎で……刃更は陽光の中で、ゆっくりとその時を待つ。

　そして。

「…────刃更」

　ふと背後からした声に、刃更はそちらを振ふり返った。

　そこにいたのは、純白のウェディングドレスに身を包んだ八人の花嫁達で。

「──────────」

　刃更は思わず息を呑のんだ。

　綺き麗れいだったからだ。

　澪も、柚ゆ希きも、万理亜も、胡桃くるみも、ゼストも、長谷川も、七なな緒おも、セリスも。

　大げさでも誇こ張ちようでも何でもない。

　それぞれに合ったドレスに身を包んだ彼女達は、世界で一番美しい花嫁だった。

　完全に見み惚とれているこちらに、八人は嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

　東城澪。

　東城柚希。

　東城万理亜。

　東城胡桃。

　東城ゼスト。

　東城千ち里さと。

　東城七緒。

　東城セリス。

　…──姓せいを同じにした八人の花嫁達に、東城刃更は夫として、一人の男として思う。

　自分が守ってゆくものは彼女達と──この笑顔だと。




　だから刃更もまた、自然と同じ笑みを浮かべた。

　そして、そっと己おのれの手を差し出すと、

「…………さあ、誓おう」

　力強く確かな声で、彼女達へと呼び掛けた。

　すると──必然のように八つの頷うなずきが返ってきて。




　…────その瞬しゆん間かん。

　花はな婿むこと花嫁──九人だけの幸せな結けつ婚こん式が始まった。








あとがき






　さて、これで『新しん妹まい』は最終巻なのですが感謝の前にまずはお詫わびです！　予定より発売が遅くなりスミマセン。それなのに、本書発売日も開催中の「らのすぽ！」のベストセレクション企画では、ノミネートされていた「魅み惑わくの背はい徳とく！　部門」において、皆さんの応援のお陰で堂々の第一位を獲得。専門店さんの予約も非常に好調で、特典を増産するみたいな話も出ているそうで。実にありがたいお話です。『新妹魔王の契約者テスタメント』というシリーズを長きに亘わたって、こんなにも沢山応援していただき、本当にありがとうございます。

　では内容についても軽く。本書はこれまで執筆した特典系の各種短編・掌編に加筆修正を行ない、さらにプロローグとエピローグを書き下ろした作品集です。専門店さんから特典小説を依頼されると一気に書き上げてしまう事がほとんどなので、こうやって改めて推敲しながらクオリティを上げたものを再録できるのは、書く側としても嬉しいですね。

　また最大の見所は、何といっても描き下ろしの美麗イラストの数々。刃バ更サラやヒロイン達の結婚式が別テーマでもある本書にぴったりで素晴らしいです。実はカバーの装丁も、タイトルの文字色は一巻を踏襲しつつも、少し明るくなっていて、刃更達の明るい未来を象徴するものになっていたり、プロローグとエピローグの章題も一巻のものと対比したものになっているなど、シリーズの最終巻に相応しい造りになっています。良かったらこの機会に見返してみていただければと思います。

　それでは最後の謝辞を。まずは大おお熊くまさん。今までも……そして今回も最高すぎるイラストをありがとうございます。『新妹』がここまでのシリーズになれたのは間違いなく大熊さんのイラストのお陰です。そして、コミック版でもシリーズを盛り上げて下さったみやこ先生と木き曽そ先生、お二人もご連載いただきありがとうございました！

　アニメ関連スタッフの皆さん、ＴＶアニメ二期＋書籍特典ＯＶＡ＋長編ＯＶＡと、沢山のご製作ありがとうございます！　また書籍の制作さん、デザイナーさん、校こう閲えつさん、営業さん、書店さん＆専門店さん、その他関係各所の皆さん、そして何といっても本作を一番応援し、支えて下さった歴代の担当さん達、本当にありがとうございました！

　…──そして、本シリーズを応援して下さったファンの皆さん。

　大変名残惜しいですが、『新妹魔王の契約者』はここに完結となります。

　長きに亘る声援、本当にありがとうございました。

　それでは、また次の作品でお会いしましょう！


上うえ栖す　綴てつ人と　　
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